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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万力所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解

するのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将

来にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づ くりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和 も求

められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業によっ

てやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまいりま

した。

本報告書は、盛岡南新都市土地区画整理事業に関連して平成17・ 18年度に実施された盛岡市飯岡才

川遺跡第12次発掘調査の調査成果をまとめたものです。今回の調査では、古代の竪穴住居・古墳をは

じめとする各種の遺構が検出され、集落 。墓地の姿が明らかになるとともに、土器、石製品などたく

さんの遺物も出土いたしました。当地域における歴史を解明する上で貴重な資料を提供することがで

きたと考えております。本書が広く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、

その保護や活用、学術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました盛岡

市都市整備部盛岡南整備課、盛岡市教育委員会をはじめとする関係各位に対し、深く感謝の意を表し

ます。

平成20年 1月

財団法人 岩手県文化振興事業国

理事長 武 田 牧 雄



例   言

1 本報告書は、岩手県盛岡市飯岡新田 2地割43-1ほかに所在する飯岡才川遺跡第12次発掘調査の

結果をJえ録 したものである。

2 本遺跡の岩手県遺跡台帳の遺跡番号 と遺跡略号は以下のとお りである。

遺跡番号 :LE16-2291 遺跡IHE号 :ISW-05-12・ ISW-06-12

3 本遺跡の調査は、盛岡南新都市土地区画整備事業に伴う事前の緊急発掘調査である。調査にあたっ

ては盛岡市 と県教委事務局生涯学習文化課 との協議を経て、財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文

化財センターが委託を受け、受託事業 として実施 した。

4 発掘調査は 2カ 年にわたって実施 してお り、調査対象面積、調査期間、調査担当者は以下のとお

りである。

<平成17年度> 面 積 :3,200だ     期 間 :平成17年 10月 3日 ～ 11月 10日

担当者 :濱田 宏・村木 敬・石崎高臣

<平成18年度> 面 積 :4,000だ     期 間 :平成18年 9月 19日 ～ 11月 24日

担当者 :金子昭彦・村田 淳・菅野 裕

5 室内整理期間、整理担当者は以下のとお りである。

<平成17年度> 期 間 :平成18年 2月 1日 ～平成18年 3月 31日

担当者 :濱田 宏

<平成18年度> 期 間 :平成18年 11月 1日 ～平成19年 3月 31日

担当者 :菅野 補・平野 祐

6 報告書の執筆は、第 I章 を盛岡市、その他を濱田、金子、村田が担当し、編集は村田が行なった。

項目毎の文責は文末に記 した。

7 航空写真撮影および写真解析図化作業は以下の業者に業務委託を行なった。

航空写真撮影 :東邦航空 (株 )

写真解析図化作業 :(株)セ ビアス

8 各種鑑定・分析は次の方々にお願いした。

石材鑑定 :花尚岩研究会

鉄製品保存処理 :岩手県立博物館

9 野外調査および本書の作成にあたり、次の方々からご指導 。ご助言を賜つた。(順不同、敬称略)

千田和文・津島知弘・神原雄一郎 。今野公顕・斎藤麻希子 (盛 岡市教育委員会)

井上雅孝 (滝沢村教育委員会 )

10 野タト調査では盛岡市・滝沢村・雫石町・矢巾町・紫波町の方々に多大なるご協力をいただいた。

11 本遺跡の調査成果は、当センター主催の現地説明会 。遺跡報告会、『平成17年度発掘調査報告書』・

『平成18年度発掘調査報告書』などで公表しているが、本書の記載内容がそのいずれにも優先する。

12 本遺跡から出上 した遺物及び調査に関わる資料は、岩手県立埋蔵文化財センターで保管 している。
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調査に至る経過

盛岡南新都市開発計画は、盛岡市が経済・文化などに対する機能を備えた北東北の拠点都市を目指

して、市の南部地域を新市街地として開発し、両者が有機的に結びついた軸状都心を形成するために

策定された土地区画整理事業である。岩手県・盛岡市・旧都南村の三者は、平成 2年 9月 に地域振興

整備公団 (当時。現都市再生機構)に対して裏業申請を行い、これを受けて公団は実施計画を作成した。

平成 3年 12月 には建設大臣と国土庁長官から事業の実施許可がおり、平成 3年度から平成22年度まで

の20年間を事業予定期間とし、対象面積313haの 土地区画整備事業が実施されることとなった。なお、

本事業については平成18年度に当初計画より数年の期間延長が示されている。

飯岡才川遺跡第12次調査は、岩手県教育委員会と盛岡市とが協議し、平成17年度事業として確定し

た。その後、財団法人岩手文化振興事業団埋蔵文化財センターが委託を受け、受託事業として発掘調

査を実施 した。 (盛 岡市都市整備部盛岡南整備課 )

遺跡の立地と周辺の環境

1 遺跡 の位置 と地形 的環境 (第 1・ 2図 )

飯岡オ川遺跡は、岩手県盛岡市飯岡新田2地割字オ川43-1ほ かに所在する。JR東北本線盛岡駅

から南方へ約 2 kmの 位置にあり、総面積は62,000∬である。雫石川右岸の中～低位段丘上に立地して

おり、遺跡範囲の標高は約120～ 124mである。

岩手県の県庁所在地である盛岡市は、江戸時代以降盛岡南部藩の城下町として発展をとげた町であ

る。平成18年 1月 10日 に玉山村と合併しており、総面積886万だ、人口約30万人を擁する北東北地方

における中核都市として位置づけられる。

地形的にみると、盛岡市は北上低地帯に位置し、その西側には奥羽山脈、東側には北上山地が低地

帯と平行するように南北方向に連なっている。市街地 (低地帯)の中央を県北部の岩手郡岩手町御堂

観音境内に源流を発する北上川が流れ、奥羽山脈から雫石川、北上山地から中津川と梁川が盛岡駅の

南側で合流して南流する。第三系および火山岩類を主体として構成される奥羽山脈は、各支流に多量

の上砂を供給しており、それによって大小の扇状地が複合する沖積地を雫石川右岸 (南岸)に作り出

している。また、この地域は度重なる雫石川の氾濫や流路の変化によって多くの旧河道や自然堤防が

入り組む地形をしており、本遺跡はこのなかの低位段丘面に位置している。

2歴 史 的 環 境 (第 1図・第1表 )

盛岡市域には、現在までに500以上の遺跡の存在が確認されている。遺跡の時代・性格は多岐に渡

り、古くは大新町遺跡 (7)の ように縄文時代草創期の遺物を出土する遺跡から、新しくは盛岡城跡

(13)の ような近世城館などさまざまな性格の遺跡が確認されている。本遺跡の位置する雫石川右岸

の低位段丘面では、平成 5年度から開始された盛岡南新都市区画整備事業関連をはじめとする大規模

な発掘調査が実施されることによって数多くの遺跡の内容が判明しつつある。なかでも陸奥国最北の

古代城柵遺跡であり、一辺800m以上の築地塀や大溝が検出され、竪穴住居から多数の鉄製品や施釉
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2 歴史的環境

陶器などが出土した志波城跡 (56)を はじめ、奈良～平安時代に属する遺跡が多数発見されている。

このうち本遺跡の周辺のみに限ってみても、本遺跡の東側にあり古墳時代末～平安時代にかけて600
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第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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第 1表 周辺遺跡一覧

No 遺 跡 名 時  代 種  別 No 遺 跡 名 時  代 種  別

1 上ノ代 古 代 集 落 鬼柳B 古 代 集 落

幅 Ⅲ 古 代 集 落 寇411,C 古 代 集 落

3 幅 I 古 代 集 落 野古B 古 代 散布地

帷吾I 古代 (奈良 ) 集 落 野古A 奈良・平安 集 落

5 長橋 町 縄文・古代 散布地 飯 岡沢 田 古 代 集 落 古 墳

稲荷町 縄文・古代～近世 集 落 72 飯岡才川 縄文・古代 集落・古墳

7 大新町 縄文・古代 集 落 矢盛 縄文・古代 散布地

前 九 年 縄 文 集 落 率田そ事〕巨 縄 文 古 代 集 落

宿田南 中 世 近 世 集 落 向中野館 古代・中世 集落・城館

永祥院経塚 近 世 経 塚 モ争チ〔貞「 古 代 集 落

楢 山田 縄 文 散布地 辻屋敷 古 代 集 落

2 愛宕山 近 世 散布地 上越場B 古 代 集 落

3 盛岡城 中世 ・近世 城館 二 又 古代 (平安 ) 散布地

4 鍛冶町 近 世 一里塚 西田A 古 代 集 落

5 獅子が鼻 中 世 近 世 散布 地 西日B 古 代 集 落

6 鼻 子 縄文・弥生 散布地 前 田 古 代 集落

7 新庄 旅亀文 散布地 藤島Ⅱ 古 代 散布 地

8 瀬 戸 縄文・弥生 散布 地 藤 島 縄文 平安 集落

9 花垣館 (花坂館 ) 中 世 散布地 飯岡林崎 Ⅱ 古代 集落

山王 山 縄文・古代 集 落 深淵 I 古代 (平安 ) 集 落

大慈寺町 縄 文 散 布 地 飯岡林崎 I 古代 集落

中 野 館 中 世 散布地 上新 田 古代 (平安 ) 集落

砂 溜 縄 文 古 代 集 落 89 深淵 Ⅱ 古代 (平安 ) 集 落

新山館 古代・中世・近世 集落 ・城館 90 高屋敷 I 古代 散布地

葛 西 館 縄文・古代 散布地 91 高屋敷 Ⅱ 古代 (平安 ) 散布地

金 勢 縄 文 ・古代 散布地 92 下久根 I 縄文・古代 散布地

立 石 縄文・古代 集 落 93 石 持 古 代 散布地

壇 ケ森 縄 文～近世 散布地 94 夕覚 古 代 散布地

蝶 ヶ森館 中 世 散布地 西 古代 (平安 ) 集 落

縄文・古代 散布地 96 熊堂 I 縄文・古代 集 落

角 下 縄 文 古代 散布地 97 貪鷺督&II 古代 (平安 ) 集 落

糸田E] 古代 (平安 ) 故布地 98 熊堂 Ⅱ 古代 (平安 ) 集 落

館 。松 ノ木 古代 (平安 ) 集 落 99 南谷地 古代 (平安 ) 集 落

上 野屋 敷 古 代 散布地 00 下久根 Ⅱ 縄文・古代 散 布 地

メ、ツロ 古 代 散布 地 01 田 中 古代 (平安 ) 集 落

八 掛 古代 (奈良・平安 ) 集落 02 松 島 古 代 集 落

畑 中 古 代 集落 03 葛 本 古 代 散 布 地

五兵衛新田 古代 集 落 04 境 田 古 代 散布地

天 沼 古代 集 落 05 生 畔 古 代 集 落

蟹沢下 古 代 散布地 06 障 当 古 代 集 落

ニ ツ沢 縄文・古代 散 布 地 07 君14コ ヨヒ 縄文・古代 集 落

竹 鼻 古 代 集落 08 向 中野幅 古代 集 落

山 中 縄文・古代 散布地 09 ア イ ノ野 縄 文 散布地

月見 山 縄文・古代 散布 地 O 木節 古代 (平安 ) 集 落

堤 縄文・古代 散布地 l 因幡 縄 文 古 代 散布 地

糸田え堕 縄 文 散布地 新井田Ⅱ 古代 散布地

飯岡山館 中 世 散布地 小 田 I 古代 散布地

高館古墳 古 代 古墳 新 田 古代 (平安 ) 集 落

高 館 縄 文 散布地 大 鳥 古代 集落

大柳 I 古 代 集 落 6 一本松 平安 散布地

飯岡赤坂 古 代 散布地 7 湯沢大館 古代 ・中世 散布 地

赤坂 Ⅱ 古 代 散 布 地 8 間木 古代 散布地

い た こ塚 近 世 祭祀跡 20 永井経塚 経 塚

小館 (羽場館 ) 中 世 散布地 神 田 古代 散布地

砂 子塚 古 代 散布 地 イ申田塚 近 世 祭祀跡

志波城 古 代 城柵跡 23 下永井 古 代 散布地

石 仏 古 代 集 落 いた こ塚 近 世 祭祀跡

水 F弓 古 代 集 落 碇 堰 古代 (奈良 ) 集 落

/1ヽ林 古 代 集 落 西鹿渡 古 代 集 藩

大 宮 古代・中世 集 落 百 目木 縄文・古代 集 落

大宮北 古 代 集 落 中 島 古 代 集 落

/1ヽ 1幅 古 代 集落 30 下永林 縄文・古代 散布地

宮 沢 古代 散布地 三本柳幅 縄文・古代 集 落

本宮熊堂A・ B 縄 文 古 代 集 落 32 荒 屋 古 代 集 落

稲 荷 古代 集 落 33 高櫓A 古 代 集 落

鬼 柳 A 古代 集落 34 高櫓B 古 代 散布地

Ⅱ 遺跡の立地と周辺の環境
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2 歴史的環境

軒を超える竪穴住居が検出され、東国との関連が想定される関東系土師器が出土 した台太郎遺跡 (76)、

40基以上の古墳及び奈良～平安時代の竪穴住居が検出された飯岡沢田遺跡 (71)、 多数の竪穴住居を

はじめ畠状遺構が検出された細谷地遺跡 (74)、 旧河道が検出され多量の木製品が出上 した向中野館

遺跡 (75)な どを挙げることができる。

また、この他にも縄文時代の遺跡として陥 し穴状遺構が検出された矢盛遺跡 (73)、 晩期の住居跡

が検出された本宮熊堂☆遺跡 (64)な ど、中世の遺跡として居館跡や堀が検出された矢盛遺跡、曲輪

や堀などが検出された向中野館遺跡などを萎げることができる。

鰯

飯岡才川遺跡

―

□
濫 原 佃 瀧

題園園置丘陵
國
一

低位段丘

(砂礫段丘Ⅲ)

高位段丘

(砂礫段丘 I)

火山灰砂台地
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Ⅱ 遺跡の立地と周辺の環境
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第 3図 調査区の位置



過去の調査歴・4 調査区の概要

3 過 去 の 調 査 歴 (第 3図 )

飯岡オ川遺跡では平成18年度までに試掘調査を含めて13次の調査が当センター及び盛岡市教育委員

会によって実施されている。これまでの調査では縄文時代の陥し穴状遺構、古代の竪穴住居・掘立柱

建物・古墳・墓坑、江戸時代の掘立柱建物などが検出されている。

陥し穴状遺構は、主に遺跡範囲の南西に位置する第 5。 6。 10次調査区で多数検出されている。い

ずれも溝形をしており、旧河道を挟んで両岸に列状あるいは2～ 4基単位のグループで配置されてい

る。遺物はほとんど出上していないが、いずれも縄文時代に属すると考えられる。

本遺跡では古代に属する遺構 。遺物が最も多く検出されており、その種類も多岐にわたる。遺跡範

囲の中央に位置する第 7次調査区では北側を中心に8基の古墳が確認されている。墳丘は削平されて

おり出土遺物も乏しいが、その多くが奈良時代～平安時代初頭に属すると考えられる。この他にも奈

良～平安時代に属すると考えられる墓坑もみつかっており、今回報告する第12次調査区を含めた遺跡

範囲の北側が古代には墓域として利用されていたものと考えられる。

竪穴住居は遺跡範囲の中央に位置する第7次調査区と西側に位置する第 3・ 4・ 11次及び第 8・ 9

次調査 C区で確認されている。これまでに調査されたものはいずれも平安時代のものであり、奈良時

代に属するものは今回報告する第12次調査区でのみ確認されている。第 3・ 4次調査区では竪穴住居

とともに同時期と考えられる総柱式の掘立柱建物もみつかっており、遺跡範囲の東側が平安時代には

集落の中心域として利用されていたと考えられる。

この他にも江戸時代に属する掘立柱建物が遺跡範囲の南側に位置する第13次調査区及び第 8・ 9次

調査 C区で確認されている。また、第 3次調査区では同時期の墓坑も確認されており、第13次調査区

の南側に隣接する細谷地遺跡第12次調査区を含めた遺跡範囲の南～西側は江戸時代には居住域及び墓

地として利用されていたことがわかってきている。このように本遺跡で検出された遺構・遺物は縄文

時代から江戸時代までと多岐にわたっており、断絶期を挟んでそれぞれの時代において人々の生活の

痕跡を留めた遺跡であるといえる。

4 調 査 区 の 概 要

第12次調査区は、遺跡範囲の中央～北側に位置しており、7,200∬ を対象として2カ 年にわたって

発掘調査を実施した。調査前は畑地として利用されていたため、至る所で耕作痕 (ト レンチャー痕)

や整地・造成の痕跡が確認された。また、調査区北西端には明治時代の衛生試験場の建物基礎が残存

しており、一部の遺構がこれによって壊されている。

基本層序は、整合性を図るために隣接する第 7次調査区E Ⅱ21グ リッド (盛南開発グリッドでは一

2 Ellbグ リッド)で確認された層序を用いた。遺構検出面はⅡ～Ⅲ層上面であるが、先述の通り近

年の耕作や造成の影響で調査区中央を除くほとんどの地点で I層の直下にⅢ層が検出されるという状

況であつた。また、RG056溝 の南東側 (-3C16S～ 22vグ リッド付近)ではI層 直下でⅣ層以下に

存在する礫層が確認された。各層の性質と層厚は以下の通りである。

I層  10YR3/2黒褐色 しまりやや密、粘性強 現耕作土 遺物微量包含 層厚約10cm

Ⅱ層 10YR2/2黒褐色 しまりやや密 根の影響で地山ブロック混入 層厚 5～ 10cm

=遺構検出面①

Ⅲ層 10YR7/8黄橙色粘質土 しまりやや密、粘性強 部分的に10YR8/8黄橙色粘質土ブロックを含

む斑状に含む地山 層厚25～ 40cm =遺構検出面②

Ⅳ層 10YR8/8黄橙色粘質土 しまりやや密、粘性強 地山
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Ⅲ 調 査 の 方 法

1 野外調査 の方法

(1)グ リッ ドの設定 悌 4図 )

盛岡南新都市土地区画整備事業に関わる調査では、盛岡市教育委員会の方針に準じて平面直角座標

系第X系 (日 本測地系)を座標変換した調査座標を用いてグリッドの設定を行っている。具体的には、

本遺跡が所在する飯岡地区の調査座標点X=-36,000.000、 Y=26,000.000を 基点として一辺50× 50m

の正方形グリッド (大グリッド)を設定し、さらにそれを25等分して2× 2mの小グリッドとしてい

る。グリッドの呼称は、北西隅を基点として大グリッドは南方向へ 1～ 25、 東方向へA～ Y、 小グリッ

ドは南方向へ 1～ 25、 東方向へa～ yと しており、小グリッドの呼称はlA 5bな どとなる。ただし、

今回の調査区は基点座標より北側に位置し、大グリッドの呼称が基点から北方向に-1～ -25と なる

ことから、小グリッドの呼称は-lA 5bな どとなる。

なお、今次調査区の基準′点は平成17年度に隣接する第 7次調査区の基準′点 (基 1・ 補 2)を もとに

打設 し、それぞれ仮番号を付 した。平成18年度はそのうちの 5点 とさらに増設した 3点 を主要基準点

として用い、それらをもとに調査区全体をカバーできるようにグリッドの設定を行なった。主要基準

点の座標は以下の通 りである。

点名 グリッド名 X Y 標高 (m) H17年度名

渥こ1

基 2

基 3

基 4

基 5

基 6

基 7

基 8

-2 Dll g

-3D23g
-3D16g
-4D23g
-3C18k
-3C6k
-4C21k
-3C6w

-35,920000

-35,894000

-35,880,000

-35,844000

-35,884.000

-35,860000

-35,840,000

-35,860000

26,162.000

26,162.000

26,162.000

26,162.000

26,120.000

26,120000

26,120.000

26,144000

124,105

124072

123869

124243

124656

124588

124570

124449

仮 1

仮 2

仮 3

仮 4

仮 6

H18年新設

H18年新設

H18年新設

(2)精査 の方法 および遺構 の記録

調査に先立って調査区内の雑物撤去を行い、続いて遺構の有無を確認するために調査区内の数力所

にトレンチを設定して人力で試掘を行った。試掘の結果、調査区内は隣接する第 7次調査と同様、近

年の削平により大部分で表土 (盛土・耕作土)直下が遺構検出面 (地 山)と なることが判明した。そ

のため、調査の迅速化と人力掘削量の軽減を図るため、調査員監督の下、重機 (バ ックホー)に よつ

て遺構検出面付近まで表土を掘削し、その後人力で遺構検出を行った。

検出された遺構については釘やスプレーを使ってマーキングし、一部の竪穴住居や古墳については

検出状況の写真撮影を行った。なお、遺構名については野外調査では各遺構に仮名 (○号住居跡など)

をつけ、室内整理の段階で盛岡市教育委員会が使用している略号に遺構名を変更している。

遺構の掘り下げは4分法と2分法を使い分け、土層観察を行いながら進めた。掘り下げには主に移
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1 野タト調査の方法
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第 4図  グリッド及び基準点配置図



Ⅱ 調査の方法

植箆を使用 し、カマ ドや遺物の集中する地点では竹箆なども使用 している。遺構のプランや新旧関係

が不明な場合は適宜サブ トレンチを設定 して層位確認を行っている。なお、竪穴住居や古墳の周溝で

は、遺物の取 り上げ単位 としてベル トを境界とした区画設定を行っている (凡例図参照)。

遺構の記録については、完掘時、土層断面、遺物出土状況には写真撮影と実測図の作成を行ってい

る。遺構の実測は、平成17年度は街易遣 り方測量 と光波測距儀を用いて作成 した。平成18年度はそれ

らの方法に加え、デジタルカメラ及びラジコンヘリを使用 した写真解析図化作業を業務委託 して実施

した。いずれも縮尺は1/20を 基本 とし、遺構配置図や大型の遺構は1/50や 1/100、 遺物出土状況やカ

マ ドは1/10な ど適宜縮尺を変更 して作成 している。

写真撮影は、平成17年度の調査では35mm半 Jカ メラ2台 (モ ノクロ・カラーリバーサル)と 6× 7判

カメラ (モ ノクロ)、 メモ用 としてデジタルカメラ (オ リンパス社製コンパク トタイプ、400万画素 )

を使用 し、平成18年 度はカラーリバーサルに代えてデジタルカメラ (キ ヤノン社製一眼レフタイプ、

1280万画素)を使用 した。

(3)広報 ・普及啓 発活動

平成18年 10月 3日 職場体験 (岩手町川口中学校 2年生 2名 )。

平成18年 10月 28日 現地説明会 (28名 参加)

平成19年 1月 20日 第28回 遺跡報告会 (岩手県立埋蔵文化財センター 。(財)岩手県文化振興事業

団主催)においてスライドを使用した報告を行った。

2調 査 経 過

野外調査は平成17・ 18年度の2ヶ 年にわたって実施した。平成17年度には調査区全域の表土除去と

遺構検出及び遺構精査 (調査区東側及び南西側3,200∬ )、 18年度は遺構検出と遺構精査 (17年度未了

分4,000ど )を行っている。以下に各年度の調査経過を簡単に記す。

平成17年度

10月 3日  調査開始。人力による粗掘と重機による表土除去作業を行う。 (～ 10月 21日 )

10月 6日  遺構精査開始 (～ 11月 8日 )

11月 7日  終了確認。次年度繰越分の面積を確認する。

11月 9日  次年度調査に備えて精査未了区域にブルーシートをかける。

11月 10日 資材を搬出し野外調査終了。

平成18年度

9月 19日 資材搬入し野外調査再開。

9月 20日  ブルーシー トを除去しながら遺構検出及び精査開始。

10月 3日  職場体験

10月 26日  ラジコンヘリによる写真測量 (1回 目)。

10月 28日  現地説明会開催

■月8日  終了確認

11月 9日  航空写真撮影

11月 24日  ラジコンヘリによる写真測量 (2回 目)。 午後に資材搬出し野タト作業終了。

-9-



3 室内整理の方法・4 凡例

3 室 内整 理 の方 法

室内整理作業は、平成17'18年度とも最初に遺物の洗浄・註記から開始 した。土器類は乾燥後に土

師器と須恵器に選別 して破片数と重量を計測 した後に註記を行っている。註記については、平成17年

度は遺跡名 。遺構名 (野外調査での仮遺構名)。 出土層位を記 した。平成18年 度は取 り上げた日付順

に付 した袋番号 と遺跡名のみを記 し、遺構名を変更 した時点で報告書掲載分には遺構名と層位・掲載

番号を追記 している。各年度 とも註記の後には接合 ,復元作業を行い、回転復元実測が可能なもの及

び器形や調整に特徴があるものを中心に登録を行い、それらについて実測・拓本・トレースを行った。

金属製品のうち、鉄製品についてはX線透過写真撮影を行って遺存状況を確認 しなが ら錆落 しと実

測を行った。また、一部のものについては破損防止のために保存処理作業を委託 している。

剥片石器・石製品・陶磁器については、出土点数が少ないため全点登録 した後に実測を行っている。

礫石器については遺構内出上のものを中心に選別 し、登録を行ったものについて実測を行った。

遺構図面の整理は、平成17年度は実測原図をもとに4歩正図 (第二原図)を作成 し、 トレースと版下

作成を行っている。平成18年度は簡易遣 り方測量で実測 した遺構 (竪穴住居 と土坑の一部)について

は4公正図を作成 しているが、その他の遺構については写真解析作業を業務委託 して図化を行っている。

なお、平成18年度については修正図作成分・写真解析分ともに図面の調整を行った後にレイアウトを

行いデジタル版下としてお り、 トレース及び版下作成を行っていない。ただし、表現の体裁を整える

ため17年度作成分についても版下を取 り込んでデジタルデータイとしている。

4  ガL 例

(1)遺 構 名

遺構の名称は、盛岡市教育委員会で使用している略号に準じて付し、遺跡全体で通し番号としてい

る。野外調査時には種別の変更や欠番を避けるために全て仮遺構名 (1号住居跡など)と し、室内整

理の段階で略号に振り替えている。仮遺構名と変更した略号の対応関係は第 2表の通りである。

なお、遺構の略号は以下の通 りである。

RA…竪穴住居  RC… 柱穴列   RD… 土坑 。陥し穴状遺構

RG…溝跡    RZ… 古墳・土器埋設遺構

(2)掲 載 縮 尺

RF…焼土遺構

遺構図面の縮尺は以下の通 りであ り、図中にスケールを付 している。

竪穴住居、土坑・陥 し穴状遺構… 1/50、 古墳… 1/50～ 100、 土器埋設遺構 。焼土遺構… 1/25

カマ ド・遺物出土状況… 1/25 溝跡…断面 1/50・ 60(平面は規模に応 じて使い分け)

遺構の計測位置・区割 り。焼土などの表現は凡例図の通 りである。

遺物図面の縮尺は、土器・石製品・陶磁器・礫石器は 1/3、 金属製品は 1/2、 剥片石器は2/3を

基本としているが、大きさの関係上、縮尺を変更 しているものがある。土器の表現方法及び計測位置

については凡例図の通 りである。なお、回転復元実測が可能な土器については、回転体分割法 (島原・

村田 2007)を用いた容量計測 も行っている。
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第 2表 遺構名一覧

竪穴住居

新 十日

RA028 1号住居跡

RA029 2号住居跡

RA030 7号住居跡

RA031 3号住居跡

RA032 4号住居跡

RA033 5号住居跡

RA034 6号住居跡

RA035 8号住居跡

RA036 9号住居跡

RA037 10号住居跡

RA038 11号住居跡

RA039 12号住居跡

RA040 13号住居跡

RA041 14号住居跡

土坑・陥し穴状遺構

新 I日

RD104 2号土坑

RD105 3号土坑

RD 7号土坑

RD 8号土坑

RD 9号土坑

RD 10号土坑

RD 0 11号土坑

RD 1 14号土坑

RD 2 21号土坑

RDl13 23号土坑

RDl14 28号土坑

RDl15 1号土坑

RDl16 4号土坑

RDl17 5号土坑

RDl18 17号土坑

RDl19 22号土坑

RD120 26号土坑

RD121 34号土坑

RD122 6号土坑

RD123 12号土坑

RD124 13号土坑

RD125 15号土坑

RD126 18号土坑

RD127 19号上坑

RD128 20号土坑

RD129 24号土坑

RD130 25号土坑

RD131 27号土坑

RD132 29号土坑

RD133 30号土坑

RD134 31号土坑

RD135 32号土坑

RD136 33号土坑

RD137 35号土坑

RD138 36号土坑

RD 37号土坑

RD 38号土坑

RD 39号土坑

RD 40号土坑

RD 41号土坑

RD 44 42号土坑

焼 土 遺 構

新 1日

RF002 1号焼土

古  墳

新 十日

RZ0 SZ08

RZ0 7 1号古墳

RZ0 2号古墳

RZ0 3号古墳

RZ020 4号古墳

RZ021 5号古墳

RZ022 6号古墳

RZ023 7号古墳

RZ024 8号古墳

RZ025 9号古墳

RZ026 0号古墳

RZ027 号古墳

RZ028 2号古墳

RZ029 3号古墳

RZ030 4号古墳

RZ031 5号古墳

RZ032 16号古墳

Ⅲ 調査の方法

溝  跡

新 十日

RG032 1号溝

RG055 2号溝

RG056 3号溝

RG057 4号溝

RG058 5号溝

柱 穴 列

新 I日

RC003 柱穴列①

RC004 柱穴列②

RC005 柱穴列③

土器埋設遺構

新 I日

RZ033 1号埋設

RZ034 2号埋設
※柱穴番号は野外調査で使用 し

た番号を使用
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

1 遺構 の分布状況 (第 5。 6図 )

2カ 年にわたる調査によって、竪穴住居14棟・古墳17基・土坑31基・陥し穴状遺構11基・溝跡 5条・

土器埋設遺構 2基・焼土遺構 1基・柱穴列 3列 を検出した。分布状況をみると、竪穴住居は調査区北

辺と中央、南東側に分布する。古墳は調査区中央～北側に等間隔で分布する。上坑は調査区全域で検

出されているが、このうち墓坑と推定されるものは古墳の分布範囲内でのみ確認されている。陥し穴

状遺構は調査区西側に集中して分布する。遺物は土器類のほとんどが竪穴住居と古墳の周溝からの出

土であり、その他からはほとんど出土していない。

2竪 穴 住 居 (RA)

R A028竪穴住居

遺 構 (第 7・ 8図、写真図版 2)

(位置 。検出状況〉調査区南部、平安時代の住居跡が集中する地点の 1棟である。-2D2i・ 3i

付近に位置し、北東約1.2～ 1.5mほ どにはR A029・ 030が隣接する。Ⅲ層上面で黒色上の広がりで確

認した。 (重複関係〉認められない。

(規模)418× 4.34m (平 面形〉不整方形 〈床面積〉15.07�

〈壁の高さ。状態)36～ 44cmほ どで、いずれも直立ぎみに立ち上がっている。

(堆積状況)上位は褐色土粒を含む黒色上、中位は褐色土粒などを含む黒褐色上、下位は黄褐色土粒

等を含む暗褐色土からなる。自然堆積層である。

(床面〉Ⅲ層を床面とし堅く締まる。ほぼ平坦である。

(カ マ ド)カ マドは東壁北隅寄りに設置される。本体部・煙道部とも残存状況は良好である。

(本体部)幅は100cm前後を測る。袖部は地山の削り出しをベースにして、扁平な円礫を芯材に据えて

いるが、左右とも芯材礫が本体中央部に崩落し奥壁の一部を覆っている。燃焼部焼土は直径30cm程

度に形成され、厚さは最大で 6 cmである。カマド内には遺物が多く含まれていた。

(煙道 。煙出し部)今より貫き式の煙道で、堆積土には焼土粒や炭化物粒を含む。煙出しに向かっては

およそ25度の角度で下り、奥壁からの長さは約1.lmで ある。煙道方位はN-80° 一Eである。煙出し

内からは大形の礫が数個出土したが、上部構造に関係があるものかは不明である。

(柱穴・土坑)柱穴は確認されなかったが、直径25～ 35cmほ どの貯蔵穴と思われる土坑が 3基 (Pit

l～ 3)検出された。Pit lは カマドのすぐ右腸に、Pit 2は 東壁南東コーナー寄りに、Pit 3は南壁

南東コーナー寄りに位置している。

出土遺物 (第60～ 62図 、写真図版45～ 47)

(出 土状況〉土器類は、堆積土やカマ ド内・煙道部・袖内などから土師器が5,146g、 須恵器が138g出

上した。石製品は砥石 1点、鉄製品では角釘が 1点出土している。

(掲 載遺物〉29点掲載 した (1～ 29)。 1～ 12は 土師器の郭で、1～ 8は内面が黒色処理されるも

の、 4～ 12は 非黒色処理のものである。全体的に口縁部が外反する器形のものが多い。12は倒立

文字「木」と思われる破片である。13は ロクロ成形後、内外面および底部まで黒色処理・ヘラミガ

ー 14-



IV 検出された遺構と遺物
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2 1竪穴住居

D.日 ,生嚇

Plt4

二P4聖生
P(2

上■キ麺動
.二

im

|

第 患図 RA028(2)

キ調整が施され
'N・

鉢である。調整Ⅲ非常に,寧に行われている。ユ4～21は非ロータロ成影の藷で、

日縁部内外面凛横ナデヽ1体部1外面はヘジケズ,ないしヘフすデ調整、体部内面には本ラナ
ーデおハケ調

―

整1勅されるものである。いずれ 短ヽるの日縁期 的である。22～ 24はロタロ成影の甕である.。

体部外面下位が本―ラケズウ調整されている。24の内面には指の掻き上げ痕が観察された。25～ 271d

須意器のイ、.281ま 1面傑鳥|の祗石、291d釘 と墨われる鉄製品|である。

時 期 出1土 し|た遺物から、平安時代 (9世紀後半～10世紀初)に属するものと思われる。

RAO黙塘理庶解

違 構 (第 9図、写真図版3)

(位置■検出状況)R A028同様 ―調査区首部め住居群のうちの1棟で―、‐a D251付近に位置する。

Ⅲ盾I二面で確認した。

(重複関岱 遺構の】ヒ西隅がRA歯0の東陸と1重複しているが、本遺構の方が新しい。遺構つ上面は農

業機械 (ト レンチヤーー)の痕膝が至る所に確認できた。

9瑯勧 268X-278m (平
.面
影〉略方形 〈床面積〉鬱6ゞ

(壁の高さ・状態〉35～颯m種度で、�Ⅲずれ―亀直立ぎみ―に立ち上袴`る。

朧 状況〉上位|ユ黄褐色土粒を含と黒色工、中位から下位は掲色上粧を含む黒編色上を主体とする。

14剣からは最下部に褐色上が雉 している。

(床面〉III層 を床画とするが、締まりはそれほ|どではない,全体に平迫である。

(カ マ慟 束壁首東隅に設置され―る。理道から煙出しにかけての残存状況は良好で―ある。
1帥 )幅は100m前後で、こ|れも神部は地山削り出

.し

である。|な袖の内側には礫がな材として地山

に基お込まれている。燃焼部焼土感確認できなか,た.。

(煙道・煙出し―部)到り貫き,式の煙遭で、地積とは黄褐色主粒を全体に含む―黒褐色土が■体である.。

虞面は煙出しに向かって19度前後の角度
―
で緩やかに下り、奥壁かちの長さ1=約Ψ塩である。理遠方

―

位ぼN― Dが 一Bである。1腫出しの難積上には炭化物ゃ焼土粒を多く含む層が見―られ、わずかにオーー
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Ⅳ 検出された醤構と遺物
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2 竪穴住居

バーハングしながら立ち上がっている。

(柱穴・土坑〉土坑は3基 (Pit l～ 3)確認された。Pit lは壁が袋状にふくらんでいるもの、Pit 3

は南西コーナーに位置する不整形の上坑である。いずれも貯蔵に関する用途をもつものであろう。

出土遺物 (第 62・ 63図、写真図版47・ 48)

(出土状況〉土器類は、堆積土を主体としてカマ ド内や煙道などから出上している。土師器は1,951g、

須恵器は88g出上した。石製品は手持ち砥石 1点、鉄製品は釘と思われる製品が 1点出土している。

(掲載遺物〉18点掲載 した。30～ 40が土師器の郭で、30の み内面に黒色処理が施される①31・ 32・

35。 40あ たりは還元しきれなかった個体か ?そ れ以外は非黒色処理の杯である。38は外面に線刻があ

る個体、391よ灯明皿に転用されている。41・ 42は 非ロクロ成形の甕、43,44は ロクロ成形の甕である。

45は須恵器甕の体部破片である。46は釘とした鉄製品の欠損品、47は 4面が使用される凝灰岩製の置

き砥石である。

時 期 出土した遺物から、平安時代 (9世紀後半～ 10世紀初)に属するものと思われる。

R A030竪穴住居

遺 構 (第 10図、写真図版 4)

(位置 。検出状況〉調査区南部の住居群のうちの 1棟で、-3D24jグ リッド付近に位置する。Ⅲ層

上面で確認した。

(重複関係〉東壁とR A029の西隅が重複しているが、本遺構の方が古い。検出状態ではトレンチャー

痕が至る所に確認されたため、重複関係の把握にかなり手間取った。

(規模)217× 2.28m (平 面形)隅丸方形 (床面積)3.42だ

(壁の高さ・状態)23～ 36cmで、いずれも直立ぎみに立ち上がる。

(堆積状況)上位は責掲色土粒を含む黒色上、下位は褐色土粒を含む黒褐色土からなる。部分的に炭

化物が多く含まれる箇所がある。

(床面〉Ⅲ層を床面とし、周辺よりもわずかに中央部付近が深い。

(カ マド〉北壁中央やや西寄りに設置される。本体部・煙道・煙出し部とも残存状況は良好であったが、

燃焼部焼土が確認できなかった。

(本体部)幅は80cm前後である。断面aラ インの第4・ 5層 を盛り上げることで袖部を作 り出している。

先に述べたように燃焼部焼土は確認できなかった。

(煙道・煙出し部)到 り貫き式の煙道で、底面は煙出しに向かって12度前後の角度で下る。奥壁から

の長さは80cmで ある。煙道方位はN-2° 一Wである。

(柱穴・土坑〉カマド左横に 1基確認された。Pit lは 61× 91cmの楕円形で深さは5cmほ どである。

出土遺物 (第 64図、写真図版48)

(出土状況〉土器類は、堆積土を主体としてカマド内や煙道、カマ ド右の床面などから出土している。

土師器は1,100g、 須恵器は100gほ ど出土した。

(掲載遺物〉 5点掲載した (48～ 52)。 48は 静止糸切り痕を残す土師器郭で、体部から口縁部まで内

彎して立ち上がる。50～ 52は ロクロ成形の甕で、52の 内面はヘラナデ調整されている。53は 器面に

ロクロ調整の痕跡が明瞭に残り、内外面の凹凸が著しい須恵器郭である。

時 期 出土した遺物から、平安時代 (9世紀後半～ 10世紀初)に属するものと思われる。重複関

係からR A029よ り古い住居であるが、出土した土器の特徴に差が認められないことから、両者に時

期差があったとしてもわずかであろう。
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

望
.

C ・L‐ 123600m

D .L‐123800m

堆積土 (A‐ A'・ B‐ Bり

1 10YR2/2  黒褐色 シル ト

2  10YR2/1    黒色シル ト

3 10YR3/2  黒掲色粘土質 シル ト

4 10YR3/3  暗褐色 ンル ト

5 10YR4/4  暗褐色 ンル ト

6 10YR2/1  黒色粘土質 シル ト

型生。L‐ 124000m

黄褐色土粒・黒色土粒を含む

黄褐色土粒 をまばらに含む

褐色土・黒色上のブロック含む

黒色土 と褐色上の混合土

地山崩落土

炭がらみで全体に黒みを帯びる

B ・L‐124000m

0     カマド(1:25)     lm

O     平・断面 (1:50)     2m

第10図  RA030

R A 031竪穴住居

遺 構 (第 11・ 12図 、写真図版 5)

(位置 。検出状況〉調査区南部にある住居群の中で最も北側の-3D18m付近に位置し、R A032と は

東北東に約5mの距離を置く。Ⅲ層上面で検出した。カマ ドを含む本遺構の東側約1/4は 第 7次調査区

に廷びていたが、同時期に調査を行っていたため、本遺構の精査はすべて第12次調査側で行った。

(重複関係〉認められない。

(規模)478× 505m (平面形)一部張り出しを有する方形 (床面積)21.46∬

(壁の高さ ,状態)24～ 35cmで、いずれも直立ぎみに立ち上がっている。

(堆積状況〉上位は十和田 aテ フラを含む黒色上、下位は黄褐色土粒を含む黒掲色土からなる自然堆

積層である。火山灰は中央部に極小ブロックとして点在していた。

(床面・建て替え〉Ⅲ層を床面とし、硬 く締まっている。全体的に平坦であるが、建て替え拡張され

た痕跡 (段差)を残している。その段差から判断して、拡張された方向は南側と西側、拡張前の規模

は一辺が3.5～ 3.7mほ どであったものと思われる。

製
咤
　
　
　
　
鎗
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2 竪穴住居
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D .L‐123700m

L=123700m
H      HI

立

と料騒議は !H乳 謹:沖
しまりなし

10YR2/1 黒色 シル ト 底面に

褐色土 をブロック状に

含む

Pit7

L‐ 123700m
」     JI

サ

l 10YR2/3 黒褐色シル ト

褐色の地山崩落土

Ⅳ 検出された遺構と遺物

L=123700m
N      N'

司 ・

1 10YR3/2  黒褐色 シル ト

粘性強い

2 10YR3/2  黒褐色 シル ト

褐色土を50/O

含む

L‐ 123700m
L      し'

F]しを4413
1 10YR2/1 黒色シル ト

黄褐色土粒を

まばらに含む

2 10YR3/3 暗掲色ンル ト

掲色土小プロック

含む

3 10YR4/4 褐色砂質シル ト

地山崩落ブロック

4 10YR3/1 黒褐色シル ト

黄褐色土粒を

まばらに含む

5 10YR2/1 黒色粘土質シル ト

ブロック状

第12図  RA031(2)

カマ ド (D‐ Dり

1  10YR3/2
2 10YR2/3
3 10YR2/2
4 10YR3/3
5 10YR4/4
6 10YR2/2
7 10YR2/2
8 10YR4/4
9  5YR5/8
10 5YR3/6
11 5YR3/4
12 10YR3/2

E .L‐123700m ・」三二

黒褐色シル ト

黒褐色シル ト

黒褐色シル ト

暗掲色シル ト

褐色シル ト

黒掲色ンル ト

掲色シル ト

褐色シル ト

明赤褐色シル ト

暗赤掲色シル ト

暗赤掲色シル ト

黒褐色砂質ンル ト

粘性弱い          ‐

粘性弱い

褐色土を1%含 む

被熱演あり。褐色土 を5%含む

掲色土粒 10%混入する。被熱痕あり

地山崩落上か

堅 くしまる燃焼部焼土

燃焼部焼上の中間部

褐色土をブロック状に5%含 む

炭化物粒・焼土糧 を含む

ｍ
ド

一

醐
Ｌ〓
‐
一

００ｍ
Ｐ
一

ａ
　
ｌ

贈
Ｌ〓
Ｆ
一

P t4

L=123700m
G       GI

1 10YR2/3 黒掲色ンル ト

粘性弱い

2 10YR4/4 掲色シル ト

黒掲色±50%
程度含む

L‐ 123700m
K       K「~・

    1 
・

~~~~

L‐ 123700m
M       Ml

1 5YR4/6  赤掲色ンル ト

焼失時の焼士

2 10YR2/3 黒帽色シル ト

しまりなし

1 10YR2/2 黒褐色 シル ト    1 10YR2/3  黒掲色シル ト
褐色土粒含む           しまりわずかにあり

2 10YR3/3 黒褐色砂質シル ト

黒褐色土粒含む

0     カマド(1:25)     lm

O     柱穴 (1:50)     2m

(カ マド〉東壁北東隅寄りに設置される。残存状況は良好である。

(本体部)本体の幅は約100cmである。袖部は両袖とも地山の削り出しによるが、左袖は残 りが悪い。

燃焼部焼土は53× 64cm、 厚さは最大でllcmである。焼け具合は極めて良好である。

(煙道・煙出し部)参Jり 貫き式の煙道で、堆積土はカマ ド側から吹き込まれた焼土粒を含む褐色上で

ある。煙道の底面は13度前後の角度で緩やかに下りながら煙出しに至り、奥壁からの長さは約120cm

である。煙道方位はN-100° 一E。 煙出し部には数個の礫が落ちこんでいるが、煙出し上部の施設に

伴うものであるかは判断できない。

(柱穴 。土坑〉柱穴状のピットは8個確認された。位置と深さからPit 4・ 6～ 8の 4個が主柱穴とな

る可能性がある。上坑はカマド右にPitと 、拡張部の南東隅にPit 2の 2基が確認された。いずれも貯

蔵用と考えられる。
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2 竪穴住居

出土遺物 (第 64・ 65図 、写真図版49・ 50)

(出土状況〉土器類は、堆積土やカマ ド内、貯蔵穴を主体として、土師器が1,293g、 須恵器が1,226g出

土している。この他には、鉄製品 (刀子)が 1点出上している。

(掲載遺物〉17点掲載した(53～ 69)。 53～ 57が土師器の杯である。53は 内面が黒色処理されるもので、

それ以外は非黒色処理である。58・ 60は 非ロクロ成形の甕で、58は 短い口縁部が直立気味に立ち上が

る。59'61は ロクロ成形の甕で、61の底部には回転糸切り痕を残す。62～ 66は 須恵器の郭、67・ 68

は同じく須恵器の壷である。67は住居南壁の床面から正立状態で出上したもので、焼成後にあけられ

た孔を1個、肩部に残す。色調は若千赤味を帯びている。頸部より上の破片は見つかっていない。69

は5分割になった状態で見つかった刀子で、最先端部のみを失っている。

時 期 出上した遺物から、平安時代 (9世紀後半～ 10世紀初)に属するものと思われる。

R A032竪穴住居

遺 構 (第 13図、写真図版 6)

(位置・検出状況)調査区南部の住居群で最 も西狽1の -3D20h付近に位置する。東北東約5mに はR

A031、 南東5.5mに はR A030がある。Ⅲ層上面で検出した。

(重複関係)認められない。

(規模)3.03× 3.27m 〈平面形〉不整方形 〈床面積〉7.16だ

〈壁の高さ・状態〉27～ 30cm程度で、いずれもタト傾しながら立ち上がる。

〈堆積状況)黒褐色上が主体となるが、黄褐色土粒などの混入の割合で上下 2層 に分層できた。それ

以前の堆積土は壁際にある黒色土である。

(床面〉Ⅲ層を床面とし、全体に平坦である。床面の硬さはさほどではない。

(カ マ ド)東壁北東隅寄りに設置される。全体に残りは良い。

(本体部)幅は最大で75cmと 小さめである。左袖は地山の削り出し、右の袖は黒色のシルト質土と礫

で構築されている。燃焼部焼土は28～ 33cmの範囲で形成され、厚さは最大で2cm、 焼け具合は良好で

ある。燃焼部の奥壁側には支脚の礫が一つ置かれている。

(煙道・煙出し部)参Jり 貫き式の煙道である。堆積土は焼土粒を含む黒褐色土からなる。底面は煙出

しに向かって15度前後の角度で緩やかに下る。奥壁からの長さは約110cmである。煙道方位はN-103°

一Eである。煙出し部には黒褐色土と暗褐色土が堆積し、壁はタト傾して立ち上がっている。底面は煙

道のそれよりも10cm前後深く掘り込まれている。

(柱穴・土坑〉いずれも確認されなかった。

出土遺物 (第65図、写真図版49)

(出土状況)堆積土から土師器78gと 鉄鐸 1点が出土したのみである。

(掲載遺物)2点掲載した (70。 71)。 70は赤焼きの杯の破片、71は鉄鐸と思われる筒形の鉄製品であ

る。筒の部分は全周せず、数ミリの隙間を有する。内部には振り子状の可動部があり、上端部分は鈎

状に丸みをもっていたものと思われる。錫杖状鉄製品井上分類 Ia類 (井上2002)に付属する鉄鐸か ?

時 期 出上した遺物から、平安時代 (9世紀後半～ 10世紀初)に属するものと思われる。
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V検 出された遺構と逮物

|。・ L■123700m

を締 鱗 沖

:轍 籍
身|ト

最子身菖:ゑここここ
む

麟鶏甥
線蹴箋赫は財

ム・L-123師

卑 `■
123800m

.望 壁_

鞠避
・
機饒獄

:樹醜轟宮とと
"ル
ト
端夢難絲魏弯
地山沸落

'ロ

ッケ

D'

ξ躍雲争鍬綾勢霊
性 ___室 型 郵 二 聖 二 ___甲 m

O   平・盤臓 (1:.50)   2m.

第13図  RA032

…23.―



2 竪穴住居

R A033竪穴住居

遺 構 (第 14図、写真図版 7)

(位置。検出状況〉遺跡範囲の東側の境界となる段丘縁に近い-4Dllj・ -4D12,付近に位置する。

Ⅲ層上面で黒褐色上のプランを確認した。この周辺は大きく削平を受けており、表土を除去しただけ

で数個体の遺物がむき出しとなってしまった。 (重複関係)認められない。

(規模)2.25× 2.35m (平面形〉不整方形 〈床面積〉4.23�

(壁の高さ・状態)3～ 10cmほ ど残存する。上述のとおり、遺構上部は削られている。

(堆積状況〉責褐色土粒を含む黒褐色土で、自然堆積と思われる。

(床面〉Ⅲ層を床面とする。細かな凹凸が見られるが全体的に平坦である。

(カ マド〉北西壁のわずか西寄りに設置される。袖部・燃焼部焼土、煙道・煙出し部が残る。

(本体部)左右の袖は暗褐色土や黒褐色土などのシルト質上を被覆して構築されている。燃焼部焼土

は25× 42cmの長方形に形成され、厚さは最大で4cmである。支脚等は見られない。

(煙道・煙出し部)▼ ずヽれも上部が削られているため、構造等は不明である。煙道の底面は14度前後

で緩やかに上り煙出し部に続く。このように煙道底面が立ち上がるものは他の住居には見られないの

で、煙道の構造は掘り込み式の可能性がある。壁からの長さは90cmで、方位はN-33° 一Wである。

(柱穴・土坑〉いずれも検出されなかった。

出土遺物 (第65～ 67図、写真図版49～ 51)

(出土状況〉図示した土師器の必 4個体、甕 4個体 (総重量7,170g)と 、堆積土から細片が数 g出土した。

ほぼ完形に近いこの上器群は、地表に近い部分が掘削により失われていた。

(掲載遺物)10点掲載した (72～ 81)。 72～ 75は 4枚が重なって出土した非ロクロ成形の郭で、いず

れも内外面が丁寧にヘラミガキ調整されている。底部は平底風の九底が多いか。72は 口縁部外面に横

ナデされた痕跡を残す。体部には明らかな段は認められない。73～ 75は 体部タト面に比較的明瞭な段

を有する。74の み底部までヘラミガキ調整が及んでいる。80は 片口である。形状的には口縁部と体

部の境は不明瞭であるが、器面調整の違いではきれいに分かれる。底部はヘラケズリ調整されてい

る。81は 無底式の甑と思われ、体部上半部に段をもつ。器面は内外面ともヘラミガキ調整されている。

76・ 77は 長胴奏、78'79はいわゆる球胴甕で、いずれの個体も口縁部は横ナデ、体部はヘラナデ調整

を主体とする。この2点 は、最大径自体とその高さが異なるため、見た目の趣は多少異なっている。

時 期 出土遺物から、奈良時代 (8世紀中頃～後半か)に属すると思われる。

R A034竪穴1主居

遺 構 (第 15図、写真図版 8)

(位置・検出状況)R A033同 様、東側の段丘縁に近い-4D8fグ リッド付近に位置する。Ⅲ層上面

で黒褐色上のプランを確認した。この周辺も削平が著しく、全体の残りは良くない。

(重複関係)認められない。

(規模)2.88× 3.03m (平面形)不整隅丸方形 〈床面積)773だ

(壁の高さ。状態)3～ 10cmほ どである。これも遺構上部はかなり削られている。

(堆積状況〉黄褐色土粒を含む黒褐色上で、自然堆積と思われる。北側のみ褐色上が黒掲色土より先

に堆積したようである。
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Ⅳ 検出された遺構と期
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2 竪穴住居

(床面〉Ⅲ層を床面とする。細かな凹凸が見られる。

(カ マド〉北壁のわずか北寄りに設置される。燃焼部焼土と支脚の可能性がある礫 1個のみ残存する。

(本体部)燃焼部焼土は27× 43cmほ どの不整円形に形成される。厚さは2cmで焼けは良くない。

(煙道・煙出し部)削平を受けており、煙出しの一部が残るだけである。その深さは25cmほ どである。

方位はN-85° 一Wである。

(柱穴・土坑〉カマ ド左脇に長楕円形プランのPit lが ある。大きさは65× 105cm、 深さは20cmほ どで、

堆積土に遺物を若干含んでいた。貯蔵に関するものかと思われる。

出土遺物 (第 67図、写真図版51)

〈出土状況〉床面およびPit lか ら非ロクロ成形の上師器が1,150g出上している。

(掲載遺物)2点掲載した (82・ 83)。 2点とも床面から出土した長胴甕で、いずれも最大径は口縁部

にあると思われる。83は若干下膨れのタイプである。器面調整は、内外面とも口縁部が横ナデ後に一

部ヘラミガキ、体部にも同様の調整が施されている。

時 期 出土遺物から、奈良時代 (8世紀中頃～後半か)に属するものと思われる。

(濱 田)

一
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堆積土 (A‐ Al・ B‐ Bり

1 10YR2/2 黒褐色シル ト
2 10YR4/4  掲色シル ト

C ,L‐ 124300m

しまりあり
粘性わずかにあり

カマ ド (C‐ Cり

1 10YR2/1  黒色シル ト
2 75YR3/3 贈褐色砂質シル ト
3 75YR4/4  掲色シ

'レ

ト
4 10YR2/1  黒色シル ト

炭化物 を全体に含みすすけた色調

橙色焼土粒 を含む

焼けの悪い燃焼部焼土

木根攪乱

CI

0     カマド (1:25)     lm

聖生・ L‐ 124200m
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

R A035竪穴住居

遺 構 (第 16・ 17図、写真図版 9)

(位置 。検出状況〉調査区東側住居群の西端、-3D21a～ 23cグ リッドに位置する。周囲はⅢ層下

部～Ⅳ層上面で、一部耕作痕等で黒上が点々と残る状態であった。検出されたプランは、上部が崩れ

ているせいか不整形であり、炭化物や焼土粒の出土はなく、煙出しの位置も不明瞭であった。

(精査状況〉明瞭な柱穴が床面に 1つ しか見つからなかったため、住居の周囲も綿密に捜したが、や

はり見つけることはできなかった。カマ ド東西断面 (Cラ イン)、 C側の煙出しの上場、おそらく測

り間違いのため、断面図と平面図合わない。上面に露出している東西両側の石も、おそらく高低差が

あって測りにくかったため合わない。焼土 (焚 き口)の位置も、平面図作成時には第11層上面を火床

面と考え、さらにそのC側が下に潜り込んでいたため合わない。カマ ド南北断面 (Dラ イン)、 おそ

らく断面図作成時にセクション・ポイントを垂直ではなくずれて斜めに地面に落としたため、D′ の

位置合わない。焼土 (焚 き口)の位置も、理由ははっきりしないが、合わない。

(規模〉約3.4× 32m (平面形〉隅丸方形 (床面積〉10.70だ

〈壁の高さ。状態〉検出面から10cmく らい下までⅢ層、その下は砂質のⅣ層である。

(堆積状況〉 1層 と2～ 3層 と4層の、大きく三つに分けられ、上半は 1層、下半分の大部分は2～

3層が占め、4層の黒土はごく僅かで西側の壁際に認められた。 l層 は黒上で、下部に灰白色火山灰

がブロック状に広がる。下部は、黒土と褐色上の混合上で、 3層の方が褐色土の割合が多い。ただし

地点によってその割合は異なり、明瞭に2層 と分けられるのはカマド南側のベルト付近のみ。 3層は

カマ ドのある東壁方向から供給されたようである。住居内への堆積が自然か人為か見極めるのは容易

ではないが、 2～ 3層が掘削された上であることは間違いないであろう。

土層観察用ベルトを残しての掘削の際には、上、中、下層の3層に分けて遺物の取り上げを行って

いる。ベルトに沿ってトレンチを入れた結果、火山灰の上の黒土 (上層)、 火山灰を含む中層、その

下の黄褐色上を顕著に含む下層に分かれるように見えたためであるが、その後の観察から火山灰は

点々と存在してその周囲の上も上の層とは顕著な違いがなく、上層と下層は分けられないことが分

かった。したがって、上～中層が 1層、下層が2～ 4層 に相当する。

(床面〉砂質のⅣ層の掘り方の上に同じく砂質のⅣ層を貼っている。第16図 に示したように、カマド

側3/4の範囲は土間状に非常に硬 く締まるが、貼った土は変わらない。掘り方は、該期に一般的な凹

凸の著しい “うねうね掘り方"である (カ マ ド袖下にも認められた)。

〈カマ ド〉東壁の北寄りに設置される。

(本体部)焚 き口は、竪穴の掘り方の上面に砂質のⅣ層を貼 り、壁に掘られた煙道に向かって上がる

ように傾斜が付けられている。規模が約50× 30cm、 厚さ約10cmの焼上が形成されているが (南東側、

掘りすぎのため、規模不正確)、 形成面が砂のためか、硬く締まらない。上面に拳大より二周りほど

大きい礫が認められたが、火は受けていないようで、支脚ではなく、袖に含まれていた礫が転がった

ものと思われる。袖部は、原形をとどめず砂質のⅣ層の再堆積土と焼上の残骸、拳大より大きい礫 (2

点 ?)、 土器小片が認められるのみであつた。

(煙道・煙出し)煙道は、参より貫き式で砂質のⅣ層にトンネルを穿っていて、住居から離れるに従っ

て深くなり、熱を強く受けた場所は赤くなっている。煙出しは、堆積上に拳大～石皿程度の大きさの

礫が10点認められ (石皿大のもの 1点 を含めた5点に、砥石として使われたと推測される凹面が見ら

れる)、 拳大の礫 1点が赤みを帯びていたが、明瞭に火を受けたものはなかった。煙道の堆積土は、

比較的単純な構成で、人為による埋め戻しの可能性を推測させる。袖部の堆積土は、竪穴そのものと
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2 竪穴住居

同じだが3層が大部分を占める。

(柱穴。土抗〉住居内外含めて丹念に検出し、あやしいものも全て断ち割り、床面を掘り方まで全面

下げたが、柱大らしいものは申央から南西に寄つた1つ しか認められなかった。床からの深さは約

40cm、 底面は周囲が砂質であるのに対して径10cmほ どの範囲がテカテカ光ってグライ化している。

堆積土は、上部10cmほ どに椀状に10YR2/1黒土 (砂質シルト、Ⅳ層粒子含む)が堆積し、下位には

10Ⅵ望/4褐色地に霜降り状の10YR2/1黒～10YR4/1褐灰色土が混入する層である (シルト、粘性あり、

柱の掘り方埋め土 P)。          ´

この柱穴の南西側にも、柱穴状の凹みが認められたが、深さ10m程度の浅いもので、床面の四み程

度のものである。堆積土は10YR4/6褐色地に霜降り状に10YR4/1褐灰色上が入るもので (粘土質シル

ト、粘性あり)、 住居掘り方埋土状である。

この他、東墜首半分に小穴が3つ認めら|れた。北側の2つは、形も堆積土もほぼ同じで、堆積土は
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Ⅳ etHされた遺構と遺物
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10YR3/1黒掲色、1砂質シルトでややもろく、Ⅳ層砂粒子を多く含むものである。南allの とつは、形‐

路積上ともや
―
や異なり、隣の1つに向かって傾斜するような形で、10YR3/1黒褐色地に霜降り状に

10YR3/4褐色上、砂質ンルトで硬く締まる。

以上のように、本住居は、1柱―で上屋を支えるのは不苛能と思われる。前述の3つの小穴、後述の璧

に認められた.3つ の穴、さらに特徴―的に垂直に近く立ち上がる監や、床面の硬化範囲|が北東隅に片寄

ることからその外側に何かがあった可能1性があることなどから、壁立もしくはそれに近い施設で上屋

-29-



2 竪穴住居

を支えていたものと考えられる。周溝が認められず、また壁および壁際の床が特に硬化しているわけ

ではないので、単純に板材などで支えていたのではないようだが。

(そ の他の付属施設〉カマ ドの北側脇、竪穴北西隅に棚状施設がある。また、これと似ているが、壁

に洞窟状に掘り込まれた柱穴程度の大きさの穴が、東壁に2、 北壁に 1、 計 3つ認められた。何れも、

責褐色土中に黒土と、明瞭に検出され、底が直線的に明確に存在することから、根穴等の疑似現象で

はないと思われる。

棚状施設は、後者とは形も堆積土も異なり、こちらは断面形が椀に近い形で床面も若千掘り込んで

いる。ただし、特に硬く締まるということもない。堆積土は、基本的な特徴は後者と同じだが、顕著

に黒くⅣ層粒子を含む、10YR2/1黒～ 10YR3/1黒褐色土 (シルト、細かいⅣ層粒子多く含む)。

壁に洞窟状に掘り込まれた柱穴程度の大きさの穴は、断面形が、垂直に立ち上がる壁を垂直に掘り

込んで底を斜辺とする直角三角形状を呈し、床面まで掘り込まれてはいない。堆積土は、10YR2/1黒

～ 10YR3/1黒褐色土に霜降り状に10YR4/4褐色土 (シ ルト)。

出土遺物 (第 67・ 68図 、写真図版52)

(出 土状況)土師器は1,155g、 須恵器は194g出上した。上半層にはほとんど含まれておらず、さら

にカマ ドを中心にした竪穴東半分に著しく偏る。ベルト除去の際、 1～ 2層の出土はなく、2層 と思

われた遺物も出土状況から3層上面と考えた方が良さそうであったことから、上～中層 (堆積上の項

参照)と して取り上げられた遺物も僅かにあるが、実際には2層以下、特に3層およびそれ以下 (カ

マド崩落土など)か らほとんど出上していると考えて良いようである。

床面および床面直上 (8層)出土遺物については、原則として番号を付けて図面に記録して取り上

げた(No l～ 20、 以下No.○は取り上げ番号)。 No.21以下は、原則としてカマド崩落上下の遺物である。

No 19が鉄淳 (写真図版52-195)である以外は、何れも土器の小破片で、比較的大きなものは、No.1(郭

底部)、 No.11(甕 胴部)、 No.8(イ底部)程度である。カマド崩落土上およびその周囲のNo.6～ 15は、

基本的に竪穴東壁上から流れ込んだような状態で出土している。

(金子)

(掲載遺物〉15点掲載した (84～ 97・ 195)。 84～ 88は ロクロ成形の上師器外である。84は 内面に黒

色処理が施され、外面には読み取ることはできないが墨書の痕跡が認められる。85～ 88は 非黒色え

理然で、比較的直線的に立ち上がるタイプ (85'86)と 丸みをもって立ち上がるタイプ (87・ 88)が

ある。89～ 91は 非ロクロ成形の土師器甕である。外面にケズリ、内面にハケないしヘラナデ調整が

施されている。底部は91がケズリ調整、90は砂底である。92・ 931よ ロクロ成形の上師器甕である。い

ずれも体部上半～中央に最大径をもつタイプで、日縁部は「く」の字状に屈曲する単純口縁である。

94・ 95は ロクロ成形の須恵器杯で、内外面ともにロクロナデ調整が施される。96は 須恵器長頸瓶の口

縁部で、外面は横ナデ調整によつて段が形成される。97は凝灰岩製の砥石である。横断面形は三角形

で残存部分全面に擦痕が認められる。

時 期 出上した遺物から、平安時代 (9世紀後半代)と考えられる。 (村 田 )

R A036竪穴住居

遺 構 (第 18・ 19図、写真図版10)

(位置。検出状況〉調査区中央の住居群のうちの1棟で、-3C7oグ リッド付近に位置する。Ⅲ層上

面で検出した。 (重複関係〉認められない。

(規模〉南北2.6m× 東西2.5～ 2.6m (平面形)南壁より北壁が短い台形状 (床面積〉6,77∬
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Ⅳ 検出された遺構 と遺物

〈壁の高さ・状態〉42cm前後で、崩落のため上部はハの字状に外方に開く。

(堆積状況〉堆積土は11層 に細分した。黒褐色土を基調としているが、下位層ほど壁面崩落土の混入

が多いため色調が明るくなる。カマド付近の堆積土には燃焼時とは異なる段階で形成された焼土や炭

化物が多く混入している。明確に形状を把握できるものは無かったが、本住居は焼失あるいはカマ ド

周辺のみ火を受けている可能性がある。

(床面〉地山及び第12層 を床面とする。第12層 は分布範囲が狭いため貼床とはいい難いが、性質から

床面を水平に整えるために人為的に埋めた土と考えられる。また、カマド周辺は被熱の影響で黒く変

色している。

(カ マド〉南壁南東隅に設置される。東側の袖が失われていたが、残存状況は良好である。

(本外部)袖 は礫を芯材とし、地山由来の粘質土などを利用して構築されており、被熱の影響で表面

はもろく崩れやすい。東袖がないため推定になるが幅は50～ 60cmと 考えられる。燃焼部焼土の範囲

は50× 40cm、 被熟深度は20cm程度で非常によく焼けている。

(煙道・煙出し部)今より貫き式の煙道で、方位はN-165° 一Eである。堆積土は地山ブロックを含む黒

褐色土で構成される。燃焼部との境界でほぼ垂直に18cm程度立ち上がるが、そこから煙出しに向かっ

て約 3度の角度で緩やかに下っている。煙出しはほぼ垂直に立ち上がるが、中位でわずかにオーバー

ハングする。煙出し内は粒径の小さい地山ブロックを含む黒褐色土が堆積しており、土器片も若干混

入する。

G .L‐ 124600m  ・ユ

(    Pit5 (G―Gり

■   1 10YR2/2 黒褐色  しまりやや疎、粘性やや弱―
 1          黄褐色土小ブロック微量含む

2 10YR2/1  黒色   しまり疎、粘性弱
―           下位に10YR5/8黄 褐色土小ブロック

微量含 む

|イ  |  '佳 積土 (A‐ Al・ B‐ B')

i   l 10YR2/2  黒褐色

E1   2 10YR2/2  黒褐色
1層より粘性は強いが由来は同 じ

3 10YR2/1   黒色

| 1   4 10YR3/2  黒掲色
カマ ド付近に地山ブロック3%含 む

.   5 10YR2/2  黒褐色
6 10YR4/3に ぶい黄褐色 と10YR2/2黒掲色 地山

|   ブロック10°/。 含む
1     7 10YR4/4褐色と10YR7/8黄 橙色の混合土  壁面

崩落土
1  3 10YR2/1  黒色 粘性やや強 壁面付近に黄橙色―
     土ブロック (φ l～2mm)5%含 む

1 9瑠 ど蕃

/建

翼島勇占,鐵蟹浄亀蚕
色の混合

ぉ
粘性

1     黄橙色土はブロック状に混入する
1   10 10YR2/2 黒褐色 粘性やや強 地山ブロック

(φ 5～20mm)10%含 む

|●   11 10YR4/4掲 色と10YR2/2黒 掲色の混合土

| ―    南側 は焼±3%含む 壁面崩落土 と
| 1   流上の混合土

12 10YR7/8 橙色 粘性強 地山上 を主体 として

黒色土が混入する人為堆積土

掘 り方堆積土
PКl 10YR3/3 暗褐色  しまりやや疎

焼土・炭化物含む

.    0    平・断面 (1:50)    2m

第 18図  RA036 (1)
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2 竪穴住居

ぐ任穴・土坑)5個確認されたっこのうちPit.1・ 2は柱穴、nt 3,4は貯蔵に関わる土坑の役割を

していたものと考えられる。また、1敵 5は袋状に膨らむ形状のものでPit 3‐ 4と 1同様の役割をもつ

.た施設とも考えられるが、カマドと対時する位置に設置されているため判然としない。

出土遺物 (第68～ 70図、写真図版52・ 53)

(出土状況〉カマド周辺の床面直上。堆積上下位―とP■ 3を中心に上師器が3,580g、 須恵器が166g出
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

土している。現位置を保つ状態で出上したものは少ないが、Q2・ Q3区出上の破片が接合するなど

遺構内全地点・層位にわたって接合できたため復元率は高い。

(掲載遺物)17点掲載した (98～ ■4)。 98～ 105は ロクロ成形の上師器杯である。98～ 100に は内面

に黒色処理が施されるが、101～ 105に は施されずロクロナデの痕跡のみ確認される。底部はいずれ

も回転糸切で、103と 105は 内面にススが付着している。106～ 111は 非ロクロ成形の土師器甕である。

口縁部は「く」の字状に短く立ち上がる単純口縁で、外面にはケズリ、内面にはヘラナデまたはハケ

調整が施される。112は ロクロ成形の上師器甕である。ロクロナデ調整が施されているが磨耗が著し

く不明瞭である。口縁部は単純口縁のようにみえるが、口縁端部に粘土を貼り付けている様子が断面

で観察できる。磨石 (114)イよ砂岩製で、4面に使用痕が認められる。

時 期 出土した遺物から、平安時代 (9世紀後半)と思われる。カマドの残存状況及び床面直上出

土遺物の分布状況から、人為的に取り壊しを行なった住居の可能性がある。

R A037竪穴住居

遺 構 (第20図、写真図版11)

(位置・検出状況)調査区中央の住居群のうちの 1棟で、-3C Siグ リッド付近に位置する。Ⅲ層上

面で検出した。 〈重複関係)認められない。

(規模〉南北2.8× 東西2.6～ 2.9m

(平面形)略方形であるが、東壁の立ち上がりが不明瞭で張り出し状になる。 (床面積)786だ

〈壁の高さ。状態)25～ 30cmで、崩落のため上部はハの字状に開く。また、東壁は立ち上がりが不明

瞭で、階段状になって上面へと至る。

〈堆積状況)堆積土は13層 に細分した。大部分が黒褐色を基調としており、中位までの層には十和田a

テフラが若干混入する。また、黒褐色土層の間に薄く層状に壁面崩落または地山流土と考えられる黄

褐色系の粘質上が堆積していた。ほとんどの層がレンズ状堆積ないし三角堆積をしていることから自

然堆積と考えられる。

(床面)第 14。 15層 を床面としている。第14・ 15層 は貼床と考えられる黒褐色土であるが、しまりは

弱く硬化範囲は認められなかった。ただし、カマド付近だけは締まりのある責褐色系の粘質土を使用

して周囲より固く締まるように構築されている。

(カ マド)東壁北東側に設置される。煙道の天丼部が削平されているものの残存状況は良好である。

(本体部)残存する袖部は地山削り出しにより造られているが、非常に規模が小さい。燃焼部は袖部

より20cm程 内側に認められる。燃焼部の焼成は良好で、焼土周辺には炭化物の散布と被熱による床面

の白色化現象が認められた。

(煙道・煙出し部)天丼部が削平されていたため構造は不明であるが、周囲に石材などの散布がない

ことから李Jり 貫き式と考えられる。煙道方位はN-95° 一Eである。堆積土は黒褐色土を主体とし、各

層に天丼または壁面の崩落土と考えられる地山ブロックが混入する。燃焼部付近から35cm程 の地点ま

で緩やかに立ち上がるが、そこから煙出しに向かって約15度の角度で傾斜するが、煙出しとの境界は

不明瞭である。煙出しはわずかに外方に開きながら立ち上がる。

(柱穴・土坑〉 3個確認された。このうちPit lは柱穴、Pit 2・ 3は貯蔵に関する施設と考えられる。

出土遺物 (第70図、写真図版53)

(出 土状況〉土器類は、カマド付近や煙道から出土しているが出土量は少ない。土師器は300g、 須恵

器は17g出上している。

-33-



2 竪穴住居
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Ⅳ 検出された遺構 と遺物

く掲載遺物〉6点を掲載した (115～ 120)。 ■5。 116は内面に黒色処理が施されるロクロ成形の上師

器杯である。116は外面に墨書が認められるが、小片のため詳細は不明である。117は高台然の底部破

片で、体部内面には1黒色処理が施される。113は ロークロ成形の土師器杯で、内外面ともにロクロナデ

調整が施される。内面非黒色処理の杯である。119はロクロ成形の奏で、日縁端部は外側に折り返さ

れている。120はロクロ成形の須恵器郭で、内外面ともロタロすデ調整―が施される。

時 期 出上した遺物と十和田aテ フラの堆積状況から、平安時代 (9世紀後半～ 10世紀初)と 考え

られる。

R A038竪穴住居

遺 構 (第21・ 22図、写真図版12)

(位置■検出状況〉調査区中央の住居群のうちの1棟で、工3C71グ リッド付近に位置する。Ⅲ層上

面で検出した。 (重複関係〉認められない。

(規模〉295× 245m (平面形)略方形 (床面積〉6184nf

〈壁の高さ・状態〉深さは54cm前後で、壁面は崩落のため上部がハの字状に開く。
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2 竪穴住居

〈堆積状況〉堆積土は10層 に細分した。上位は黒褐色土、下位は暗褐色―上を主体としており、下位1層
―

ほど粘性が強くなる。最上位には十和日aテ フラがブロック状に混入していたol堆積状況からは自然

堆積と判断できる。

(床1面)第■～ 14層を床面とする。いずれも褐色上を混和物とした貼床であるカミ Vヽずれも締まりは

弱く硬化範囲は認められない。

(カ マド〉北―東コーナー部に設置される。煙道直前に土坑を設ける.左右非対称の特殊な構造である。

(本体部)袖は右側のみ確認されている。地山削り出しで造られており、張.り 出しも微弱なものであ

る。左れの位置には土坑(P17)が設けられている。住居構築以前に存在した土坑の可能性もあるが、

上部に袖の痕跡は認められなかった。燃焼部範囲は20X15cmと 狭く、被熱深度も浅い。ただし、周囲

には炭化物が多量に分布していたことから、現地性焼上であると考えられる。

(煙道・煙出し部)llJり 貫き式の煙道である。堆積土は灰黄褐色上が主体であり、崩落上である地

山ブロックを多く含も、煙道はHt 7の東端から約10度の角度で煙出しに向かって傾斜しており、

ρ
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

煙出しとの境界は一段高くなっている。煙出しは底面からほぼ垂直に立ち上がる。

(柱穴・土坑〉 7個確認されている。非常に浅く、位置関係にも規則性が無いため柱穴となるかは検

討を要する。

出土遺物 (第70'71図、写真図版54)

(出 土状況)カ マ ド内とQ2区を中心に土師器950gと 須恵器1,067g、 堆積土中から土錘 l点が出上し

ている。

(掲 載遺物)10点 を掲載 した (121～ 130)。 121～ 124は 土師器杯である。いずれ もロクロ成形で、

121の み内面に黒色処理が施される。122は 口縁部のナデ調整が強 く、端部が短 く外折する。125～

127は 非ロクロ成形の上師器甕である。126は 台状の底部破片で、底部にはケズリ調整が施される。

127も 台状の底部破片であるが、底部調整は行なわれず木葉痕が明瞭に残る。128は ロクロ成形の須恵

器杯である。129は 須恵器大甕の体部破片である。内外面とも叩き 。当て具の痕跡が明瞭に残る。130

は土錘である。ほぼ完形で、色調はにぶい黄褐色である。

時 期 出上 した遺物 と十和田aテ フラの堆積状況から、平安時代 (9世紀後半～ 10世紀初)と 思わ

れる。

R A 039竪穴住居

遺 構 (第 23・ 24図 、写真図版13)

(位置・検出状況〉調査区中央の住居群のうちの 1棟で、-3C7iグ リッド付近に位置する。Ⅲ層上

面で検出した。 (重複関係〉認められない。

(規模)2.4× 2.35m (平 面形)略方形 〈床面積)5.58∬

(壁の高さ。状態)35～ 40cmで、壁面は垂直に立ち上がる。

(堆積状況〉堆積土は6層 に細分した。ほとんどの層がにぶい黄褐色上であり、混和物の割合によっ

て細分できるのみである。とくに第 2層以下は地山ブロックが大きく、残存状況が良好である割に十

和田aテ フラも確認されていない。自然堆積で埋没した遺構と比べて不自然な印象を受ける堆積状況

であることから、本住居については廃絶後に人為的に埋め戻しが行われた可能性がある。

(床面〉第7層 を床面とする。硬化範囲は認められないが、粘性の強い土を用いている。

(カ マド〉北壁北東隅付近に設置される。煙道は良好に残っているが、袖部は崩落している。

(本体部)袖 は礫を芯材としてやや粘性の強い上を用いて構築されているが、崩落が著しく残存状況

は良くない。焼土は袖より手前で2つ確認されているが、いずれも範囲は狭 く被熱深度も浅いことか

ら現地性焼土か否かは判断できない。

(煙道 。煙出し部)参Jり 貫き式の煙道で、方位はN-21° 一Eである。ある。堆積土は黒褐色土主体で

構成されており、しまりの弱い層と粘質上の層が交互に確認される。燃焼部との境界がわずかに立ち

上がり、そこから煙出しへ向けて約17度 の角度で傾斜する。煙出しは底面からほぼ垂直に立ち上がる。

〈柱穴・土坑)1基確認された。Pit lは大きさから貯蔵に関わる施設の可能性があるが、地積土中か

らはそれを示すものは出上していない。

出土遺物 (第 71・ 72図 、写真図版54・ 55)

(出土状況〉土器はカマ ド付近を中心に、土師器750gと 須恵器630gが出上した。カマ ドの設置され

るQ2区では床面直上から小破片の状態で出上しているが、接合率は高く出土重量に比して復元点数

は多い。また、隣接するR A038出上の破片と接合するものもあった。
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2 竪穴住居
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A.L‐ 1241700m
瓢     1

2m

第23図 RA039(1)

〈掲載遺物)10点を掲載した (131～ 140)。 131は 内面に黒色処理が施されるロクロ成形の上師器芥で

ある。外面には「M」 字状の墨書が書かれているが、読み方は不明である。133は土師器高台杯である。

高台はハの字状に外方に開く貼付高台である。134は非ロクロ成形の上師器小塞である。外面にケズリ、

内面にハケ調整が施され、口縁部と―底部付近は最1終調整に横ナデが施.さ ―れる。135～ 138は ロクロ成

形の須恵器郭で、内外面ともロクロナデ調整が施される。140は鶏璃製の石器剥片である。当初火打

石と考えていたが、使用痕が認められないため今回は剥片とした。

時 期 出土した遺物から、平安時代 (9世紀後半)と思われる。

R A040竪穴住居

遺 構 (第25図、写真図版14)

(位置・検出状況)調査区北側-5C24yグ リッド付近に位置する。Ⅲ層上1面で検出された。

(重複関係)R D 144と重複関係にあり、R D144の埋没後に本住居が構築されている。

(規模〉2.6X Z35m (平面形〉略方形 〈床面積〉6103だ

〈壁の高さ・状態〉崩落が著しいため壁面の立ち上がりはほとんどなく、床面からハの字状に広がる

ように立ち上がる。後述するように床面は平坦ではないため検出面からの深さは地点によつて異なつ

ているが、全体に浅く最も深―い中央部分でも20cm程度である。

(堆積状況〉黒褐色土が主体であり、5層に細分した。全体として締まりは弱く、災化物や焼上の粒

を多く含む。床面直上やカマド付近の堆積土中から炭化材や焼上の広がりが検出されていることか
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0     カマド (1:259      1m

カマド・煙造雄積土 (C・ c'・ D・ Dl・ E・EI・ F‐Fり

ち蚤蛹者壻を吾燎岳赤増壇7民推猛3鞍「岳建彗花紳 称1全奪掃群鴨 電器脱有
薫喬色中鋒占露露ブ請夕帝争社長高誌ま厩禁肝螺腱 り弱い

3 ЮYR2/2銃g沖縮び討歩ま慇評い        楷綱縣♀零鶏説ゴ弾撃輩
土
離阜解 尋議笙許れ含む抽繰土

:韓磁藤蒼箔与ど褪こ豪争韓掻そこと号壌鶏ゃ煙の影響などで黒くぞ1辞:専争謬輝鞠雷鉢ζ幅ζと
て
駆≧入させて縦を

変魯した層                                    高めている 掘り方堆韓上

る 18解電握 員福雹 せ聖〒尋単農3覧誼与ロックをわずかに合むたあやや黄色がかる.

亀48儒急ゑ豫 鎖 揺確ゃゃ強藍菌崩落土が変とし研
11 1.OY日 2/2 黒掲色 1全体として粒子はやや粗く″マド4Rlに は黄ert山 ブロック5%含む

第24回  RA039 (2)

ら、本住居は焼失家屋と考えられる。

(床面〉地山であるⅢ層と第 6・ 7層 を床面としているが、焼失時の影響か全体的に黒みがかっており、

締まりも弱い。貼床である第 6・ 7層は、床面西側半分弱にのみ敷設されており、これ―らの層を除去

するとR D 144の検出面となることから、住居構築以前に窪んでいた範囲を埋めるためのものと考え

られる。ただし、貼床敷設後も地山削り出しの床面よりは若干低く、そのため貼床範囲のみ窪地状に

なっている。

(カ マド〉北壁やや西寄りに設置されている。煙道の天丼部は削
―
平されていたが、全体として残存状

況は良好である。

(本体部)地山上を利用した袖をもち、両袖間の距離は約40cmで ある。焼失時
|の

被熱のためか全体に

い

。
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

もろく崩れやす くなってお り、部分的に赤色化 している。燃焼部焼土は両袖のほぼ中央に位置 してお

り、範囲は40× 30cmの 円形である。燃焼部焼土はよく焼け締まってお り、戊化物を含み暗赤褐色の焼

失焼土とは明確に判別できる。また、焼土の直上では礫 (142)が 出上 しているが、掘 り込みの痕跡

などが確認できないため支脚であったか否かは不明である。

(煙道・煙出し部)李Jり 貫き式の煙道と考えられ、方位はN-27° 一Eである。堆積土は黒褐色でやや

粘性の強い土が主外となってお り、壁面崩落上である責橙色土ブロックを含む。燃焼部と煙道との境

界は土手状に高 くなってお り、煙道はそこから約 9度で緩やかに傾斜 して煙出しへと至る。煙出しは

上面が若千崩落 しているが、底面からほぼ垂直に立ち上がる。

(柱穴・土坑〉東壁付近で土坑状のプランを2個確認している。位置関係から柱穴としたが、いずれ

も底面が不整形であり、根の侵食も著しいことから根撹乱の可能性もある。

出土遺物 (第 72図 、写真図版55)

(出土状況〉全体として乏しく、北西壁付近で土師器46gと 焼土直上で礫 l′点が出土したのみである。

(掲載遺物)土師器と敲磨器類をそれぞれ 1点ずつ掲載した (141・ 142)。 141は土師器杯で、内外面

ともミガキ調整の後に黒色処理が施される。外面下半にはさらにハケ調整の痕跡も認められる。142

は磨石で、 1面 にのみ使用痕が認められる。

時 期 出土遺物に乏しいため根拠として弱いが、両面黒色処理された杯が出上していることから平

安時代に属すると思われる。なお、本住居は焼失家屋であるが、先述したR A031に比べて炭化材の

残存状況は良くないため、構築材の樹種を特定することはできなかった。

R A 041竪穴住居

遺 構 (第 26・ 27図 、写真図版15)

(位置・検出状況)調査区北狽1-4D3bグ リッドに位置する。検出面はⅢ層上面で、黒褐色の方形

プランとして検出された。

(重複関係〉R Z029古墳と重複し、本遺構の煙道部が周溝の一部を破壊している。

(規模)3.2× 27m (平面形)隅丸方形 (床面積)8.37∬

(壁の高さ・状態)壁面は崩落のためハの字状に広がりながら立ち上がる。検出面からの深さは25cm

前後である。

(堆積状況〉堆積土は7層 に細分した。にぶい責褐色土と黒褐色上が主体であり、最上位層である第

1層 には十和田aテ フラがブロック状に混入する。壁面付近にはI層の流土と考えられる黒褐色上が

堆積していたため、堆積土と壁面との判別は比較的容易であった。

(床面〉第 8層 を床面としている。第 8層 は黒色上が混入する明責褐色の粘質上で、上面は硬化して

いないが貼床と考えられる。

〈カマ ド)西壁中央に設置される。煙道の天丼部が削平されているが、残存状況は良好である。

(本体部)床面よリー段高い台状の高まりとなっており、袖は右袖のみ残存する。床面及び袖は貼床

と同様の明黄褐色粘質土を用いているが、被熱のため表面はもろく崩れやすい。燃焼部焼土は煙道側

に広く、70× 40cmの長楕円形に広がっている。焼土内には礫が 2点見つかっているが、被熱痕跡があ

ることと設置状況から焼成前に設置された支脚と考えられる。支脚の手前側には土師器の長胴甕 2個

体が合わせ口のように横倒しの状態で出上している (143・ 144)。 土師器甕の外面にはススが付着し、

さらに143の 内面には喫水線が認められることから実際に煮炊きに使用されていたことは明らかであ

る。なお、土師器奏の設置部分は良く焼け締まっていることから、この部分が燃焼部の中心と考えら

-41-
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堆積土断面(A Al・ B‐Bり

1 10YR3/2 黒褐色    中央に十和田aテ フラ
10%合 む

2 10YR5/3 にぷい黄褐色 粘性やや強下位に

地u4ブ ロック(,lmm)
30/O含 む

3. 10YR5/3  にぷい黄褐色 粕性やや強

地山ブロック10%含む

2層より粘性弱い

4 10YR5/3  にぶい黄褐色 粕性やや強

下位に地山ブロック

(φ lmm)3%含 む

5 1 oYR2/2 黒褐色    地出ブロツク('1～2mml

61 10YR5/3に ぶぃ黄褐色と10YR6/6明 黄褐色の混合土

明黄褐色土は地山ブロック

■ 10YR2/2 黒掲色    S層 と由来は

8 10YR7/6 明黄褐色

同じと考えられるが
地山ブロツクを下位にしか

含まないため黒(みえる

しまり中 柏性やや強
黒負+20%混 入する格買土
上面は硬化していない

(固 められてはいない)が

贈床として利用されていた
と考えられる

A.L‐ 124400m

2m

第26図  RA041(1)

れる。

(煙道・煙出し部)煙道は燃焼部焼上の西端から約 7度の角度で緩やかに傾斜 しながら煙出しへ と至る。

堆積土は黒褐色土主体で、焼土と炭化物を少量含んでいる。煙出しは縦断面形が鋭角な逆三角形状で

あり、ハの字状に立ち上がって上面へと至る。

(柱穴・土坑〉カマ ドの両脇に2個確認しており、位置関係から両者とも柱穴と考えられる。ただし、

これらの対になる柱穴については床面を掘り方まで掘 り下げても検出することができなかつた。

出土遺物 (第72図、写真図版55)

(出土状況)カ マドの燃焼部直上から土師器養の破片力認,760g出上している。

(掲載遺物)燃焼部焼土直上の上師器奏 2点を掲載した (143・ 144)。 143は 口縁部に最大径をもつ長

胴奏である。底部脇が強く屈曲しながらハの字状に立ち上がり、体部上半は直立気味となる。頸部に

は段が形成され、そこから口縁部はハの字状に開きながら立ち上がる。日縁端部は強い横ナデ調整が

施されているため直立気味となる。体部は内外面ともヘラナデ調整が施され、さらに外面下半から底

部脇にかけてナデ調整が施される。底部はわずかに上げ底で、単位の細かいケズリ調整が施される。

144も 口縁部に最大径をもつ長胴奏である。底部脇から斜め上方に立ち上がり、体部上半は直立気味

となる。顕部には弱い段をもち、日縁部は直線的に外方へと開く。口縁部には横ナデ調整が施されて

おり、端部はわずかに外方につまみ出される。体部は内外面ともにハケ調整が施され、底部にはケズ

リ調整が施される。
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Ⅳ 検出された遺構と遺物
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2 竪穴住居 3 古

時 期 土師器甕のみの出上であるため年代的根拠 としては弱いが、両者とも奈良時代 (8世紀中頃

～後半か)に属するものと考えられ、使用痕の観察からこれらは実際に本住居跡で使用されていた可

能性が高いことから、本住居の構築年代 もこの頃と考えておきたい。

(村田)

古 墳 (RZ)

17基検出されている。中央に円形や方形の墳丘を築き、その周囲に溝 (周溝)を巡らすという形態

の遺構で、古代墓制の一形態である。ただし、今回検出したものは削平が著 しいため遺存状況は悪 く、

加えて出土遺物 も多 くないため性格や年代について不明な点が多い。一般的に本遺構には「古墳」。「円

形周溝」。「周溝状遺構」など様々な呼称が用いられる。平地の遺跡では周溝のみ検出される例が多い

ことから「円形周溝」と呼称されることが多いが、本報告では本来的には墳丘を有 しており、墓とし

ての機能を備えた遺構 ととらえ、「古墳」の名称を用いることにしたい。

R Z014古墳

遺 構 (第28図、写真図版16)

(位置 。検出状況〉-4C191～ -4C24oグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で「 C」 字状に巡る黒褐

色プランとして検出された。

(重複関係〉R G032、 R D l16と 重複関係にあり、R G032は本遺構の中央を横切るように掘削されて

いるが、一方で木遺構がR D l16の 一部を壊して掘削されている。

(墳丘〉平面形は円形で、現存規模は直径9.90mで ある。削平によりⅢ層が露出しており墳丘は残存

していない。そのため墳丘の高さ・構築方法などの情報を得ることはできなかった。

埋葬施設も墳丘とともに削平されたものと考えられ、その痕跡を確認することはできなかった。

(周滞)南東方向が開く「 C」 字状プランの周溝である。断面形は浅い皿形ないし逆台形で、墳丘側

壁面はほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの深さは一定ではなく、上面が東側に向かって傾斜するよ

うに削平されているためR Dl16と の重複部分 (断面Aラ イン)付近が深く、それ以外の部分は浅い。

ただし、実際にはAラ インとBラ インの底面標高はほぼ等しく、開口部付近と北側がやや高くなると

いう状況である。底面は、ほとんどの部分が地山削り出しによって水平に整えられている。上面幅は

0,78～ 2.00m、 検出面からの深さは断面Aラ イン付近で0.52m前後である。

(堆積状況〉黒褐色の粘質土と砂質上が主体であり、12層 に細分した。最も残 りの良い断面Aラ イン

の観察によると、墳丘側から流れ込んだと思われる層が多く、これらは墳丘盛土の崩落土 (第 3・ 5。

12層 )と 地山崩落土 (第 7・ 8層 )と 考えられる。墳丘は既に削平されているため推定ではあるが、

本古墳では墳丘の構築には黒褐色粘質土と地山土 (も しくは掘削土)が用いられていたようである。

なお、R D l16と の重複関係は先に述べているが、断面観察から本古墳はR D l16埋没 (埋め立てか)

後に構築されたものと考えられる。

出土遺物 第 7次調査区に位置する断面Bラ インの南側から土師器片が 1点 (6g)出上している。

非黒色処理郭の破片であるが、細片であり図示することができなかった。

時 期 重複関係からR G032よ り古く、R D l16よ り新しい遺構と判断できるが、出土遺物が乏しく

詳細は不明である。ただし、堆積土上位に十和田aテ フラを含む層が確認されていることから、10世

紀初頭には既に周溝は埋没していたものと考えられる。
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3古  墳

R Z017古墳

遺 構 (第 29図、写真図版17)

(位置 。検出状況〉-3C8t～ -3C12xグ リッドに位置する。検出面はⅢ層で、「 C」 字状に巡る

黒褐色プランとして検出された。 (重複関係〉認められない。

(墳丘・埋葬施設〉平面形は円形で、現存規模は7.40× 8.10mで ある。墳丘は既にⅢ層まで削平されて

おり、部分的に根撹乱による黒色上が分布するのみであった。そのため墳丘の高さ。構築方法などの

情報を得ることはできなかった。

埋葬施設も墳丘とともに削平されたものと考えられ、その痕跡を確認することはできなかった。

(周溝〉南東方向が開く「 C」 字状プランの周溝である。自然崩落や削平のため上面幅や深さは一定

ではなく、現存規模は幅0,70～ 2.05m、 深さ0.25～ 0.50mで ある。断面形は逆台形または箱形であるが、

墳丘側がほぼ垂直に立ち上がる部分が多く、底面は掘り方のまま凹凸が著しいため不整形な部分が多

い。深さも一定ではなく、北側 (断面B・ Dラ イン付近)は深く、南西側 (断面Aラ イン付近)と 開

田部付近は浅い。なお、当初は人為堆積土と思われる第11層がほぼ全域で確認されたため、底面を整

地している可能性が考えられた。しかし、第11層 は墳丘側が厚 く、外狽1が薄いという部分が多く上面

レベルが一定しないことから墳丘側から流れ込んだ盛土とみなし、整地行為は行われていないものと

判断した。

(堆積状況)地山ブロックを含む黒褐色土が主体であり、11層 に細分した。堆積状況をみると墳丘側

もしくは墳丘外から流れ込んだ状況を示していることから、ほとんどが自然堆積土と考えられる。墳

丘が残存していないため断定はできないが、流入方向から第 4・ 5・ 8'9'11層 は墳丘 (盛土)の

崩落土と考えられる。

(付属施設)周滞西側の底面やや墳丘寄りの位置で土坑を1基検出した。北西一南東方向に長軸をと

る長方形プランの上坑で、規模は上面1,08× 0.58m、 底面0,92× 0.43m、 深さ0,34mで ある。周溝内堆

積土掘削時に角礫を含む黒褐色の長方形プランとして検出したため、当初から古墳の従属埋葬施設で

ある可能性を考慮して上面プランの実測を行った後に掘り下げたところ、南東側底面で「C」 字状の

礫1点 と北西側底面で棒状礫 1点が設置されたような状況で検出された。副葬品や人骨などの出土が

皆無であるが、礫の設置状況や構築位置を考慮してR Z017に伴う従属埋葬施設と判断した。なお、

底面で検出されていることから周溝埋没前に構築されたことは確実であるが、出土遺物が無いため具

体的な構築年代については不明である。

出土遺物 (第73図、写真図版56)

(出土状況〉検出面から土師器24g、 断面Bラ イン東側の底面付近から刀子 1点が出上している。また、

付属土坑の底面からは枕状と棒状の礫が設置された状態で出上している。

(掲載遺物〉周溝内出上の土師器 1点 と刀子 1点、付属土坑出上の礫を2点掲載した (145～ 147、 写

真図版56-196)。 145は ロクロ成形の上師器杯である。外面には読み方は不明だが刻書が認められる。

146は刀子である。関部は斜関で、刃部側より柄部側が太い。

147は付属土坑出上の礫で、加工痕及び使用痕は確認できない。196は 「C」 字状に中央部が削られ

ている。ホルンフェルス製で、147と 正対する位置に設置されており、枕のようにも思われるが、用

途については不明である。なお、196は検出段階から風化が著しく実測不可能な状況であったことか

ら写真のみ掲載した。

時 期 出土遺物が乏しく、重複する遺構もないため構築年代は不明である。墳丘が削平された時期

についても定かではないが、検出面からロクロ成形の上師器杯が出土していることと十和田 aテテフ
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W 検出.さ れた遺構と遺物
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3 古

ラが上面に堆積 していることから平安時代には周溝は既に埋没 していたものと考えられる。また、付

属土坑については枕状の礫が設置されていることから本古墳の従属埋葬施設であると考えられるが、

被葬者の性格については不明である。

R Z018古墳

遺 構 (第 30図 、写真図版18)

(位置・検出状況〉-4C24q～ -3C5sグ リッドに位置し、周溝のみ検出されている。検出面は

Ⅲ層下部～Ⅳ層上面で、植物の痕跡か、所々黒上が残る。この黒土は地山が汚れたといった感じで良

く締まり、遺構の堆積土とは比較的明瞭に異なる。周溝が途切れる部分にも、比較的広い範囲にこの

上があり、その下に周溝の続きが出るかと一部下げてみたが、存在しなかった。

(精査状況・図〉重複の項に詳述したように、重複関係の把握に最後まで悩んだ。堆積土は一部地山

再堆積上でわかりにくい部分もあったが、全体的には判断に迷うものは少なく順調に進んだ。ただし、

深いためもあって掘削に作業員約 7名で約6日 、ベルト除去に2名で約 1日 費やしている。

(重複関係〉周溝の南西隅で、R G056と 重複している。新旧関係は検出面でははっきりせず、灰白色

火山灰を含む3層が両方の溝を横断するように広がっていたため、むしろR Z 018の 方が新しいとさ

え見えた。掘り下げ始めてしばらくも堆積土の様子から同様に見えた。掘り上がった後もR G056が、

R Z018と の重複部分だけ前後より深 く掘 り込んでいるため、他の地点と異なった特徴を示すこと、

堆積土が、灰白色火山灰が混じる以外は、基本的に黒～黒掲色土と黒褐色土に責褐色土が混じったも

のの2種類しかなくて区別がつきがたいこと、さらに、底面はR G056も 地山まで掘り込んでいるため、

間に分水嶺状の高まりがあるのだが、それを挟んで両遺構の上層が比較的似た特徴を示すため明瞭に

どちらの遺構に帰属するか分けがたいこと (両遺構とも原則として上半分は黒～黒掲色土、下半分は

黄褐色土混じりの上)か ら、新旧関係は明瞭とは言えなかった (特に断面Aラ インの部分で、3層が

本当に古墳の墳丘側いっぱいまで広がるかどうかは、間に根による撹乱があるため、断言はできない)。

結局、重複がなくて深い断面Cラ インを基準にして、同様の堆積が見られR G056と の重複関係が

比較的はっきりしている断面Dラ インから、R Z 018→ R G056と 判断した。第 3層 は、R Z018の最

上面にも存在するが、基本的には第 1～ 7層がR G056、 それ以下が R Z 0181こ 帰属すると考える。第

6・ 7層及び第11～ 16層 は、地山掘削土の再堆積であろう。

何故、R G056は R Z018と 重複している部分を他と比べて深く掘り、上部を古墳の墳丘側にかなり

幅広 く掘ったのか (特 に断面Aラ インの所 )、 不明だが、Aラ インの部分で 3層が墳丘側いっぱいま

で広がっているところは、周溝の上部に不連続な段が形成されており、異なる遺構が重複し、この部

分を覆う3層が主体的に存在するR G056の方が新しいことの傍証になると思われる。

また、上記のような重複関係であり、3層はR Z018の R G056と 重複しない最上部からも検出され

たことから、両者の時期差はそれほど大きくないと推測される。

(墳丘・埋葬施設)平面形は円形で、現存規模は830× 890mである①墳丘は既にⅢ層まで削平されて

おり、墳丘の高さ。構築方法などの情報を得ることはできなかった。

埋葬施設も墳丘とともに削平されたものと考えられ、その痕跡を確認することはできなかった。

(周溝〉南東方向が開く馬蹄形で、検出面での幅は175mで ある。検出面からの深さ。断面形は、地

点による違いが大きい。断面形は逆台形～かまぼこ形を基本とするが、断面Cラ イン付近は非常に

深いためV字形に近い。R G056と 重複する付近～断面Cラ イン付近までは0,70～ ■00mと 深いが、
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

周溝が途切れる部分では浅 く0.5m以 下で、次第に消えてい くといった状態に近い。壁面は、検出面

から下に10cmほ どがⅢ層で、その下が砂質のⅣ層となり、底は深い場所 (断面A→D→ Cラ イン付近

の大部分)ではV層 (粗砂 )、 それ以外の場所では砂質のⅣ層 となる。底面は、掘 り方そのままの様

相で凹凸が著しい。以上から、周溝には “形を整える"と いう意識があまり窺えず、古墳の墳丘の土

量確保という目的の “結果"に過ぎないのではないかと推測される。

―⊇―.L‐ 124500m
C .L=124500m CI

10YR2/1  黒色シル ト 粘性あり

10YR1 7/1 黒色 シル ト 粘性強 4,3層 と並んで最も黒い

10YR3/1  黒褐色 シル ト 粘性あり 下部にブロック状に灰白色火山灰含む 炭化物含む

10YR1 7/1 黒色  シル ト

10YR2/1  黒色 シル ト 粘性あり 硬 くしまる 根撹乱か Ⅳ層粒子含む

10YR3/1黒 掲色地に10YR5/6黄 褐色の大きなブロック シル ト 粘性強 V層崩落上の再堆積

10YR3/1黒 褐色地に霜降り状に10YR5/6黄 掲色のブロック シル ト 粘性強 V層粒子多 く V層 ブロック含む 11層 によく似る

10YR1 7/1 黒色 シル ト 性質は4層 に類似する 同一層か

10YR2/1  黒色 シル ト 粘性あり

10YR1 7/1 黒色 シル ト 粘性強い 2・ 4・ 8層に次いで黒い

10YR3/1黒 褐色地に籍降り状に10YR5/6黄 褐色のブロック シル ト 粘性強い V層粒子多 く含み V層 ブロック含む 7層 によく似る

10YR1 7/1 黒色の下部に10YR4/4褐 色のブロック シル ト 粘性あり 下部にV層粒子多 く含む

10YR5/6黄 褐色地に10YR3/1黒 褐色の斑 粘土質シル ト V層 再堆積上に黒掲色上混 じる

10YR3/1黒 掲色地に霜降り状に10YR5/6黄 掲色のブロック 粘土質シル ト V層 再堆積上 と黒褐色上の混土

10YR4/2灰 黄褐色地に10YR5/6黄 褐色のブロック ンル ト 掲色土にV層再堆積土混 じる

10YRS/6黄 褐色地に10YR3/1黒 褐色の斑 砂質シル ト Vtt V層 (砂層)再堆積土に黒褐色土混 じる
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3古  墳

(堆積状況〉周溝内堆積土は、上半部 (8～ 10層 )黒～黒褐色土、下半部 (11～ 16層 )は黒～黒褐

色上に黄褐色上が混じる層で地山掘削土の再堆積と思われる。堆積方向から考えると、ほとんどの層

は墳丘側から供給されたことが分かる。3層の下部にある火山灰はブロック状で層をなさない。 3層

は、R G056と の重複部分ではR G056の方に帰属し、重複しない部分でも、他層と異なって周溝の中

央付近に浅くレンズ状に堆積していないこと、さらに周溝の堆積土上面で3層は不連続に点在するこ

となどから考えると、本来的には3層は本遺構の堆積上ではない可能性もある。

出土遺物 (第 73図、写真図版56)

(出 土状況〉遺物の出土は非常に少ない。何れも土師器・須恵器の小破片で、本遺構に伴うものでは

ないと判断される。断面Aラ インの辺りから比較的多くの上器片が出土したが、本来はR G056の第

5層上面から出土したようである。断面Bラ インの北側の第10層、第11層上面からも、土器片の出土

を確認している。なお、遺物取り上げの区画として、断面図A～ Dのベルトを基準とし、Cと Dの間

をQlA、 Dと Aの間をQlB、 Cと Bの間をQ2、 Aよ り南をQ3、 Bよ り南をQ4と 呼称した (ベ

ル トは含まない)。 (金子)

(掲載遺物)須恵器大甕の体部破片 2点と疑灰岩製の磨石 1点を掲載した (148～ 150)。 大甕はいず

れも内外面にH「 きの痕跡が認められる。磨石は2面に使用痕が認められる。

時 期 重複関係からR G056よ り古い古墳と判断できるが、厳密に本遺構に伴う遺物がないため構

築時期については不明である。周溝の埋没時期についても不明な点が多いが、十和田aテ フラと第 3

層の堆積状況から平安時代にはほぼ埋没 していたものと考えられる。 徘寸田)

R Z019古墳

遺 構 (第 31図、写真図版28'30)

(位置・検出状況〉-4C19k～ -4C221グ リッドに位置する。検出面はI層下位で、弧状の黒褐

色プランが向かい合うよう状況で確認された。周溝のみ残存しており、墳丘及び埋葬施設は削平のた

め消滅している。 (重複関係〉認められない。

(墳丘・埋葬施設〉平面形はやや不整な円形で、現存規模は直径約4,90mで ある。工層まで削平され

ていたため墳丘は既に消滅しており、高さや構築方法などの情報を得ることはできなかった。

また、埋葬施設も削平されたものと考えられ、その痕跡を確認することはできなかった。

(周溝〉2ヵ 所が途切れるタイプの周溝で、北東側と南西側に開田部をもつ。削平と撹乱の影響で幅

や深さが一定ではなく、西側周溝のほうが東側周溝よりも深い。断面形は逆台形を基調としており、

深さは5～ 35cmと 一定ではないが両側とも中央部が最も深くなる。底面の凹凸は少ないが、幅も高

さも一定ではなく、平坦に整えるという意識は高くなかったものと考えられる。

(堆積状況)上位には黒褐色上、下位には黄橙色上が堆積しており、5層 に細分した。レンズ状の堆

積状況をしていることから、ほとんどの層が周辺からの流土や墳丘盛上の崩落などによる自然堆積と

考えられる。

出上遺物 東側周溝から土師器片が1点 (3g)出土しているが、細片のため図示できなかった。

時 期 出土遺物が乏しく、重複する遺構もないため構築年代は不明である。
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R Z020古壌

遺 構 (第32図、写真図版19)

(位置・検出状況〉-4C15g～ -4C201グ リツドに位置する。

字状の黒褐色プランとして確認された。周溝のみ残存しており、

W 検出され|た遺構と遺物

2m

検出面はⅡ層下位～Ш層上面で、「C」

墳丘及び埋葬施設は削平のため消滅

-51-



3古  墳

している。

(重複関係)周溝南側でR G056、 東狽1で R D l14陥 し穴状遺構 と重複 し、 R D l14の 上面を本遺構が壊

している。 R G056と の新旧関係については、十和田aテ フラ混入層である第 1層が両遺構のほぼ中央

に堆積 していたため検出段階では不明であつたが、断面観察の結果、R G056堆積上が R Z020の周溝

内堆積土を切るように堆積している状況が確認されたことからR Z020の周溝埋没後→R G056掘削と

判断した。

(墳丘・埋葬施設〉平面形は円形である。北東側に二股に分かれた溝があり、どちらかが本古墳の周

溝と考えられる。ただし、重複部分と考えられた断面Bラ イン付近の堆積状況を観察しても堆積土が

全く同じで分層できなかったため、どちらが周溝となるのかは不明である。墳丘規模は内側の溝を周

溝と仮定すると直径約8.00m、 タト狽1の溝と仮定すると直径約850mと なる。

なお、Ⅲ層まで削平されていたため墳丘と埋葬施設は既に消滅しており、高さや構築方法などの情

報を得ることはできなかった。

(周溝)北西側が大きく開く形状の周溝である。西側と東側にも周溝が途切れる部分があるが、この

部分は元々浅かったために削平によって消滅したものであり、本来的には北西側を除いて周溝は全て

繋がっていたと考えられる。断面形は皿形の部分が多いが、削平の影響で浅くなっているため本来の

形状は不明である。底面・壁面とも掘り方のままの部分がほとんどであり、凹凸が著しい。

(堆積状況)重複するR G056堆積土とあわせて11層 に細分しており、そのうち第 6～ 10層が周溝内

堆積土である。上位には黒褐色上、底面付近には黒褐色土と責橙色土の混合土が堆積する。全体に浅

いため堆積要因については不明である。

出土遺物 (第73図、写真図版56)

(出土状況〉周溝内から土師器が328g出上している。R G056と の重複部分であるA・ Dラ イン付近

からの出上がほとんどで、このなかで第 9・ 10層 出上のものについてのみ本古墳に帰属するものとみ

なしている。

〈掲載遣物)土師器郭を1点掲載した (151)。 成形にロクロを用いない丸底の郭であるが、体部上半

を欠損しているため全形は不明である。外面には横位・斜位にヘラ削り調整、内面にはミガキ調整と

黒色処理が施される。

時 期 重複関係から平安時代に属するR G056よ り古く、かつ出上した土師器にロクロ成形のもの

が含まれないことから奈良時代までに構築された古墳と考えられる。墳丘の削平時期については不明

であるが、R G056が本古墳周溝の堆積土を切るように構築されていることから、平安時代前半には

周溝は埋没していたと考えられる。

R Z021古
'資遺 構 (第 33図 、写真図版28・ 30)

(位置 。検出状況〉-4C14k～ -4C16mグ リッドに位置する。検出面はI層最下位～Ⅲ層上面で、

「C」 字状の黒褐色プランとして検出された。周溝のみ残存しており、墳丘及び埋葬施設は削平のた

め消滅している。 (重複関係)認められない。

(墳丘・埋葬施設〉平面形は円形で、直径は約3.8mで ある。削平のため墳丘は既に消滅しており、樹

木根と考えられる黒色上が点々と分布しているのみであった。そのため、高さや構築方法などの情報

を得ることはできなかった。

また、埋葬施設も削平されたものと考えられ、その痕跡を確認することはできなかった。
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

丞

ユ
脊善妻琴孝

二

1 10YR2/2 黒掲色 十和田aテ フラブロック含む                    10 10YR3/2 黒褐色 粘性やや強 地山フロック30%含む

2 10YR2/2 黒褐色 粘性やや強                           11 10YR5/3  にぶい黄掲色 基本土層 Ⅱ・ Ⅲ層の漸移層

3 10YR4/3  にぶい黄褐色 地山ブロック (φ 3～ 10mm)200/O含み、色調が若干黄色がかる※1～ 5層 がRG056堆積上、6～ 10層 がRZ020堆積土

4 10YR3/2 黒掲色粘質土 粘性やや強 地山ブロック50/O含 む

5 10YR7/8黄橙色 と10YR3/2黒 褐色の混合土 粘性やや強 黄橙色土は地山崩落ブロック

6 10YR2/2 黒褐色粘質土 粘性やや強 地山ブロック5%含む

7 10YR2/2黒掲色 と10YR4/3に ぶい黄褐色の混合土 地山ブロック20°/。 含 む 墳丘崩落土

8 10YR2/2黒掲色 と10YR7/8黄 橙色の混合土 粘性やや強 やや砂質 壁面崩落土

9 10YR3/2 黒褐色 粕性やや強 4層 に類似するが地山ブロックを150/e含む

第32図  RZ020

(周溝〉北西側が開く「C」 字状プランの周溝である。大幅に削平されているが、上面の幅は比較的

一定であり、現存規模は0.33～ 0.58mで ある。断面形は箱型を基調としており、深さは0,15m前後で

ある。底面は根撹乱以外の凹凸はほとんどなく、水平を意識して平坦に整えられている。ただし、北

側 (Aラ イン付近)は二段に掘り込まれているため断面形は蒲鉾形となり、深さも0.30m前後と若干

深くなる。

(堆積状況)3層 に細分できるが、非常に浅いため各層の由来や流入方向は判然としない。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物・重複関係ともにないため構築年代は不明である。今回検出されたなかでは最も小

B .L‐124500m
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3古  墳
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第33図  RZ021

規模な古墳であり、かつ唯一北西方向のみに開口部をもつものである。

R Z022せ「墳

遺 構 (第34図 |、 写真図版20)

〈位置。検1出状況)-4C12q～ -4C18sグ リツドに位置する。検出画は正層下位で、「C」 字状の

黒褐色プランとしてI検出された。

(重複関係〉R D131土坑、P94・ 05と重複関係にある。R D 131と の関係については、R D 131堆積土

には十和臨aテ フラは混入せず、さらにR D 131堆積上を切るように本古墳の第1層が堆積している

こ―とからRD‐ 131連没後→R ZO盟周溝掘削と判1断 した。P04,05に ついては周溝1内1堆積土と性質力゙ほ

とんど変わらない.ため新旧関係を把握することはできなかった。

(墳1丘・埋葬1施設〉平面形は円形で、現存規模は直径約9。30mである。■層下位まで削平されていた

ため墳丘は既に消滅して|お り、高さや構築方法などの情報を得ることはできなかつ|た .。

また、埋葬施設も削平されたものと考えられ、その痕跡を確認することはできなかつた。

］勒一嘘

-54-



巧

RD131

蔦

藻

浄

Ⅳ 検出された遺構と遺物

19 10YR2/2 黒褐色 十和田aテフラを含まな―い            0 19YR4/2 灰黄褐色

よ1辞母鳥管顧骨とす鍬岳協轟邑軍S堵暮憲周辺からの流土  ※十和勝力は頗Cラインより百側にの輯入する

:1離鑢雹II驚須華鎮拶捕撓轄鏡鍮
第34図  RZ022

(周溝〉南東側が開く「 C」 字状プランの周溝である。規模は開口部付近とその反対側が上面幅1,00

～ 1.60m、 深さα20m、 その両脇にあたるA・ Bラ イン付近が上面幅2.Oml前後、深さ0却 ～050mで

ある。壁面は墳丘側が垂直ないし鋭角に立ち上がり、外側がハの字状に開く形状である。底面は掘り

方の四凸と根撹乱が著しく、底面のレベルは一定ではない。なお、後述するように本古墳には貼床状

の堆積土は認められず、底面は墳丘盛土確保のための掘り方そのままである。

(堆積状況)黒褐色上と黄褐色系の砂質土が主体であり、5層に細分した。このうち最上位層である

第1層は周溝内堆積上の大半を占めており、ブロツク1状に十和田aテ フラが混入する。ただし、堆積

状況は一様ではなく、十和田aテ フラはCラ インから商側でのみ確認されており、それより北側は混

和1物のほとんどない黒褐色上である。雄積状況から第1・ 2・ 4・ 5層は自然淮積層と考えられるが、

o    平・断面 (1:1001     .4m
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3古  墳

第 3層のみ人為堆積 とも判断できる水平堆積が確認されている。第 3層 については周溝底面を平坦に

整えるための貼床状堆積土とも考えたが、上面レベルが一定でないことと掘 り方の凹凸が著 しいAラ

イン付近でほとんど確認されていないことから墳丘盛土の崩落土と判断した。

出土遺物 (第 73図 、写真図版56)

(出土状況〉周溝内から土師器が500g出土している。出土地点は周溝南側 (Q4=Aラ インより東側)

と北側 (Ql=B― Cラ イン間)に限られており、それぞれ郭 1個体分の破片が出土している。

(掲載遺物)土師器郭 2点 を掲載した (152・ 153)。 いずれも成形にロクロを用いない九底の郭で、内

面にはミガキ調整と黒色処理が施される。152は九みをもって立ち上がり、中位に段を形成して口縁

部は直線的に外方に開く。153も 類似した形態であるが、152よ りも段の位置が低く、屈曲も明瞭では

ない。

時 期 出土した土師器郭が8世紀代に位置づけられることから奈良時代には構築されていたと考え

られる。墳丘の削平時期及び周溝の埋没時期については、最上位に十和田aテ フラが混入することか

ら平安時代と考えられる。なお、今回調査した古墳のなかでは墳丘規模・周溝幅とも最大である。

R Z023古1資

遺 構 (第 35。 36図、写真図版21)

(位置・検出状況〉-4C21y～ -3D lcグリッドに位置する。検出面はⅡ層最下位～Ⅲ層上位で、「C」

字状の黒褐色プランとして検出された。周溝のみ残存しており、墳丘及び埋葬施設は削平のため消滅

している。

(重複関係〉認められない。

(墳丘)平面形は隅九方形に近く、推定規模は8.50× 7.20mで ある。北側に幅1.80m程の張り出し部を

もっているため、この部分のみ周溝幅が非常に狭くなる。樹木根は多々見られるが、削平によって墳

丘は既に消減しており、高さや構築方法などの情報を得ることはできなかった。

また、埋葬施設も削平されたものと考えられ、その痕跡を確認することはできなかった。

(周溝)墳丘張り出し部や崩落の影響によって上面幅は080～ 1.50mと 一様ではない。底面は掘り方

のままの部分が多く、加えて崩落や根撹乱の影響で壁面と底面には凹凸が著しく、断面形も不整形な

部分がほとんどである。

(堆積状況〉黒掲色土主体で6層 に細分した。南東側開口部付近を除く全域で最上位に十和田aテ フラ

を多く含む黒褐色土 (第 1層)が薄く堆積し、その下位に地山ブロックを含む黒褐色土 (第 2層)が

厚く堆積する。第 2層の直下には黒掲色土と黄橙色上の混合土である第 5層がほぼ全域で堆積してい

る。地山ブロックを多く含むことと本層の上面及び直上の層で遺物の出土がみられることから底面を

平坦にするために人為的に埋めた土とも考えられるが、上面の高さが一定でないことや人為堆積土と

しては締まりや粘性が弱いことなどから墳丘盛土の崩落上の可能性もある。

出土遺物 (第74図、写真図版56・ 57)

(出 土状況)第 2層下位と第 5層直上で土器片が出土している。断面Bラ イン北西側で須恵器大甕長

頸瓶の破片が4,017g出 上している。大甕は、底部の残存状況から第 4層 中に立て置かれていたもの

と考えられる (第36図 )。 上部は破片状態であり、長頸瓶の破片も混在 していたが、接合の結果ほ

ぼ欠損無く復元することができた。なお、大甕内部及び周辺の上壌をサンプリングして室内整理の

段階で洗浄を行ったが、須恵器の微細破片以外には何も出上しなかった。また、断面Cラ イン南西

側では土師器必 1個体分 (100g)の破片が出土している。
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

漁

1 10YR2/2  黒褐色 十和田aテフラ30%含む

2 10YR2/2  黒褐色 地山ブロック(φ l～ 3mm)5%含む

3 10YR2/2  黒褐色土 地山ブロック200/e含 む 境丘崩落土か

4 10YR2/2  黒褐色 しまりやや疎 地山砂質±25%含 み、2層より色調明るい

5 10YR2/2黒 掲色と10YR7/8黄 橙色砂質土の混合土 しまりやや疎、格性やや弱 全体的にはにぶい黄橙色
6 10YR7/8 黄橙色砂質土 地山崩落土
※地山は北lRl(断面B―C間 )が黄橙色砂質上、南倒 (断面A―D間 )が黄橙色粘質土 いずれも基本土層V層相当

第35図  RZ023(1)

(掲載遺物)土師器 1点、須恵器 3点を掲載 した (154～ 157)。 1541ま 内黒土師器の九底杯である。体

部は開き気味に立ち上が り、口縁部はナデ調整によって外反する。外面中央には段が形成されるが、

内面にはそれに対応するものは認められない。155は須恵器長顎瓶の口縁部、156は体部の破片であり、

外面の色調や胎上の特徴から接合はしないが同一個体と考えられる。157は須恵器大甕である。底部

は尖底気味の九底で、体部中央やや上に最大径をもつ。口縁部はハの字状に立ち上が り、端部はナデ

調整によって外方に引き出されたように見える。

時 期 堆積土中位から出土した土師器杯が奈良時代、最上位に十和田aテ フラが混入することから

平安時代には既に埋没していたものと考えられる。
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3古  墳

No156 157出 土状況

No 157底部付近出土状況

0    平・ 断面 (1:25)     lm

第36図  RZ023(2)

R Z024・ 025古墳

遺 構 (第37図、写真図版22)

(位置・検出状況〉-4C7o～ -4 Cll rグ リッドに位置する。検出面はⅢ層上面で、弧状の溝が途

切れながら複数検出された。これらの溝は二重円を描くように分布しており、今回は内側のプランを

R Z 024、 外側のプランをR Z025と して調査を行っている。

(重複関係〉両者は東側周溝で重複関係にあるが、 両者とも遺存状況が良くないため断面観察でも新

旧関係を判断することはできなかった。なお、R Z025は南側周溝でR D132土坑と重複関係にあるが、

こちらについても堆積上が酷似していたため新旧関係を判断することができなかった。

(墳丘・埋葬施設〉両者とも円形の墳丘であったと考えられるが、削平が著しいため全形は不明である。

残存する周溝聞から規模を推定するとR Z024が直径約6.5m、 R Z025が直径約7.5mと なる。開口部

についても不明な点が多いが、周溝の位置関係から南東側や西側に存在した可能性がある。

また、両者とも埋葬施設は削平されたものと考えられ、その痕跡を確認することはできなかった。

(周溝〉 R Z 024は 北西側と東側のみ残存する。両者とも比較的直線的な溝で、現存規模は北西側が上

面幅0.4m、 深さ0.25m、 東側が上面幅0.6～ 0.8m、 深さ0.15mで ある。断面形は逆台形で、北西側の

底面は平坦であるが、東側は掘り方のままで凹凸がある。

R Z 025は北側 。東側・南側が残存するが、削平と宅地造成時の撹乱によって非常に残 りが悪い。

断面形は逆台形で、深さは0.2～ 0.3mで ある。底面は全地点とも掘り方のままで凹凸が著しい。

(堆積状況〉黒褐色上が主体であり、性質も非常に似ていたため両古墳をあわせて 6層 に細分した。

削平の影響で遺存状況がよくないため各層の由来や堆積時期などは不明である。

出土遺物 (第 75図 、写真図版57)
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

L‐ 124500m
B      B'

C 。と‐124500m ・」2二

V

RZ024・ 026

1 10YR2/2  黒褐色 地山ブロック (φ Smm)3%含 む
2 10YR3/2 黒褐色 粘性やや強 地山ブロック60%含む
3 10YR2/2  黒掲色 地山ブロック (φ 3～5mm)200/6含 む 1層 より粒子組 くしまりも弱い
4 10YR3/2 黒褐色 粘性やや強 地山ブロック・ にぶい黄橙色土合わせて30%含 む
5 10YR2/2 黒褐色 混和物ほとんどなく1層 より粘性強い
6 10YR7/8黄橙色 と10YR2/2黒 褐色の混合土

平・断面 (1:100)

第37図  RZ024・ 025

(出土状況〉重複する東側周溝で土師器片45gと 陶磁器 1点、R Z025周溝内から土師器片22gが出土

している。東側周溝では検出面と第 1層で出土しており、出土地点からみるといずれもR Z 025に帰

属すると考えられるが、陶磁器も含まれているため周囲からの混入も考慮する必要がある。

(掲載遺物〉検出面出土の陶磁器 1点 を掲載した (158)。 瀬戸産の磁器端反碗で、外面に海浜風景文

が描かれ、全面に透明釉が施される。上師器についてはいずれも細片で接合しなかったため図示する

ことができなかった。

時 期 R Z025の 検出面～堆積土上位で近世陶磁器と土師器が出土している。しかし、後世に混入

したものである可能性が高く判断根拠とするには弱いため、具体的な構築・埋没時期については不明

である。また、両古墳及びR Z025と 重複関係にあるR D 132と も堆積上が酷似していることから新旧

関係も把握することができなかった。ただし、古墳が立体構造物であるという点を考慮すると、いず

れかの墳丘が削平、あるいは周溝埋没後にもう一方が構築されたと考えられる。規模の点からいえば、

先に小型のR Z 024が構築されており、それ力消J平・埋没した後に一回り大きなR Z 025が構築された

と考えるのが妥当であるが、先述したように周溝の重複部分が非常に少ないことからこれについても

判断できなかった。

００ｍ
げ
一弾一▼Ｖ

一
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3 古

R Z026古墳

遺 構 (第 38図、写真図版23)

(位置・検出状況〉-4C16w～ -4C18yグ リッドに位置する。検出面はⅡ層下位である。

(重複関係)北西側周溝とP03が重複関係にある。堆積土は類似しているが、検出状況からP03が新

しいと判断した。

(墳丘・埋葬施設〉長方形プランの埋葬施設とその周囲を巡る周溝からなる。ただし、Ⅱ層まで大幅

に削平されているため埋葬施設と北西側・南東側周溝しか残存しておらず、墳丘の高さや構築方法は

不明である。残存する周溝から推定すると、平面形は円形で、規模は直径約4.30mで ある。

埋葬施設は北西―南東方向に長軸をとる長方形プランの上坑として検出した。上面規模2.2× 0,94m、

底面規模195× 0.80m、 検出面からの深さ0.20mである。主軸方位はN-62° ―Wである。上面プラン

よリー回り小型に掘り込み、そのなかに締まりのある黄橙色土と黒褐色土の混合土を充填して床面を

構築している。床面は根撹乱の影響で凹凸もみられるが、基本的には平坦に整えられている。木構が

設置されていたと考えられるが、棺の痕跡を確認することはできなかった。また、副葬品や人骨など

も出上していないため、被葬者の性格についても不明である。

〈周溝〉埋葬施設の北西側と南東狽1に のみ残存する。両者とも弧状プランであり、上面幅は0,7m前

後である。深さは北西側が0.25m前後、商西側が0.40m前 後となり南西側のほうが深い。南西側は

砂質のⅣ層まで掘り込んでいるため比較的平坦であるが、北西側は根撹乱と掘 り方によって凹凸が

P03    ト
型生.L‐ 124300m  ・望生

B ,L‐124300m    .」 ≧と

C・ L=124300m

周溝 (A‐ A・ B‐ Bり

1 10YR2/2  黒掲色 地山ブロック(φ 2～5mm)3%含む
2 10YR2/1黒色と,OYR7/8黄 橙色の混合上 しまりやや疎 黄橙色土は地山砂質土

埋葬施設 (C‐ C',D‐ Dり

1 10YR2/2  黒褐色 下位に地山プロック(φ 2～5mm)10%含 む
2 10YR3/2   黒褐色
3 10YR2/2黒褐色と10YR7/8黄 橙色の混合土 黄橙色土は地山崩落土
4 10YR7/8責橙色と10YR2/2黒 褐色の混合土 しまりやや密 貼床か

第38図  RZ026
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

著しい。断面形は逆台形を基調としており、両壁とも立ち上がりの角度はほぼ同じである。

(堆積状況〉埋葬施設内には黒褐色土が主体となって堆積していた。堆積状況から第 2。 3層 は地山

崩落土や流土と考えられるが、第 1層は人為堆積の可能性がある。なお、底面は締まりのある責橙色

と黒褐色の混合土を貼床として用いているが、床面の硬化は認められなかった。

周溝内は上位に地山ブロックを微量含む黒褐色上、下位に黒色土と地山砂質土 (Ⅳ層)の混合上が

堆積していた。各層ともレンズ状堆積をしていることから自然堆積と考えられる。

出土遺物 なし。            ´

時 期 重複関係からP03よ り古いと判断できるが、両者とも出土遺物がないため年代は不明である。

今回検出した古墳のなかで唯一埋葬施設が検出されているが、副葬品などが全く出土していないため

被葬者の性格についての情報を得ることはできなかった。

R Z027古墳

遺 構 (第39図、写真図版29,30)

(位置・検出状況〉-4C2o～ -4C4qグ リッドに位置する。検出面はⅢ層で、半円形の弧状プ

ランとして検出された。

(重複関係〉他遺構との重複はないが、撹乱により墳丘部分・周溝ともに大きく壊されている。

(墳丘〉平面形は円形と考えられるが、北西側が大幅に削平されているため規模は不明である。Ⅲ層

まで削平が及んでいたため墳丘は既に消滅しており、高さや構築方法などの情報を得ることはできな

かった。

耕

1  10YR2/2
2  10YR3/2

色

色

褐

褐
黒

黒

A  L=124 500m A「

■IW

O    平・断面 (1:50)     2m

B  L‐
124 500mB,

一

粘性やや強 黄橙色 にぶい黄橙色±30%含む

明黄褐色±30%含む

第39図  RZ027
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3古  墳

埋葬施設についても墳丘とともに削平されていたため不明である。

(周溝〉北西側と南側、東側の周溝が残存している。最も残りの良い南側周溝をみると、上面幅は0.45

m前後である。深さは0.30m前後であるが、周溝の中央部 (断面Aラ イン付近)のみ島状に高くなっ

て深さ0.15m程 となる。断面形は蒲鉾形であるが、底面は後世の撹乱が著しいため凹凸が多い。なお、

東側で検出されたプランについては、南側周溝とは大きく離れているが墳丘推定部分の外縁に位置す

るため周溝の一部と判断した。現存規模は長さ1.20m、 幅0.50m、 深さ0.80cmで ある。

(堆積状況)若干色調は異なるものの、ほぼ全域で地山崩落土と考えられる責橙～黄褐色土を含む黒

褐色上が堆積していた。非常に浅いため堆積の由来や時期については不明である。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物・重複関係ともにないため詳細は不明である。

R Z028世「墳

遺 構 (第40図、写真図版24)

(位置・検出状況)-5C22r～ -4C2uグリッドに位置する。検出面はⅢ層で、「C」 字状の黒褐色

プランとして検出された。

(重複関係)周溝南側でP08～ 11と 重複する。柱穴はいずれも周溝掘り下げ中に南壁際で検出してい

るが、重複関係については不明である。墳丘部分より西側には明治～大正時代に建てられた農業試験

場の基礎が残っており、それによって周溝の一部が壊されている。

(墳丘〉平面形は円形で、現存規模は直径約9,20mで ある。Ⅲ層まで削平されていたため墳丘は既に

消滅しており、農業試験場の基礎跡が全域で確認されている。このような状況であつたため、墳丘の

高さや構築方法などの情報を得ることはできなかった。

埋葬施設も削平されたものと考えられ、その痕跡を確認することはできなかった。

(周溝〉南東側が開く「C」 字状プランの周溝である。上面幅は0.55～ ■75mで、北東側開口部付近

のみ幅が狭 くなる。削平によって上面が大幅に失われているため断面形は皿形で、深さは025m前後

である。ただし、周滞南側 (断面Aラ イン付近から東側)は底面をさらに二段に掘り込んでいるため、

断面形は逆台形となり深さも0.50m前後となる。底面は二段に掘りこんだ部分は比較的平坦に整えら

れているが、その他の部分は掘り方のままか撹乱による凹凸が著しい。

(堆積状況〉上位に黒掲色土、それ以下に黄褐色系の土と黒褐色上が互層となって堆積しており、8

層に細分した。各層とも地山崩落土あるいは周辺から流れ込んだ状況であることから自然堆積と考え

られる。なお、Aラ イン東側の第4層上面では焼上が検出されており、当初は周溝埋没途中に火を使つ

た何らかの行為が行われた痕跡と考えて検出状況の記録と周辺の精査を行った。しかし、周辺には関

連する痕跡が無く、堆積上の上壌洗浄を行っても炭化物などが検出されなかったことから周辺から流

れ込んだ焼土と判断した。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物が皆無であるため詳細は不明である。近代の農業試験場の基礎跡によって壊されて

おり、柱穴とも重複関係にあるが、年代のわかる遺構との重複関係がないため削平された時期につい

ても不明である。
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

ム
蛍

A.L‐1241500m .止

第40図 RZ028

R2029吉墳―

遺 構 (第41図、写真図029,30)

(位置・検出i状況)-4C2w～ -4C5烹グリッドに位置|す る。検出面は■層でヽ 「C」―宇状―の黒鴇

色プテンとして検出されたち

く重複関係〉RAo41と章複しており、RA04・1に 1北側周溝の東端が壊されている。

(墳丘〉平面形は1円形で、月溝の位置関係から推定される規模は直径約5.20mである。Ⅲ層まで謝芋

が及んでぃたため墳丘は班に消滅して―おり、育さや構築方法などの情報を得ることはできかかつたゎ

埋葬施1識についても墳丘とともに削平されていたため不明である。

市教委就編 トメンチ
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3古  墳

(周溝〉北側と南側に弧状プランの周溝が残存しており、南東側と北西側に開口部を有する。断面形

は逆台形を基調とするが、削平の影響で浅い皿形となる部分がある。底面と壁面は掘り方のままであ

り凹凸が著しく、そのため壁面の立ち上がりも一定ではない。

(堆積状況〉黒褐色土主体であり、4層 に細分した。堆積状況から第 1～ 3層 は周辺からの流土、第

4層 は締まりのある混合上であることから墳丘盛土の崩落上の可能性がある。なお、R A041と の重

複部分について断面観察を行ったところ、本古墳の第 4層 を切るようにR A041の 堆積土が確認され

た。このことから本古墳→R A041の順で構築されたものと判断した。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物は皆無であるが、奈良時代に属するR A041に切られていることから、奈良時代も

しくはそれ以前に構築されたと考えられる。また、R A041の煙道が本古墳の墳丘部分に及んでいる

ことと北側周溝の堆積上を切るようにR A041が掘削されていることから、R A041構築直前には墳丘

は消失しており、周溝も埋没していたと考えられる。ただし、墳丘消失の具体的な時期と要

A .L‐124500m

10YR3/2 黒掲色 地山ブロック2%含む

10YR6/4  にぶい黄橙色 地山ブロック(φ 2～5mm)10%黒 色±6%含む

10YR2/2 黒褐色 粘性やや強 地山ブロック3%含む

10YR2/2黒 褐色 と10YR7/6明 黄掲色の混合土  しまりやや密 粘性やや強 壁面崩落土か墳丘崩藩上

平・ 断面 (1:60)   2m

C ・L=124 500m         o皇

-64-

第41図  RZ029



Ⅳ 検出された遺構と遺物

囚 (人為か自然か)については不明である。

R Z030古 l貴

遺 構 (第 42・ 43図、写真図版25)

(位置・検出状況〉-4D3c～ -4D7fグ リッドに位置する。検出面はⅢ層上面で、R Z031と と

もに「C」 字状の黒褐色プランが 2個連結した状態で検出された。

(重複関係)R Z031、 R G057、 P14・ 17・ 31と 重複関係にある。R Z031の周溝内堆積土には本古墳

周溝の堆積土にほとんど含まれない十和田aテ フラが混入していたため、検出状態ではR Z031の ほう

が新しいものと考えられた。しかし、両古墳にまたがる形でベルトを設定して掘り下げたところ、R

Z031の周溝内堆積土を切るように本古墳の周溝が掘削されている状況が確認されたことからR Z031

→本古墳の順に構築されたものと判断した。なお、R G057、 P14。 17・ 31に ついてはいずれも検出

時から周溝を壊している状況が確認されたため本古墳より新しいと判断している。

(墳丘)平面形は隅丸方形に近い円形で、推定規模は7.50× 730mである。Ⅲ層まで削平が及んでいた

ため墳丘は既に消滅しており、高さや構築方法などの情報を得ることはできなかった。

また、埋葬施設についても墳丘とともに削平されていたため不明である。

(周溝〉南東側が開く「 C」 字状プランの周溝である。断面形は逆台形を基調とするが、上面幅や深

さが様々であるため地点によって形状が異なる。とくにR Z031と の重複部分 (断面Aラ イン付近)

は他の部分よりも幅広で深く掘削されているが、これは先述したR Z018と R G056の関係と同様、本

古墳構築時にはR Z031の周溝が完全に埋没せずに窪んでいたために周辺よりも深く掘削したものと

考えられる。一方で、周溝西側 (断面Cラ インからR G057と の重複部分の間)は もとより他の部分

より浅かったと考えられ、底面の掘り方の痕跡が残るのみで壁面の立ち上がりは確認できなかった。

底面は断面A・ B・ Dラ イン付近は比較的平坦に整えられているが、その他の部分は壁面を含めて掘

り方の痕跡が残っており凹凸が著しい。

(堆積状況)重複するR Z031と あわせて17層 に細分している。堆積状況から第 1～ 12層 までは本古

墳の周溝内堆積上であるが、このうち第 4・ 5層は断面Aラ イン付近で両古墳にまたがるように堆積

しているため本古墳に帰属するかは不明である。とくに第 5層 は十和田aテ フラの割合を抜きにする

とR Z031に堆積しているほうが厚いため、厳密にはR Z 031の 周溝内堆積土であり、断面Aラ インで

みられるものはR Z 031狽 1か ら流入した層と考えられる。周溝北側には粘性の強い暗掲色土や灰黄褐

色上がみられるが、基本的には黒褐色土主体であり、部分的に墳丘盛上の崩落土と考えられる黒褐色

土と黄橙色土の混合土が墳丘側から流れ込んでいる状況が確認できる。なお、後述するように断面D

ライン東側では第 7層下位～第10・ 11層上位で須恵器大甕が敷き詰められた状態で出上している。こ

れより下位の層は堆積状況をみるかぎり自然堆積と考えられるが、須恵器大甕の周辺のみ若干固く締

まっていることから、周溝埋没途中に大甕を使った祭祀などを行っていた可能性がある。ただし、付

近からは大甕の破片以外に出土遺物が無いため具体的な状況については不明である。

(付属施設〉土坑 1基がある。周溝北東隅で第 3層掘り下げ時に土器が混入する円形の黒褐色プラン

として検出された。平面形は円形で、規模は0.60× 0.55m、 深さ020mである。堆積土は3層 に細分でき、

いずれも周溝内堆積土と性質は類似している。

出土遺物 (第 75図 、写真図版57)

(出土状況〉周溝内全域で土器片が出上しているが、断面Dラ イン南側で須恵器大甕 1個体分 (5,360g)、
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D .L‐124500m

RZ030・ RZ031

1 10YR3/3 暗褐色 粘性やや強
2 10YR4/2 灰黄褐色粘質土 粘性やや強 黄橙色上を微量含む

3 10YR7/8黄糧色と,OYR6/4に ぶい黄橙色の混合土 粘性やや強 墳丘崩落土か

4 10YR2/2 黒褐色  しまりやや密
5 10YR2/2  黒褐色 地山ブロック(φ l～2mm)と 十和国aテ フラ 5°/Oずつ合む

5a 10YR3/2  黒褐色 しまりやや密 十和国aテ フラ5%含む

5b 10YR2/2  黒掲色 地山ブロック(φ l～2mm)含 む

6 10YR2/2  黒褐色 地山ブロック(φ 3～ 10mm)15%含 む
7 10YR3/2  黒掲色 粘性やや強 やや固 くしまる 中位から須恵器大嘉(161)出 土

8 10YR4/2灰黄褐色と10YR7/8黄 橙色の混合土 粘性やや強 墳丘崩落土

9 10YR5/3  にぶい黄褐色 地山ブロック(φ l～2mm)3%含む

10 10YR5/3に ぶい黄褐色 と10YR2/2黒 褐色の混合土 下位に地山ブロック含む

11 10YR2/2  黒褐色 粘性やや強 地山ブロック(φl～ 3mm)5%含む

12 10YR2/2黒 褐色 と10YR7/8黄 橙色の混合土 粘性やや強 墳丘崩落土
13 10YR2/2 黒褐色 IIA質上  しまりやや疎 祐性やや強 しまりは弱 くブロック状に崩れる

付属土抗 ?

大壺(161)出 土状況(S‐ 1/25)

Ⅳ 検出された遺構と遺物

14 10YR7/8  黄橙色  しまりやや密、粘性やや強 砂質の墳丘流土
15 10YR5/3  にバい黄褐色 地山ブロック(φ l～2mm)5%含 む
16 10YR5/3  にぶい黄褐色 15層 より地山ブロックが大きい
17 10YR7/8黄 橙色 と10YR6ノ4にぶい黄橙色の混合土 しまりやや疎

黄橙色土は地山ブロック(φ 5～ 20mm)黒色土微量含む

埋め戻 しの土か墳丘流土
17a10YR2/2黒褐色 と10YR7/6明 黄褐色の混合土

17層 と由来は同 じだが全体 として色が明るい
※1～ 3 6～ 12層 がRZ030堆 横上、13～ 17層 がRZ031堆 積上、

4・ 5層 は両古墳にまたがる

付属土坑 (3層 中で検出)

1 10YR2/2 黒褐色  しまりやや露 遺物包含
2 10YR4/2 灰黄褐色粘質土 精性やや強 黄橙色上を微量含む
3 10YR7/8黄橙色と10YR2/2黒 褐色の混合土ド・オ〔〕〕Ｗ日日　　川・

望笙 L‐124000m

第43図 RZ030遺物出土状況

周溝南東隅で土師器杯 1個体分 (172g)、 付属土坑検出面で須恵器小型壼 1個体分 (186g)と 地点

は偏る。なかでも第 7層下位～第10・ 11層上位で出上 した須恵器大甕 (161)イ よ、口縁部から底部ま

で破片が確認されたため当初は周溝内祭祀などに用いられたものが周溝埋没途中で潰れたものと考え

た。しかし、詳細に観察すると破片の重なり方や表裏が自然に割れた場合にはなりえない状態であっ

たことから、意図的に破片を敷き詰めるように設置したものと判断した。

(掲載遺物〉土師器 1点、須恵器 2点、鉄製品2点 を掲載した (159～ 163)。 1591ま 成形にロクロを用

いない内面黒色処理杯である。九底の底部から開きながら立ち上がり、口縁端部は横ナデ調整により

尖り気味となる。体部外面中位には沈線状の段が形成されるが、内面にはそれに対応する段は認めら

れない。160は 須恵器小型重である。焼成は良好で、口縁部から肩部にかけて淡緑色に発色した自然

釉が付着している。肩部が張る形状で、外面にはロクロナデ調整の後に中位～下位に回転ヘラケズリ

調整が施される。口縁部はわずかに直立して受口状となる。底部は切り離しの後に回転ヘラケズリ調

整が施され、さらに断面台形の高台が貼り付けられる。161は 須恵器大甕である。体部中央やや上位

に最大径をもち、体部は内外面に叩きによる工具痕が認められる。口縁部は頸部かからハの字状に開

く形状で、端部はわずかに外方に引き出される。なお、159～ 161は いずれも焼成後に底部穿孔が行

われている。162・ 163は鉄釘であるが、欠損しているため全形は不明である。

時 期 重複関係からR G057よ り古くR Z031よ り新しい古墳と判断できる。なお、出上した土師器

杯は8世紀代、付属土坑の上位から出土した須恵器小壼が 9世紀代に位置づけられることから9世紀

には周溝の埋没は進んでいたと考えられる。
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3 古

R Z031せr墳

遺 構 (第 42図、写真図版26)

(位置。検出状況〉-4D7a～ -4D12bグ リッドに位置する。検出面はⅢ層で、R Z 030と ともに「C」

字状の黒掲色プランが 2個連結した状態で検出された。

(重複関係〉R Z 030と 重複関係にある。R Z030の項で記したように、十和田aテ フラの混入状況から

検出時には本古墳のほうが新しいと考えられたが、周溝内堆積土の切 り合いから本古墳のほうが古い

と判断した。            ´

〈墳丘〉平面形は円形で、推定規模は直径約8.20mで ある。Ⅲ層まで削平が及んでいたため墳丘は既

に消滅しており、高さや構築方法などの情報を得ることはできなかった。

埋葬施設についても墳丘とともに削平されていたため不明である。

(周 溝〉南東側が開く「 C」 字状プランの周溝である。断面形は断面Fラ インより北東側は箱形で、

墳丘側の壁面がほぼ垂直に立ち上がる。断面Fラ インの2m南側から開口部までは二段に掘り込まれ

ているため北東側よりも幅広で深く掘削されている。なお、この付近も断面形は箱形を基調としてい

るが、壁面の上部が崩落しているためハの字状に開いた形状となっている。なお、開口部付近で検出

された土坑状のプラン (断面Hラ イン付近)については堆積上が類似していたことから周溝の残存部

分としたが、周溝の円周上より若干墳丘側に位置することから本古墳の周溝ではない可能性もある。

(堆積状況)R Z 030と あわせて17層 に細分しているが、このうち本古墳の周溝のみに堆積するのは第

13～ 17層の5層である。R Z030と 同じく上位には黒褐色上である第 5層が厚く堆積しており、開口

部付近では十和田aテ フラのブロックが検出されている。第 5層 より下位は地山ブロックを含む黄褐

色土と黒褐色土が堆積している。堆積状況から第14・ 17層 は墳丘盛上の崩落上、第15層 は周辺からの

流入土と考えられる。

出土遺物 R Z030と の重複部分 (断面A― Gラ イン間)か ら土師器片が 1点 (4g)出土しているが、

細片のため図示できなかった。接合はしなかったが内黒の土師器片であることからR Z 0301こ 帰属す

るものの可能性が高い。

時 期 重複関係からR Z030よ り古い古墳であると判断できるが、出土遺物がほとんどないため具

体的な構築時期などは不明である。ただし、本古墳の周溝が完全に埋没する前にR Z030が構築され

ていることから両者の時期差はそれ程大きくないと考えられる。なお、墳丘の削平時期は不明である

が、堆積土上位に十和田aテ フラが若干混入することから平安時代前半には既に埋没が進行していた

ものと考えられる。

R Z032古墳

遺 構 (第44図、写真図版27)

(位置・検出状況)-4D13e～ -4D19hグ リッドに位置する。検出面はⅢ層上面で、「C」 字状の黒

褐色プランとして検出された。

(重複関係〉周溝の南側でR D 121土 坑と接しているが、接している部分が非常に少ないことと両者と

も上面を大幅に削平されていることから新旧関係を把握することはできなかった。

(墳丘〉平面形は円形で、推定規模は直径9.8mで ある。表土直下で既にⅢ層が露出するという状況で

あったため墳丘の高まりは全く残存しておらず、高さや構築方法などについては不明である。

埋葬施設についても墳丘とともに削平されたものと考えられ、痕跡は確認できなかった。
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

c L=124 400m c,

鬱

166～ 170)
刀子(171)

A 。と_124400m   ・止

1 10YR2/2 黒掲色 十和田aテ フラ10%含 む

2 10YR2/2 黒掲色 地山ブロック10%含 む

3 10YR4/3  にぶい黄掲色 地山ブロック10%含 む

4 10YR2/2  黒掲色

5 10YR4/2 灰黄褐色  しまりやや疎 地山ブロック20%含む 全体 としてしまり弱い 墳丘崩落土か

6 10YR3/2黒褐色 と10YR6/41こ ぶい贅権色の混合上 下位に地山ブロック含む

7 10YR7/8 黄橙色 黒褐色±20%含む 墳丘崩落土か

第44図  RZ032

(周溝〉南東方向が開く「 C」 字状プランの周溝である。上面幅は残りの良い断面Aラ イン付近で1.6m、

最も狭い断面Cラ イン付近で0.95mで ある。検出面からの深さは、A・ Bラ イン付近が0.5mと 最も深く、

開口部の反対側である断面 Cラ イン付近が0.2mと 最も浅い。断面形は逆台形で、墳丘側壁面は垂直

気味に立ち上がる。底面には若干掘り方の痕跡が残るものの、凹凸は少なく平坦に整えられている。

(堆積状況〉黒褐色土が主体であり、7層に細分した。最上位に十和田aテ フラブロツクを含む黒褐色

土 (第 1層 )が薄く堆積しているが、堆積土の大部分は地山ブロックを含む黒褐色土 (第 2層)である。

堆積状況から第 4・ 5'7層は墳丘 (盛土)の崩落土、第 6層は周辺からの流土と考えられる。なお、

第 1層は断面Cラ イン付近では確認されていないが、これは削平によって消失したため

Ｐ
（日
）

×
托
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3 古  墳・4 陥し穴状遺構

であり、本来は断面A・ Bラ イン付近と同様の堆積状況をしていたと考えられる。

出土遺物 (第76図、写真図版58)

(出土状況)土器類は北東側開口部付近で出上 した土師器小甕をはじめ、断面 B― Cラ イン間の堆積

土上～中位を中心に約450g出 上 している。その他には断面Aラ インの西側、底面より5 cmほ どの位

置で鉄鐸・刀子・砥石がまとまって出上している。鉄鐸と刀子は一塊の鉄淳のような状態で出土した

が、取り上げ後に錆落しを行ったところ6点の鉄製品が錆着したものであることがわかった。

(掲載遺物〉土師器 2′点、鉄製品6点、石製品 2′点を掲載した (164～ 173)。

土師器はいずれも非ロクロ成形の製品である。164は九底の杯で、内面にミガキ調整と黒色処理が

施される。165は小甕である。体部は内外面ともハケ調整が施され、さらに底部は焼成後に意図的な

穿孔が行われている。

鉄製品には鉄鐸と刀子がある。166～ 169は鉄鐸の本体で、長さ3.5～ 5。 lcm、 中央部の直径19～ 2.1

cmで、いずれも上端より下端が広がる円錐形をしている。鉄板の厚さは約 l mmで 、板の合わせ目は

166が左上、167・ 168が右上である。なお、全ての資料についてX線写真撮影を行ったが、上端部に

穿孔が施されているものは皆無であった。1701よ 舌と考えられる棒状の鉄製品で、168の 内部に錆着し

た状態で出上しているが、168よ りも長いため全体の半分弱が外にはみ出していた。また、167はタト面

に刀子と考えられる鉄製品が錆着していた。171は 刀子である。先端部と柄部を欠損しているため全

形は不明であるが、関部の造作は刃部・棟側ともに斜関である。

石製品には砥石と磨石がある。172は凝灰岩製の砥石で、全面に使用痕が認められる。173は砂岩製

の磨石で、使用痕は非常に微弱である。

時 期 R D 121と 接 しているが、接点が少ないため新旧関係は不明である。出土した土器類は奈良

時代に属するものであるが、堆積土上～中位からの出土であり本古墳に伴うものかは検討を要する。

なお、周溝底面直上から出土した鉄鐸は型式的には8世紀後半代に属するものであり、それを考慮す

ると周溝の埋没は8世紀後半以降と考えられる。

4 陥 し貞 状 遺 構 (RD)

今回検出した土坑のうち、平面形が溝状のもの11基 を陥し穴状遺構とした。遺物の出上が皆無であ

るため詳糸田な年代は不明であるが、いずれも縄文時代に属するものと考えられる。

R D104陥 し穴状遺構

遺 構 (第45図、写真図版31)

(位置)-3D8bグ リッドに位置する。 (重複関係〉認められない。

(規模〉上端1.20× 3.05m、 下端0.13× 2.65m (深 さ)1.13m

(長軸方位〉N-65° 一W
(平面形・横断面形〉溝形で直線的な形状である。横断面形はV字形である。

(壁・底面〉長軸方向の壁はオーバーハングして立ち上がる。底面は平坦である。

(堆積状況)上位は黒色土と黒褐色上のⅡ層起源の地山崩落土、中～下位は黄褐色の砂質上を主体と

する。最下部には黒褐色土が認められる。自然堆積である。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物がなく詳細な時期は不明だが、縄文時代に属する遺構と思われる。
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

R D105陥 し穴状遺構

遺 構 (第 45図、写真図版31)

(位置〉-3D8f。 -3D8gグ リッドに位置する。 (重複関係〉認められない。

〈規模)上端1.08× 3,77m、 下端0,05～ 042× 3.46m (深 さ〉1.24m

(長軸方位〉N-50° 一W
(平面形・横断面形〉溝形で長軸側の両端部が広がる。横断面形はY字形である。

(壁・底面〉長軸方向の壁はオーバーハングして立ち上がる。底面はほぼ平坦である。

(堆積状況)上位は黒掲色土と暗褐色土、中～下位は粘性の強いにぶい黄褐色土と褐色土からなる自

然堆積である。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物がなく詳細な時期は不明だが、縄文時代に属する遺構と思われる。

R D106陥 し穴状遺構

遺 構 (第45図、写真図版31)

(位置〉-3B12x。 -3B12yグリッド付近に位置する。 (重複関係〉認められない。

(規模〉上端0.34× 2.57m、 下端0.09× 2.62m(深 さ)0.56m

(長軸方位〉N-50° ―E

〈平面形・横断面形)溝形で直線的な形状である。横断面形はV字形である。

(壁 ・底面)いずれの壁も直立気味に立ち上がる。底面は礫層まで掘り込まれ、ほぼ平坦である。

(堆積状況〉遺構上部は深く削られているが、上～中位は黒褐色上、下位は黒色土と地山崩落土から

構成される。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物がなく詳細な時期は不明だが、縄文時代に属する遺構と思われる。

R D107陥 し穴状遺構

遺 構 (第45図、写真図版31)

(位置)-3C4a・ -3C4bグ リッド付近に位置する。 (重複関係)認められない。

(規模)上端0.60～ 0.76× 2,72m、 下端0.16～ 057× 244m (深 さ)■20m

(長軸方位〉N-54° 一W
(平面形・横断面形)溝形で長軸側の両端部が広がる。横断面形はY字形で、最下部で広がる

(壁・底面)長軸方向の壁は緩くタト傾して立ち上がる。底面にも緩い凹凸がある。

(堆積状況〉上位は黒褐色土と暗褐色土、中位は暗褐色上、下位は黒褐色土と褐色の地山崩落土から

なる。最下部には粗砂の堆積 (崩落 ?)が見られるが、底面との境は不明瞭であった。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物がなく詳細な時期は不明だが、縄文時代に属する遺構と思われる。

R D108陥 し穴状遺構

遺 構 (第46図、写真図版32)

(位置)-3C2a'-3C2bグ リッド付近に位置する。 (重複関係〉認められない。

(規模〉上端0.67× 2.75m、 下端008～ 0.22× 2,73m(深 さ)1.20m
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

(長軸方位〉N-11° 一E

〈平面形・横断面形〉溝形で長軸側の両端はわずかに広がる。横断面形はY字形で、最下部で広がる。

(壁・底面)長軸方向の壁は緩く外傾して立ち上がる。底面にも緩い凹凸がある。

(堆積状況〉上位は黒掲色土と暗褐色上、中位は黄褐色土粒を含む暗褐色土、下位は黒褐色土と褐色

の地山崩落土からなる。最下部には粗砂の堆積 (崩落 ?)が見られるが、壁・底面との境はいずれも

不明瞭であつた。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物がなく詳細な時期は不明だが、縄文時代に属する遺構 と思われる。

R D109陥 し穴状遺構

遺 構 (第46図、写真図版32)

(位置)-3B9s・ -3B9tグ リッド付近に位置する。

(重複関係〉R G056と 北側で重複する。本遺構の方が古い。

(規模)上端0.56× 393m、 下端0.09～ 067× 3.84m (深 さ)0.95m

(長軸方位)N-30° 一W
(平面形・横断面形〉溝形で長軸側の両端は大きく広がる。横断面形はV字形である。

(壁・底面〉長軸方向の壁はわずかにオーバーハングして立ち上がる。底面は中央部に段差を有する。

(堆積状況)上位は褐色土と黒褐色上、中位は暗褐色上、下位は黒褐色土と最下部に砂混じりの褐色

土が堆積している。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物がなく詳細な時期は不明だが、縄文時代に属する遺構と思われる。

R Dl10陥 し穴状遺構

遺 構 (第 46図、写真図版32)

(位置)-3 Bllm・ -3 Bllnグ リッドに跨る。 〈重複関係〉認められない。

(規模)上端0.34× 294m、 下端0.07～ 0.26× 2.74m(深 さ)052m

(長軸方位)N-41° ―W
(平面形・横断面形)溝形で長軸側の両端はわずかに広がる。横断面形はY字形である。

(壁・底面)長軸方向の壁は緩やかに外傾して立ち上がる。底面は大きく波打つ。

(堆積状況)上位は褐色土と暗褐色土、中位は褐色土、下位は褐色の地山崩落ブロックからなる自然

堆積層である。遺構の上部は削られている。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物がなく詳細な時期は不明だが、縄文時代に属する遺構と思われる。

(濱 田)

R Dlll陥 し穴状遺構

遺 構 (第46図、写真図版32)

(位置〉-3C2gグ リッドに位置する。検出面はR A037と 同じくШ層上面である。

(重複関係)認められない。

(規模〉上端0,70～ 1.06× 3.60m、 下端0.10～ 0.20× 3.30m (深 さ〉0.90m

(長軸方位)N-65° 一W
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

〈平面形・横断面形〉溝形で直線的な形状をしている。横断面形はV字形で、上部は崩落のためハの

字状に広がる。

(壁 ・底面〉長軸方向の壁は底面から垂直に立ち上がるが、上部は崩落のためハの字状に広がる。底

面はほぼ平坦である。

(堆積状況)上位は黒褐色上で周辺からの流土と壁面崩落土、下位は責橙色土と黒褐色上の混合上で

構成される。堆積状況をみると、北西から南東に向かって三角形状に堆積 していることから、おそら

く自然堆積と考えられる。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物がなく詳細な時期は不明だが、縄文時代に属する遺構と思われる。

R Dl12陥 し穴状遺構

遺 構 (第47図、写真図版33)

(位置)-4C14mグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。 (重複関係)認められない。

(規模〉上端0.80× 3.40m、 下端0.08～ 0.36× 3.08m (深 さ)1.05m前後

(長軸方位〉N-68° ―W
(平面形・横断面形)溝形で長軸側の両端はわずかに広がる。横断面形はY字形で、最下部が広がる。

(壁 ・底面〉長軸方向の壁は底面から垂直に立ち上がるが、上部は崩落のためハの字状に広がる。底

面はわずかに凹凸がみられるが、おおむね平坦である。

(堆積状況〉上位には周辺からの流上である黒褐色土、中位以下は黄橙色土と黒褐色上が互層になっ

て堆積している。壁面崩落土と考えられる第 2層は南側、その他の層は北西側から流れ込んでいるこ

とから自然堆積と考えられる。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物がなく詳細な時期は不明だが、縄文時代に属する遺構と思われる。

R Dl13陥 し穴状遺構

遺 構 (第47図 、写真図版33)

(位置)-4C221グ リッドに位置する。

(重複関係)RG056溝 と東側で重複し、R G0561こ 上面を一部壊されている。

(規模)上端0.56× 252m、 下端0.05～ 0.18× 2.30m (深 さ)0.96m

(長軸方位)N-40° ―W
(平面形・横断面形〉溝形で直線的な形状をしている。横断面形はV字形である。

(壁 ・底面)長軸方向の壁は直立するが、北西側の底面は緩やかに立ち上がる。北西側の上面は崩落

によって若干ハの字状になっているが、南東側はR G056構築の際に崩落部分が削平されている。底

面は中央部に段差があり、北西側が高くなっている。

〈堆積状況)第 1層以外は壁面崩落土または崩落土を含む黄褐色～責橙色系の粘質土である。最下部

には責橙色砂質土が堆積 しており、壁面との境界は不明瞭であつた。堆積土の状況を見ると、西から

東ヘレンズ状に堆積していることから、自然堆積と考えられる。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物がなく詳細な時期は不明だが、縄文時代に属する遺構と思われる。
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4 陥し穴状遺構・5 土坑・墓坑

R Dl14陥 し穴状遺構

遺 構 (第 47図、写真図版33)

(位置〉-4C19hグリッド付近に位置する。

(重複関係)RZ020古墳と重複し、RZ020の周溝に上面を破壊されている。

(規模)上端0.40～ 0.50× 2.80m、 下端0,05～ 0.30× 2.65m (深 さ〉1.00m

(長軸方位〉N-18° 一W
(平面形・横断面形〉溝形で直線的な形状をしている。断面形はV字形で、底面は非常に狭い。

(壁 。底面〉長軸方向の壁はほぼ垂直に立ち上がり、上部はわずかに崩落している。底面はほぼ平坦

であるが、北から南に向かって若干傾斜している。

(堆積状況)上位が黒褐色土、下位層ほど黄褐色上が多くなる。底面付近には壁面崩落土である黄橙

色粘質土が堆積しており、壁面との境界は不明瞭であった。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物がなく詳細な時期は不明だが、縄文時代に属する遺構と思われる。

(村田)

5土 坑 。 墓 坑 (RD)

今回検出した土坑のうち、陥し穴状遺構としたもの以外を土坑とした。また、このなかでも平面形

や堆積状況から7基を墓坑とした。

R Dl15土坑

遺 構 (第48図、写真図版33)

(位置・検出状況〉-3Dlll～ -3 Dllmグ リッドに位置する。Ⅲ層で黒色上の広がりを検出した。

(重複関係〉認められない。

(平面規模〉上面2.43× 1.08m、 底面2.0× 0.8m (深 さ)0.4m

(長軸方位〉N-45° 一W
(平面形・横断面形〉長方形・逆台形状

(壁・底面〉壁はいずれも緩く外傾して立ち上がる。底面は細かな凹凸が認められる。

(堆積状況〉全体に黒色土を基調とし、最下部には7 cm前後の褐色上が堆積する。その状況は人為的

に埋め戻された様子ではない。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物がなく詳細な時期は不明だが、形状から古代に属する墓坑の可能性がある。

R Dl16土坑

遺 構 (第48図、写真図版34)

(位置・検出状況〉-4D21kグ リッド抗付近に位置する。Ⅲ層上面で灰白色火山灰を含む白みのあ

る黒褐色上の広がりで検出した。

(重複関係〉R Z014古墳とその西側で重複している。検出した段階では本遺構のほうが新しく見えた

が、断面観察の結果は逆であった。したがって本遺構はR Z O14よ りも古いと判断できる。

(平面規模)上面2.23 X O,70m、 底面1,91× 0.52m 〈深さ〉0.43m
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5 土坑・墓坑

(長軸方位)N-9° 一W
(平面形・横断面形〉平面形・横断面形とも長方形である。

(壁 ・底面〉壁はいずれも直立して立ち上がる。底面は中央部がわずかに盛り上がり、長軸方向の端

部には幅17cm、 長さ45cm、 深さ10cmあ まりの長方形の小孔を有する。

(堆積状況)上位は黒～黒褐色上、中位は黒色土を含む暗褐色土、下位は責褐色土と暗褐色上の混合

土からなる。少なくとも中位以下は人為的に埋め戻されている。

出土遺物 なし。

時 期 形状と遺構が人為的に埋め戻されていることから、古代の墓坑と考えられる。

R Dl17土坑

遺 構 (第48図、写真図版34)

(位置 。検出状況)-4C23nグ リッド杭の南側 lmに位置する。Ⅲ層で検出 した。

(重複関係〉R G056と 重複し、R G056に南東側約1/3を壊されている。

(平面規模)上面 ?× 195m前後、底面 P× 1.71m (深 さ〉0.23m

(長軸方位)N-65° ―W
(平面形・横断面形〉南東側をR G056に壊されているため全形は不明であるが、平面形は長方形と考

えられる。横断面形は残存する東壁の状況から逆台形と考えられる。

(壁・底面〉壁は直立ぎみに立ち上がり、底面は長軸方向の北西側に緩く下がる。全体に波打つ。

(堆積状況)上～中位は黒色土、下位は粘土質の暗褐色土からなる。水平に堆積しているが、埋め戻

されているか否かの判別はできない。

出土遺物 なし①

時 期 形状から墓坑 と判断した。堆積土に十和田aテ フラ (灰 白色火山灰)を含む溝跡 (R G056)

に切られることから、10世紀前半以前に構築されたものと考えられる。

(濱 田)

R Dl18土坑

遺 構 (第48図、写真図版34)

(位置・検出状況〉-4C22vグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

(重複関係)認められない。

(平面規模)上面1.58× 050m、 底面1.4× 035m (深 さ)0.60m

(長軸方位〉N-62° 一E

(平面形・横断面形)平面形は長方形で、コーナー部は若千九みをもつ。横断面形は箱形で、壁面は

崩落も無くほぼ垂直に立ち上がる。

(壁・底面〉長軸方向の壁は垂直に立ち上がる。底面は平坦である。

(堆積状況)黒色上が堆積しており、締まりの程度により2層 に分離した。ただし、若干混和物が異

なるのみであることから、本来は同一由来・性質のものと考えられる。第2層は北側から流れ込んだ

ようにもみえるが、他の自然堆積した遺構の状況と比較しても不自然な印象を受ける。これらの状況

から、人為的に埋め戻した上の可能性もある。

出土遺物 なし。

時 期 形状的には木棺を納めた墓坑と考えられる。ただし、出土遺物、重複関係ともに無いため詳

細な年代は不明である。
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5 土坑・墓坑

R Dl19土坑

遺 構 (第49図、写真図版34)

(位置・検出状況〉-4C13mグ リッド付近に位置する。 (重複関係〉認められない。

(平面規模)上面2.20× 0.80m、 底面1.90× 0.50m 〈深さ)0.35m

(長軸方位〉N-35° 一W
(平面形・横断面形〉平面形は長方形で、壁面に沿って幅10cm前後の周溝が巡る。横断面形は箱形で

あるが、周溝部分のみ深くなっている。

(壁・底面〉壁面は4面とも垂直に立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが、周溝の深さは一定ではなく、

底面も凹凸が多い。

(堆積状況〉堆積土は4層 に細分した。堆積状況から第1～ 3層は東側からの流土と考えられる。第

4層 と周溝内堆積土との境界は不明瞭であったため分層できなかった。ただし、混和物の割合などは

ほとんど変わらないことから、周溝から底面直上まで一度に埋め戻している可能性もある。

出土遺物 なし。

時 期 形状的には木構を納めた墓坑と考えられる。ただし、出土遺物、重複関係ともに無いため詳

細な年代は不明である。仮に墓坑であるとすると、底面を巡る周溝は構を据える為の施設と考えられ

る。

R D120土 坑

遺 構 (第49図、写真図版35)

(位置・検出状況〉-4C5tグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。

(重複関係〉認められない。

(平面規模〉上面1.92× 0.60m前後、底面1.80× 0.45m(深さ)0.32m

(長軸方位〉N-16° 一W
(平面形・横断面形〉平面形は長方形で、コーナー部は若干丸みをもつ。横断面形は箱形である。

(壁・底面〉長軸方向の壁は底面から丸みをもって立ち上がる。底面には根撹乱による小穴が数力所

認められるが、全体としては平坦である。

〈堆積状況〉黒褐色土が堆積しており、粘性と混和物の割合から2層 に細分した。ただし、両層の境

界は不明瞭であることから、本来は同一由来・性質のものと考えられる。第2層はレンズ状に堆積し

ているようにもみえるが、他の自然堆積した遺構の状況と比較しても不自然な印象を受ける。これら

の状況から、人為的に埋め戻した上の可能性もある。

出土遺物 なし。

時 期 形状的には木棺を納めた墓坑と考えられる。ただし、出土遺物、重複関係ともに無いため詳

細な年代は不明である。
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

R D121土坑

遺 構 (第 49図、写真図版35)

(位置・検出状況〉-4D19fグ リッドに位置する。検出面はR Z032古墳と同じくⅢ層である。

(重複関係)R Z 032古墳の南側周溝に接しているが、両者とも上面を大幅に削平されているため平面

的には新旧関係を把握することはできなかった。

(平面規模)上面212× 0.96m、 底面1.50× 0,76m (深 さ)0.28m

(長軸方位)N-34° 一W
(平面形 。横断面形〉上面は長方形を基調としているが、北西壁中央が外方へ向かって突出している

ため長五角形状となっている。横断面形は左右非対称の台形状で、南西壁は外方に開き、北東壁はほ

ぼ垂直に立ち上がる。

(壁 ・底面〉長軸方向の壁面は大きく外方に開きながら立ち上がる。また、底面も平坦であるため、

断面形は浅い皿形に近い逆台形となる。

(堆積状況)黒褐色上の単層である。性質的にはR Z032古墳の第2層 とほぼ同じである。人為的に埋

め立てた土の可能性もあるが、上面を大幅に削平されているため断定はできない。

出土遺物 土師器片が73g出土しているが、細片のため図示できなかった。

時 期 出土遺物が乏しく、重複関係も無いため詳細な年代は不明である。底面の造作と堆積状況、

古墳周溝に接していることを考慮すると、古墳に伴う従属埋葬用の墓坑の可能性が高いが、平面形や

長軸断面形などが他の墓坑と異なっている。

(村田)

R D122土坑

遺 構 (第49図、写真図版35)

(位置 。検出状況〉-3C14bグ リッド抗付近にある。Ⅲ層で陥し穴状遺構として検出した。

(重複関係)認められない。

(規模)開 田部径0.20～ 0.46× 5.00m、 底部径0.05～ 0.35× 4.87m (深 さ)0.17m

(長軸方位)N-13° ―E

(平面形・横断面形〉溝形・逆台形

〈壁・底面〉壁は外傾して立ち上がる。底面は全体に大きく波打っている。

(堆積状況)3層に分層した。黒～黒褐色土、掲色土からなる。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物、重複関係ともにないため詳細な年代は不明である。なお、検出されたプランから

当初は陥し穴状遺構としていたが、他の陥し穴状遺構と比べて非常に浅く、一方で長軸方向の長さが

1.5倍近くあることから土坑に変更して報告した。

(濱田)

R D123土坑

遺 構 (第49図、写真図版35)

(位置・検出状況〉-3Cと mグ リッドに位置する。Ⅲ層で検出した。

(重複関係〉R D 124と 重複関係にあり、本遺構がRD124の 一部を壊している。

(平面規模〉開田部径1.45× 1.80m、 底部径1.05× 1.02m(深 さ)0.28m

(形状〉平面形はほぼ正方形で、コーナー部が丸みをもつ隅丸方形である。横断面形は逆台形である。

底面はほぼ平坦であり、重複するR D124よ り深く掘り下げられている。
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5 土坑・墓坑

〈堆積状況〉周辺からの流上である黒掲色上、壁面崩落上である責橙色土と褐色土で構成される。

出土遺物 なし。

時 期 重複関係から平安時代に属するR D 124よ り新 しく、平安時代以降に掘削された遺構と考え

られる。

R D124土坑

遺 構 (第 49図、写真図版86)

(位置・検出状況〉 -3C ll～ nグ リッドに位置する。Ⅲ層で検出した。

(重複関係〉 R D 123土坑と重複し、R D 124に 西側の一部を壊されている。

(平面規模)上面05～ 0.8× 4.55m、 底面02～ 05氷 3.85m (深 さ)0.15m

(長軸方位〉N-91° ―E

(形状〉平面形は溝形で、中央がわずかに膨らんでいるがほぼ直線的に東西方向に延びる。東側に向

かうにつれて徐々に浅くなっていき、東端は一段高くなっている。横断面形は逆台形と考えられるが、

根撹乱の影響があり底面・壁面ともに凹凸が多い。

(堆積状況〉地山崩落上である責橙色上を含む黒褐色上が単層で堆積する。重複するR D 123の 堆積土

とは責橙色上の混入割合が大きく異なるため、分層は比較的容易であった。

出土遺物 (第 76図、写真図版58)

中央から東寄りの堆積土中から土師器が62g出土しており、 2点 を掲載した (174・ 175)。 174は ロク

ロ成形の杯である。体部は丸みをもって立ち上がり、口縁部は外方に開く。日縁部付近は横ナデ、外

面下半から底部にかけてケズリ調整が施される。また、内面にはミガキ調整と黒色処理が施される。

175も ロクロ成形の杯である。口縁部は横ナデ調整によってわずかに外方に開く。内面にはミガキ調

整と黒色処理が施される。なお、読み取ることはできなかったが、外面には墨書の痕跡が認められる。

時 期 出土した土師器郭がいずれも平安時代 (9世紀後半)に属するものであることから、本遺構

の掘削年代も同様と考えたい。

R D125土坑

遺 構 (第 50図、写真図版38)

(位置。検出状況〉-4C25mグ リッドに位置する。検出面はⅢ層で、黒色の方形プランとして検出した。

(重複関係〉認められない。

(規模)上面1.30× 0.90m、 底面0.95× 0.50m (深 さ)0.18m

(形状〉平面形は上面が長方形で、コーナー部は若千九みをもつ。底面も長方形を基調とするが、北

東壁中央に土橋状の張り出しがあるため「凹」字状となる。断面形は不整形で、根撹乱の影響もある

が底面の深さは一定ではなく、壁面の立ち上がりも緩やかであることから人為的な掘り込みではない

可育と性もある。

(堆積状況〉炭化物を多量に含む黒色上が主体となって堆積している。ただし、地積土および遺構の

周辺に焼土は確認されていないことから、炭化物は本遺構内で生成されたものではないと考えられる。

なお、材としての形状を保っているものは無いため樹種同定を行うことはできなかった。そのため炭
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5 土坑・墓坑

化物が堆積した契機や年代についても明らかにすることはできなかった。

出土遺物 (第 76図、写真図版58)

須恵器杯の破片が 1点出上している (176)。 底部破片で内外面にロクロナデ調整が施される。

時 期 出上した須恵器杯から平安時代に属すると思われる。ただし、人為的な掘り込みではないと

すれば、単に窪地を利用した炭化物の廃棄場所であった可能性もある。

R D126土 坑

遺 構 (第 50図、写真図版36)

(位置・検出状況〉-4C21sグ リッド付近に位置する。検出面はⅢ層である。

(重複関係)認められない。

(平面規模〉上面255× 0.85m、 底面2.35× 0.47m(深 さ〉0.40m

(長軸方位〉N-48° ―W
〈形状)平面形は長楕円形で、上面は所々に根撹乱が認められる。底面中央はわずかに窪んでいるが、

この付近は堆積土中から根が多く認められたことから、人為的に二段に掘り込んだものではなく、根

の侵食によつて窪地状になったものと考えられる。断面形は逆台形で、若千崩落しているため上部は

広がっている。

(堆積状況〉周辺からの流上である黒褐色土と壁面崩落上である褐色上が互層になって堆積する。断

面観察のかぎりでは北西側から流れ込んだ自然堆積と考えられる。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物、重複関係ともに無いため詳細な年代は不明である。

R D127土坑

遺 構 (第 50図 、写真図版36)

(位置・検出状況〉-4C20vグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。

(重複関係〉認められない。

(平面規模)上面1.98× 0.68m、 底面1.70× 0.40m(深 さ)0.17m

(形状〉平面形は長楕円形で、上面は所々に根撹乱が認められる。底面は平坦であったと考えられるが、

根撹乱によって部分的に凹凸がある。断面形は箱形で、崩落により上面は若干広がる。

(長軸方位)N-1° 一E

(堆積状況)黒褐色土を主体とし、下位層は地山崩落土である黄橙色土ブロックを多く含む。上面が

削平されているため不明な点も多いが、堆積状況をみるかぎり自然堆積と考えられる。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物、重複関係ともに無いため詳細な年代は不明である。

R D128土 坑

遺 構 (第 50図、写真図版37)

(位置・検出状況〉-4C21xグ リッドに付近に位置する。検出面はⅢ層である。

(重複関係〉認められない。

(平面規模)上面2.12 X O.34～ 0.50m、 底面1.60× 0。22m(深 さ)0.22m

(形状)平面形は溝形で、上面・底面ともわずかに弧状に屈曲する。底面は平坦であるが、根撹乱に
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

よって部分的に凹凸がある。断面形は箱形であったと考えられるが、崩落により上面が広がっている

ためやや不整形である。

(堆積状況)黒褐色土を主体 とし、下位は地山崩落上である責橙色土ブロックを多 く含む。上面が削

平されているため不明な点も多いが、堆積状況をみるかぎり自然堆積 と考えられる。

出土遺物 (第 76図 、写真図版59)

検出面から土師器郭が 1点 (46g)出上 している (177)。 非ロクロ成形の上師器杯で、底部脇から外

方に立ち上がる。日縁部は横ナデの後にミガキ調整が施される。体部中央は横ナデ調整によって内側

に張 り出すが、明瞭な段は形成 しない。底部は丸底であるが、ケズリ調整の影響で平底風になってい

る。内面にはミガキ調整と黒色処理が施される。

時 期 出上 した土師器杯は古墳時代末～奈良時代初めに位置づけられるものであり、本遺構 もその

時期に属する可能性があるが、検出面からの出土であるため検討を要する。

R D129土坑

遺 構 (第 50図 、写真図版37)

(位置・検出状況〉-4 Cllxグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。

(重複関係〉認められない。

(平面規模)上面1,00× 0.38m、 底面0.90× 028m 〈深さ)0.10m前後

〈形状〉平面形は楕円形で、上面 。底面とも中央の幅が若千狭 くなっている。底面は平坦であるが、

根撹乱によって凹凸が認められる。断面形は箱形であるが、壁面も根撹乱による凹凸があつて不整形

である。

(堆積状況)黒褐色上の単層であるが、底面付近は根撹乱によって若千変色している。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物、重複関係ともに無いため詳細な年代は不明である。

R D130土 坑

遺 構 (第 50図、写真図版37)

(位置 。検出状況)-4C10uグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。

(重複関係)認められない。

(平面規模)上面0.90× 0.48m、 底面0,72× 028m (深 さ)0.29m

(形状)平面形は長方形で、東壁上面は崩落のため若干広がっている。底面は根撹乱の影響が著しく

高さは一定ではない。断面形も底面と同じく根撹乱の影響で不整形である。

(堆積状況)上位に黒褐色上、下位に地山崩落上を多く含むにぶい黄褐色土が堆積している。上面が

削平されているため不明な点も多いが、堆積状況をみるかぎり自然堆積と考えられる。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物、重複関係ともに無いため詳細な年代は不明である。

R D131:上坑

遺 構 (第 51図、写真図版37)

〈位置・検出状況)-4C13pグリッドに位置する。検出面はR Z 022と 同じくⅢ層である。

(重複関係〉R Z022古墳と重複関係にある。検出段階では新旧関係はわからなかったが、R Z022の

-85-



5 土坑・墓抗

工・い1広600m ・■

炭化物歯土状況

養
川
一

RD125

と褐¥潔 轟色
!▼
亀出夢部癬駕驚醒年挙含み鉢としてし

=け
ldBい

:稗 範 撃 珊 錢 郎 夕与牌 絶 。 IBtF tttt徴ドオ
・

RDl'7

A.[_12■ 200m

二 騨 戦 鞣 感 銘 席 嚇 群 碗 苺 描性や韓 歳機 上ltt4齢ガ ロック

≧科訴翻 脳 螂醜筆基呻♯紳雑1襲

RD129
1 10YR3/2 黒掲色 底画付近は若千暗掲缶

RD1301

と料駿にポ黎発毯雹ツ組観 薙土とltW崩触05-30mmJ400/Oeむ

A .L■124.300m

・・‐２４．ァ̈中Ⅷ
　
　
（

Ａ
一

ド
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ‐
一

贈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誓
．

A.L■ 12年00m・ 塑上

‰

-86-

第50図 RD125～ 130



Ⅳ 検出された遺構と遺物

周溝を掘 り下げた結果、周溝内堆積上が本遺構の堆積上を切っている状況が確認されたため、RZ
022の周溝掘削の際に南東側を大幅に削平されたものと判断した。

(平面規模〉上面 ?× 1.45m、 底面0.4× 05m (深さ〉044m

(形状〉南東側を大幅に削平されているため全形は不明であるが、円形もしくは楕円形プランの土坑

と考えられる。上面に比べて底面は狭 く、下位はほぼ垂直に立ち上がるが、上面は崩落が著しいため

断面形は朝顔形となる。

(堆積状況〉すべて黒褐色上であり、粘性と混和物の割合で3層に分類している。重複するR Z 022の

周溝内堆積土と比較すると黒味が強く、地山ブロックの割合が大きく異なることから分層は比較的容

易であった。

出土遺物 なし。

時 期 重複関係からR Z 022構築以前には埋没していたものと考えられる。R Z022が奈良時代に属

するものであるため、年代的にはそれより古いと考えられるが、本遺構からの出土遺物が無いため詳

細は不明である。壁面の立ち上がりは明瞭であり、人為的に掘り込まれた土坑であるが、その性格に

ついては不明である。

R D132土坑

遺 構 (第 51図 、写真図版38)

(位置・検出状況)-4 C lloグ リッ ドに位置する。検出面は R Z 024・ 025と 同 じくⅢ層である。

(重複関係〉R Z025古墳の周溝に重なるように検出された。検出段階では周溝と一連のものと判断し

ていたが、掘り下げの結果、周溝とは走行方向が異なっており、深さも異なることから別遺構と判断

した。ただし、後述するように堆積土は非常に類似しており、明確に分離することができなかったた

め、最後まで新旧関係を把握することができなかった。

(平面規模〉上面1.8× 045～ 0.72m (深 さ〉0.38m

(形状〉平面形は長方形を基調とするが、上面は西側が狭 く弧状になるため不整形である。底面の深

さは一定ではなく、東端から西端に向かって高くなっていき徐々に消滅する。底面中央には0,9× 05

mの小土坑が確認されているが、人為的に掘 り込まれたものかは不明である。断面形は逆台形と考え

られるが、根撹乱の影響で底面・壁面とも凹凸が多くみられる。

(堆積状況〉粘性の強い黒褐色土が堆積 している。R Z025古墳の周溝内にも同様の黒掲色土が堆積土

しており、断面観察では両者の判別は困難であった。そのため両遺構にまたがる形でトレンチを設定

して断ち割りを行ったが、新旧関係を把握するには至らなかった。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物が無いため詳細な年代は不明である。R Z025と の関係についても判然としなかっ

たが、堆積土の状況から両遺構の埋没時期にそれほどの時間差は無いと考えられる。

R D133土坑

遺 構 (第 51図 、写真図版38)

(位置 。検出状況〉-4C2oグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。

(重複関係〉認められない。

(平面規模〉上面1.34× 0.58m、 底面1.0× 0.32m(深さ)015m
(形状〉平面形は長楕円形である。断面形は皿形で、底面はほぼ平坦である。
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5 土坑・墓坑

〈堆積状況〉黒褐色上の単層である。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物、重複関係ともにないため詳細な年代は不明である。

R D134土坑

遺 構 (第51図、写真図版38)

(位置・検出状況)-4C2nグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。

(重複関係〉認められない。

(平面規模)上面1.05× 0.40m、 底面0.80× 0.22m (深 さ)0.05m前後

〈形状〉平面形は長楕円形である。上面は大幅に削平されており不明な点が多いが、断面形は皿形、

底面はほぼ平坦である。

(堆積状況〉黒褐色上の単層である。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物、重複関係ともに無いため詳細な年代は不明である。

R D135土坑

遺 構 (第 51図、写真図版38)

(位置・検出状況)-4 Dllhグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。

(重複関係)認められない。

(平面)上面2.58× 0.60m、 底面2.34× 0.48m (深 さ〉0.15m

(形状)南北方向に長軸をとる長楕円形プランの上坑で、北端は緩やかに屈曲する。断面形は箱形で、

壁面は垂直に立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが、根撹乱により若干黒く変色している。

(堆積状況)黒褐色上の単層である。

出土遺物 (第 76図、写真図版59)

底面付近から土師器小奏の破片が112g出土している。後述するR D 140土 坑出上の破片と接合関係に

あり、ほぼ完形に復元された (178)。 破片数としてはR D 140か らの出上が多いが、出土状況と残存

部位を考慮すると本遺構に帰属する遺物と考えられる。非ロクロ成形の小甕で、体部外面には縦方向、

内面には横方向にハケ調整が施される。顎部には明瞭な段が形成され、口縁部は強い横ナデ調整が施

されており、端部はほぼ垂直に引き上げられる。底部には切り離し後に再調整が施されているようで

あるが、磨耗が著しいため工具は不明である。

時 期 出上した土師器小甕が奈良時代に位置付けられることから、本遺構もその時期に掘削された

ものと考えられる。

R D136」J克

遺 構 (第51図、写真図版39)

(位置 。検出状況〉 -4 D lliグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。

(重複関係〉認められない。

(平面規模)上面1.20× 0,75m、 底面0.96× 0.54m 〈深さ)0.08m前後

〈形状〉平面形はほぼ円形に近いプランである。上面を大幅に削平されているため断面形は不明である。

底面は若千根撹乱が認められるがおおむね平坦である。
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5 土坑・墓坑

〈堆積状況〉黒褐色上の単層である。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物、重複関係ともに無いため詳細な年代は不明である。

R D137土坑

這 構 (第 52図 、写真図版39)

(位置・検出状況)-4D16j・ 17jグリッドに位置する。検出面はⅢ層である。

(重複関係〉認められない。

(平面規模)上面2.30× 0.55～ 0,75m (深 さ〉0。28m

(形状〉平面形は長楕円形で、中央が緩やかに屈曲する。南端側は崩落のため広がっている。断面形

は逆台形であるが、西壁の崩落が著しいため左右非対称である。底面の深さは一定ではなく東端は段

差をもって立ち上がる。

(堆積状況〉上位に黒褐色上、下位に地山崩落土である責橙色上が堆積する。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物、重複関係ともに無いため詳細な年代は不明である。

R D138土坑

遺 構 (第 52図、写真図版39)

(位置・検出状況〉-4D18jグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。

(重複関係〉認められない。

(平面規模〉上面2.10× 0.65m、 底面1.80× 0.42m (深 さ〉0。15m

(形状〉平面形は長楕円形で、北西端が若干屈曲する。断面形は箱形であるが、底面・壁面とも根撹

乱により凹凸がみられる。

(堆積状況)地山崩落土ブロックを含む黒褐色土の単層である。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物、重複関係ともに無いため詳細な年代は不明である。

R D139土坑

遺 構 (第52図、写真図版39)

(位置・検出状況〉-4D10fグ リッド付近に位置する。検出面はⅢ層である。

(重複関係〉認められない。

(平面規模〉上面1.54× 0.57m、 底面1.20× 0,44m (深 さ〉0,10m前後

(形状〉平面形は長楕円形である。断面形は浅い皿形であるが、底面 。断面ともに根撹乱により凹凸

がみられる。

(堆積状況)上位に黒褐色土、下位ににぶい黄橙色上が堆積する。雄積状況から北側から流れ込んだ

自然堆積と考えられる。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物、重複関係ともに無いため詳細な年代は不明である。
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

R D140土|九

遺 構 (第 52図、写真図版40)

(位置・検出状況〉-4D12gグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。

〈重複関係〉認められない。

〈平面規模)上面1.50× 050～ 1.02m 〈深さ)0.28m

(形状〉円形の上坑と不整形の上坑が 2基結合した鼓形に近いプランの上坑である。底面西側 (円形

プラン側)は ほぼ平坦であるが、東側 (不整形プラン側)は根撹乱も多く一定ではない。壁面の立ち

上がりも弱く、外方に開きながら立ち上がる。なお、本来的には2基の土坑が重複している可能性が

あるが、堆積上の状況から判断できなかったため今回は同一遺構として報告している。

(堆積状況〉黒褐色土とにぶい責橙色土の混合土で、根撹乱が多いため全体として締まりは弱い。

出土遺物 (第 76図 、写真図版59)

堆積土上位から土師器小甕の破片が出土している。前述したR D 135土坑出上の破片と接合関係にあ

り、ほぼ完形に復元された (178)。

時 期 堆積土上位から奈良時代に属する土師器小奏が出上していることから、奈良時代以降に埋没

したものと考えられる。

R D141:上坑

遺 構 (第 53図 、写真図版40)

(位置・検出状況〉-4D10kグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。

(重複関係〉認められない。

(平面規模〉上面0.72× 036m、 底面0.58× 0.23m (深さ)0.08m

(形状)平面形は長方形である。断面形は浅い皿形で、根撹乱により凹んでいる部分もあるが、底面

はほぼ平坦である。

(堆積状況〉黒褐色土と地山崩落上である責橙色粘質上の混合土が堆積している。

出土遺物 (第 76図 、写真図版59)

底面直上から土師器杯が口縁を伏せた状態で出土した (179)。 ロクロ成形の杯で、体部は九みをもっ

て立ち上がり、内彎気味に口縁部へと至る。外面はロクロナデ、内面にはミガキ調整と黒色処理が施

される。底部はヘラ削り調整によって切り離し痕跡が消されている。器壁は非常に厚く重みがある。

時 期 出上した土器から平安時代 (9世紀後半代)と考えられる。

R D142土 坑

遺 構 (第 52図 、写真図版40)

(位置・検出状況〉-4D10fグ リッドに位置する。検出面はⅢ層である。

(重複関係〉認められない。

(平面規模)上面1.44× 0.42m、 底面1.08× 0.17m(深さ〉0.10m

(形状〉平面形は長楕円形である。断面形は浅い皿形で、根撹乱により凹んでいる部分もあるが、底

面はほぼ平坦である。

(堆積状況)地山ブロックを含む黒褐色上の単層である。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物、重複関係ともに無いため詳細な年代は不明である。
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

R D143土|九

遺 構 (第 53図、写真図版41)

(位置・検出状況〉-4D2eグリッドに位置する。検出面はⅢ層である。

(重複関係〉P43・ 56と 重複関係にあり、いずれも本遺構より新しい。

(平面規模〉上面 (1.56)× (1.20)m、 底面 (1.35)× 1.02m (深さ)0.22m

(形状)三角点が設置されていたため東側が未調査であるが、検出された範囲をみると平面形は長方

形と考えられる。平面形は箱形で、壁面はほ,F垂直に立ち上がる。底面は平坦で、西壁付近では焼土

の広がりを確認した。焼土は0.45× 0.30mの範囲に広がっており、被熱深度は浅いが良く焼け締まっ

ていることから現地性の焼土と考えられる。

(堆積状況)上層が黒褐色上、壁面付近に地山ブロックを含むにぶい黄橙色土が堆積する。焼上の影

響もあり底面付近の堆積土には炭化物が混入して若干黒ずんでいる。

出土遺物 なし。

時 期 P43・ 56よ り新しい遺構といえるが、いずれも出土遺物が無いため詳細な年代は不明である。

規模・形状および焼土の検出状況から古代の小型竪穴遺構もしくは土坑墓の可能性もあるが、金形が

不明であることから今回は土坑として報告した。

R D144土坑

遺 構 (第 52図、写真図版41)

(位置・検出状況〉-5C23xグ リッドに位置する。R A040の貼床除去中に検出したものであるが、

当初はR A040の掘り方として認識しており、完掘後に別遺構であることが判明した。

(重複関係〉R A040と 重複関係にあり、本遺構埋没後にR A040が構築されている。

(規模〉上面0,65× 0.52m、 底面0.60× 0.50m〈深さ)0.40m

(形状〉平面形はほぼ円形である。断面形は箱形で、壁面はほぼ垂直に立ち上がる。底面はほぼ平坦
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6溝  跡

であるが、根の影響か部分的に凹凸がある。

(堆積状況〉R A040の掘り方の一部として掘り下げを行ったため断面図の作成と写真撮影を行ってい

ない。ただし、掘り下げ途中の状況をみるかぎりではR A040第 7層 と色調はほぼ同一であつた。

出土遺物 なし。

時 期 R A040構 築以前の遺構ではあるが、出土遺物が無いため詳細な年代は不明である。

(村田)

6溝   跡 (RG)

R G032溝

遺 構 (第 28・ 55図 、写真図版43・ 44)

(位置・検出状況〉-3Cグ リッドから-4Dグ リッドヘ斜行するように位置する。Ⅲ層上面で黒褐色

の溝状プランとして検出された。

(重複関係〉RZ014古墳と重複関係にあり、本遺構がRZO14の 中央を横切るように構築されている。

(規模〉北東―南西方向に走る直線的な溝で、中央付近は削平されているが、第 7次調査区分とあわ

せて約60m検出された。上幅は0.56～ 1.30mである。

(深 さ〉0.15～ 0.20m前 後 (断面形〉浅い皿形または逆台形

〈堆積状況〉底面付近や壁面付近には灰責褐色土と地山崩落土である黄橙色土、上位には周辺からの

流土である黒褐色土が堆積していた。

(性格〉水が流れた痕跡が認められないことから、古代における何らかの区画溝と思われる。

出土遺物 なし。

時 期 重複関係からRZ014よ り新しい遺構であると判断できるが、出土遺物に乏しいため詳細は不

明である。なお、RZ014と 同様、一部は第 7次調査区に位置しているため記載内容は第 7次調査区分

を含んでいる。

R G055溝

遺 構 (第 54図 、写真図版43・ 44)

(位置・検出状況)-2B～ -3Bグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で黒褐色の溝状プランとして検出

された。

(重複関係〉RG056溝 と重複関係にあり、本遺構がRG056よ り新しい。

(規模)東西に走る直線的な溝で、調査区内では37.8m検 出された。上幅は0,8m前後である。

(深 さ)0.25m前後 (断面形〉浅い皿形または逆台形

〈堆積状況〉黒褐色土主体で4層 に細分した。後述するR G056堆積土と性質は類似しているが、十和

田 aテ フラを含まないことから判別は容易であつた。堆積要因については明らかではないが、堆積状

況から自然に埋没したものと考えられる。

ぐ陛格)水が流れた痕跡が認められないことから、古代における何らかの区画溝と思われる。

出土遺物 なし。

時 期 重複関係からRG056溝 より新しいと考えられる。RG056は 十和田aテ フラを堆積土中に含む

もので平安時代に属すると考えられることから、本遺構はそれ以後に掘削されたと考えられる。
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

R G056'書

遺 構 (第 54・ 55図 、写真図版42)

(位置・検出状況〉調査区南東狽1に位置する。

(重複関係〉RG055溝 と重複関係にあり、一部をRG055に破壊されている。

(規模〉五角形に巡る溝で、調査区内では約166m検出された。上幅は055～ 1.20mである。

(深 さ〉0.30～ 0.50m (断面形〉浅い皿形または逆台形

〈堆積状況〉 5層 に細分した。上位に十和田aテ フラを含む黒色土、その直下に二次堆積と考えられる

十和田aテ フラが薄く層状に堆積する。中～下位は黒褐色土が堆積しており、下位ほど粘性が強くなる。

前述の通り古墳 (R Z018'022)と の重複部分は他の部分より深く掘り込まれており、古墳の周溝内

堆積土が流入しているためその他の部分と堆積状況は異なる。なお、R Z018と の重複部分のように

どちらの遺構に帰属するか不明な堆積土もあるが、流入方向などからいずれも自然に堆積した層と考

えられる。

ぐ隆格)水が流れた痕跡が認められないことから平安時代に掘削された区画溝と思われる。溝内部に

はほぼ同時期 (9世紀後半～ 10世紀初頭)の竪穴住居が検出されており、これらと外部を区画する

ための施設の可能性はあるが、竪穴住居はわずか4棟のみであることからこれらのみを区画するため

の溝とするには疑間が残る。しかし、それ以外に同時期と考えられる遺構も検出されていないため、

本遺構掘削の目的と用途については不明と言わざるをえない。

出土遺物 (第 77図、写真図版59)

(出土状況)R Z018'020と の重複部分と西佃1部分を中心に土師器518gと 須恵器188gが出上している。

とくにR Z020と の重複部分で多く出土しているが、接合関係からR Z020か ら流れ込んだと思われる

破片が多く、純粋に本遺構内のみで接合したものは少ない。

(掲載遺物)8点 を掲載した (180～ 187)。 182～ 184は非黒色処理杯で、内外面ともに回転ナデ調整

が施される。185は董類の底部である。体部外面にはヘラ削り調整が施され、底部脇は高台風に引き

出される。186は把手である。

時 期 重複関係からRG055溝 より古 く、かつ十和田aテ フラを堆積土中に含むことから平安時代前

半に掘削されたものと判断できる。

(濱 田・村田)

R G057溝

遺 構 (第 56図 、写真図版43・ 44)

(位置・検出状況)-4C7yグ リッド付近に位置する。検出面はⅢ層上面～Ⅳ層上面である。

(重複関係〉R Z 030古墳と重複関係にあり、R Z030の周溝の一部を破壊している。

(規模〉北東一南西方向に走る直線的な溝で、走行方向はN-49° ―Eである。全長は16.30m、 上幅は0.80

m前後である。南西狽1に 向かうにつれて浅くなり、南西端は自然消滅する。

(深 さ)0.10m前後 〈断面形)皿形

(堆積状況)粘性の強い黒掲色土と地山崩落上である責褐色土が堆積しているが、上面が削平されて

いるためいずれも層厚は薄い。

(性格〉不明である。

出土遺物 土師器片が2点 (20g)出上しているが、細片のため図示することができなかった。

時 期 重複関係からR Z030よ り新しい遺構と判断できるが、出土遺物が乏しいため不明である。
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第54図  RG055・ 056(1)
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1 10YR2/1 黒色シルト

:子謡 %棗 縫 シルト
4 10YR2/9 黒褐色シルト
S 10YR3/1 1黒褐色粘土貫ンルト

層下部に十和口aテブラを含む

壱艶弓毛訂しを含む
地山崩落プロック
黄褐色土ブロックを含む

V 検出された遺構と遺物

迪山ブロック50/ei含 む

m

生■い124500m

RttP搬

第55図  R―G032・ 056(2)
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

R G058溝

遺 構 (第 56図、写真図版43・ 44)

(位置・検出状況)-3C15wグ リッド付近に位置する。検出面はⅣ層上面及びⅣ層下位の礫層上面

である。黒褐色～灰黄褐色の直線的なプランとして検出された。

(重複関係〉認められない。

(規模〉北東―南西方向に走る直線的な溝で、走行方向はN-42° ―Eである。全長は13.20m、 上幅は

0.60～ 130mで ある。南西端付近は底面が礫層となり、プランの把握が困難であつた。

〈深さ〉10～ 15cm 〈断面形〉皿形を基調とするが、根撹乱が多く不整形

〈堆積状況)地山ブロックを多 く含む黒褐色土と灰黄褐色土で構成される。

ぐ陛格〉不明である。

出土遺物 なし。

時 期 出土遺物・他遺構との重複関係が無いため不明である。

7 土 器 埋 設 遺 構 (RZ)

R Z033土器埋設遺構

遺 構 (第 57・ 77図、写真図版41・ 59)

〈位置・検出状況〉RZ017古墳の南側、-3C12tグリッドに位置する。検出面はⅣ層中で、黒褐色

上の中に土器が散布するという状態で検出された。同様の状況で検出されたR Z034が 土器埋設遺構

であったことから、本遺構も同様の可能性を想定しながらプランが明確になるまで遺構の周囲を薄く

掘り下げていつた。掘 り下げの結果、検出面から4 cmの 深さで柱穴状の円形プラン内に土器が横倒し

状態で設置されている状況が確認されたことから、本遺構も土器埋設遺構であることが判明した。

(形状・設置方法)土器を埋設する土坑 (掘 り方)は楕円形プランをしており、平面規模は0.46× 086

m、 検出面からの深さは0.21mである。埋設される土器よりも一回り大きく、壁面はタト傾しながら立

ち上がる。堆積土は3層確認されており、このうち第3層 は土器埋設の際に人為的に埋めた裏込め土

と考えられ、土器は第 3層の上面に口縁部を南東方向に向けた横位の状態で設置されていた。遺構の

上面が削平されているため全形は不明であるが、おそらく土器全体を裏込め上で覆った形態であった

と考えられ、土器棺墓として設置された可能性が高い。

(土器の特徴)188は体部中央やや上に最大径をもつ長胴形の上師器甕である。ロクロを用いて成形さ

れており、頸部は「く」の字状に外方に屈曲し、口縁部外面は横ナデ調整により受け口状となるが、

内面は斜め上方に立ち上がる。体部外面には縦方向のヘラ削り調整、内面は底部付近にハケメ調整が

施される。なお、体部内面中央やや下位で喫水線と思われるバンド状のコゲの痕跡が確認できる。底

部は磨耗により不明瞭であるが、ヘラ削り調整が施されていた可能性がある。

時 期 土器の年代を考慮すると平安時代 (9世紀後半)に構築されたものであり、古墳構築以後に

設置された埋葬施設と考えられる。ただし、土壌洗浄・フローテーシヨンでも骨や副葬品の類は検出

できなかった。

R Z034土器埋設遺構

遺 構 (第57'78図、写真図版41・ 60)

(位置・検出状況〉RZ032古墳の北東側、-4D14jグ リッドに位置する。検出面はⅢ層上面で、に
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7 土器埋設遺構・8 焼土遺構

ぶい責褐色上の楕円形プラン内に土器片が散布するという状態で検出された。当初は小型の上坑と考

えていたため従来どおり2分法で掘り下げていったところ、底面付近で同一個体の上器の回縁部破片

が堆積土に押し潰された状態でみつかった。このことから、意図的に土器を埋設した遺構であること

が判明した。

(重複関係〉R Z032の周溝外縁部に位置しているが、直接的な重複関係はない。

(形状・設置方法〉土器を埋設する土坑 (掘 り方)は楕円形プランをしており、平面規模は0。78× 0.40m、

検出面からの深さは0.16mで ある。長軸方向は埋設される土器の15倍ほど大きいが、短軸方向は土器

より若干広い程度である。底面は浅い皿形で、南西壁はオーバーハングしながら立ち上がる。堆積土

は2層確認されており、このうち第 2層 は土器埋設の際に人為的に埋めた裏込め土と考えられる。土

器は底面直上に口縁部を北西方向に向けた横位の状態で設置されており、断面計測ラインから北西側

が堆積土に押し潰されている以外は、ほぼ元位置を保った状態で出上している。遺構の上面が若干削

平されているため推定になるが、おそらく土器全体を裏込め土で覆った形態であったと考えられ、土

器棺墓として設置された可能性が高い。

(土器の特徴〉189は 口縁部に最大径をもつ長胴形の上師器斐である。成形にロクロは用いられておら

ず、体部には輪積み痕が認められる。頚部の屈曲は弱く、わずかに外方に角度を変えながら口縁部ヘ

と至る。
・
口縁部は短く、微弱な横ナデ調整が施されるのみである。体部は外面に縦方向のヘラ削り、

内面に横方向と縦方向のヘラナデ調整が施される。底部には木葉痕が明瞭に認められる。

時 期 土器の年代を考慮すると平安時代 (9世紀後半以降)に構築されたものであり、古墳構築以

後に設置された埋葬施設と考えられる。ただし、土壌洗浄 。フローテーシヨンでも骨や副葬品の類は

検出できなかった。

8焼 土 遺 構 (RF)

徘す田)

R F002焼 E上

遺 構 (第 57図、写真図版40)

(位置・検出状況〉-3 Dll lに 位置する。I層上面で検出した。精査後にこの周辺をⅢ層上面まで

掘削したところ、新たにR D l15土坑が確認された。遺構確認面は異なるが、本遺構はR Dl15上部に

存在していたものであり、一連の遺構であった可能性がある。

(規模・平面形)23～ 62× 80cmあ まりの不整円形

〈厚さ)4～ 8cmの赤褐色シルト質上で焼けは良くない。

(遺構の性格・時期〉先に述べたが、R D 115と の関連は不明確であり性格は不明である。時期は検出

面から古代と考えたい。                               (濱 田)
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Ⅳ 検出された遺構と遺物
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1 10YR1 7/1
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第57図  RZ033,034、  RF002-

9 柱穴列・柱穴 (RC`P)悌 58`591図 、第3表―写真図n441

柱穴は、調1査区北側を中心に66個検出している。とくに調査区北端の旧河道の肩部付近に列状に集

中する傾向があり、間隔に規則性は無いものの、直線的に並ぶ柱穴列が3列 (R C003～ 005)確認

された。出土遺物はP22か ら陶器蒼炉の破片が 1点出
―
上したのみで、掘肖J年代は不明なものがほとん

―

どである。ただし、柱穴列に関して1ま遺跡の北西端に位置する農業試験場 (明治～大正時代イこ建設・

使用されたと考えられる)に関連する幡 のヽ可能ll■があるため、近～現代に属すると考えられる力玲

回t.ま遺構として登録した。
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9 桂穴列・桂穴
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第58図 柱穴列・桂穴 (1)



Ⅳ 検出された遺構と遺物
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第59図 桂穴列・柱穴 (2)
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第 3表 桂穴計測表

Pit 計測値 (cm) 土 層

番号 直径or長軸 深 さ パ ターン

1 A

2 B

3

4 ×

5 ×

6 B

7 D

8 A

9 A

A

C

B

3 A

4 B

5 A

A

A

A

A

A

A

A

10 遺構外出土遺物

土層パ ターン

A 10YR2/2 黒褐色 粘性強く地山ブロック10～ 30%含む

B 10YR3/2 黒褐色 地山ブロック5%含む

C 10YR2/2 黒褐色 地山ブロック50/0含む

D 10YR17/1 黒色

10 遺構外 出土遺物 (第 78図 、写真図版60)

遺構外から出上した遺物の総量は、当センターの遺物収納用小コンテナ (容量 :14イ カ)1箱弱である。

内訳は土師器 。陶磁器・鉄製品で、総量で1.Okj司 である。

土師器は調査区中央の竪穴住居や古墳の周辺から出土しており、実測可能な2点 を掲載した (191・

192)。 191は ロクロ成形の上師器杯で、内面にはミガキ調整と黒色処理が施される。192は 内外面に黒

色処理が施された小型杯で、内外面ともにミガキ調整が施される。

陶磁器と鉄製品は調査区南端側で出土している。陶磁器は近世～現代に属するもので、 2点 を掲載し

た (193・ 194)。 193は肥前産の磁器丸碗で、外面には木葉文もしくは木賊文、底部内面には隷字体の

銘款が描かれている。194は 角型の火鉢と考えられ、内外面に黒色処理が施される。鉄製品は近～現

代に属する釘の破片であるが、小片のため図示できなかった。

Pit 計測値 (cm) 土 層

番号 直径or長軸 深 さ パターン

A

A

A

A

7 A

B

A

A

A

C

B

B

C

A

A

A

A

A

11 A

A

A

Pit 計測値 (cm) 土層

番号 直径or長軸 深 さ パターン

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

B

A

A

A

A
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Ⅳ 検出された遺構 と遺物
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Ⅳ 検出された遺構と遺物
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第63図 RA029出土遺物
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第64図  RA030・ 031出土遺物
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Ⅳ 検出された遺構 と遺物

第66図 RA033出土遺物
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Ⅳ 検出された遺構 と遺物
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第69図  RA036出土遺物
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Ⅳ 検出された遺構と遺物
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Ⅳ 検出された遺構と遺物
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Ⅳ 検出された遺構と遣物
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Ⅳ 検出された遺構と遺物
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71推定復元図

Ⅳ 検出された遺構と遺物
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第 4表 遺物観察表 (1)

図版 写 図 掲載
遺構名 種 類 種 類 器  種

整形 調整 (O/○ は国縁/体都)

底   部
No No No タト 面 内 面

45

1 RA028 Q4堆積土 土師器 杯 クロナデ ガキ 黒色処理 回転糸切

2 RA028 Q2堆積土 土師器 杯 ロクロナデ ガキ 黒色処理

3 RA028 煙 出内 土師器 不 ロクロナデ ミガキ .黒色処理

4 RA028 カマ ド内Nol 土師器 杯 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切

5 RA028 1カ マドほか 土師器 杯 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切

6 RA028 Q2堆積土 土師器 イ ロクロナデ ロクロナデ

7 RA028 Q2堆積土 土師器 邦 ロクロナデ ロクロナデ

8 RA028 Q3堆積土 土師器 郭 ロクロナデ ロクロナデ

9 RA028 Q4堆積土 土師器 杯 ロクロナデ ロクロナデ

RA028 Pit2堆積土 土師器 杯 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切

ll RA028 Pit3堆積土 土師器 杯 ロクロナデ ロクロナデ

RA028 Q2堆積土 土師器 杯 ロクロナデ ロクロナデ

RA028 Pit l堆積土 土師器 小型椀 ガキ 黒色処理 ミガキ 黒色処理

RA028 カマ ド内No2、 一括 土師器 発 横ナデ/ケ ズリ 横 ナデ/ハ ケメ

RA028 カマ ド内一括 土師器 甕 横 ナデ/ヘラナデ 横ナデ/ヘラナデ

61

RA028 Q4堆積上、カマ ド内 土師器 甕 横ナデ/ケズリ 横 ナデ/ヘラナデ

RA028 カマ ドー括、Pit3 土師器 甕 横ナデ/ヘラナデ 横ナデ/ヘラナデ

RA028 煙道・煙出内 土師器 箋 横 ナデ/ケ ズ リ 横 ナデ/ハケメ

9 RA028 カマ ド内 土師器 奏 /ヘ ラナデ /ハケメ

RA028 Q2・ Q4地積土、 土師器 奏 /ケズリ /ハケメ

RA028 カマ ド内一括 土師器 甕 /ケズリ /ハケメ ケズリ

RA028 カマ ド内 土師器 霙 ロクロナデ ケズリ ロクロナデ

RA028 カマ ド内No3、 P■2 土師器 霊 ロクロナデ ケズリ ロクロナデ ヘラナデ

RA028 Q4堆積土 土師器 菱 /ロ クロナデ ケズリ ロクロナデ 指による掻き上げ痕

RA028 Q2堆積土 須恵器 示 ロクロナデ ロクロナデ

RA028 Q4堆積土 須恵器 杯 ロクロナデ ロクロナデ

RA028 Pit2堆積土 須恵器 郭 ロクロナデ ロクロナデ

RA028 西壁際 石製品 砥 石 長さ12 8cm、 幅5 2cm、 厚さ4 8cm、 重さ4183g

RA028 カマ ド内 鉄製品 角釘 長 さ80cm、 幅06～ 1 0cm、 厚 0 4cm、 彊ヨさ404質

RA029 Ql Q4堆積土 土師器 郭 ロクロナデ ミガキ 黒色処理

RA029 Q3堆積土 土師器 イ ロクロナデ ロクロナデ

RA029 床 面 土師器 杯 ロクロナデ ロクロナデ

RA029 Pitl堆積土、Q2堆積土 土師器 邦 /ロ クロナデ /ロ クロナデ

RA029 南東 コーナー、No3 土師器 郭 /ロ クロナデ /ロ クロナデ

RA029 床直、カマド内 土師器 杯 ロクロナデ ロクロナデ

RA029 No1 2、 床面 土師器 杯 ロクロナデ ロクロナデ

RA029 Ql堆積土 土RW器 郭 ロクロナデ ロクロナデ

RA029 Q3堆積土 土師器 郭 ロクロナデ ロクロナデ

RA029 No2、 カマド内 土師器 TTN ロクロナデ ロクロナデ

RA029 床直、Q2堆積土ほか 土師器 杯 ロクロナデ ロクロナデ

RA029 カマド、床面、Q3堆積土 土師器 甕 /ケズリ /ハケメ 木葉痕

RA029 東壁付近 土師器 奏 横 ナデ/ケ ズ リ 横ナデ/ハケメ

RA029 Q4堆積土 土師器 奏 ロクロナデ ロクロナデ

44 RA029 南東コーナー付近 土師器 甕 ロクロナデ ロクロナデ

RA029 Q2堆積土 須恵器 奏 /ケ ズリ /ロ クロナデ

RA029 Ql堆積土 鉄製品 釘 長さ4 5cm、 幅0 8cm、 厚さ03～ 0 5cm、 重さ381真

RA029 カマ ド左袖北側 石製品 砥 石 長さ12 7cm、 幅6 3cm、 厚さ4 8cm、 重さ5115g

48 RA030 南壁際、堆積土 土師器 rTN ロクロナデ ミガキ 黒色処理 静止糸切か

RA030 カマ ド右、Nol 須恵器 LTN ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切

RA030 カマド右、No2 土師器 甕 /ロ クロナデ /ヘラナデ

RA030 堆積土 土師器 甕 ロクロナデ ロクロナデ

RA030 堆積上下位 土師器 甕 ロクロナデ ロクロナデ

RA031 Q2堆積土 土師器 杯 ロクロナデ ガキ 黒色処理

RA031 Q2堆積土 土師器 郭 ロクロナデ/ロ クロナデ ロクロナデ/ロ クロナデ

RA031 Pit2 3 土師器 杯 /ロ クロナデ /ロ クロナデ 回転糸切

RA031 貼床内 土師器 不 ロクロナデ ロクロナデ

RA031 Q2堆積土 土師器 不 ロクロナデ ロクロナデ

RA031 床面、Q2堆積土 土師器 甕 横 ナデ/ケ ズ リ 横 ナデ/ハ ケメ

RA03ユ Q2堆積上、床面 土師器 甕 ロクロナデ ケズリ ロクロナデ

RA031 Q2堆積土 土師器 甕 /ケズリ /ヘ ラナデ P

RA031 カマド左、床面 土師器 菱 /ロ クロナデ /ロ クロナデ 回転糸切

62 RA031 Q2堆積土 須恵器 不 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切

63 RA031 土器Nol 須恵器 杯 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切

RA031 Pitl堆積土 須恵器 不 ロクロナデ ロクロナデ

65 RA031 Pitl地積土 須恵器 杯 ロクロナデ ロクロナデ

66 RA031 Pit10堆積土 須恵器 杯 ロクロナデ ロクロナデ
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計測値 (cm) 褪
ｍ

残存部位
残存率 (%)

外面色調 備 考
掲 載

口径 底 径 器 高 器壁 口縁 底 部 No

口～底 橙 色 胎土 に金雲母含 む 1

035 口～体 0 橙 色 胎土に金雲母含む 2

(033) 口～体 0 暗赤褐色 3

032 口～底 橙色 灯 明皿 (内 面スス付着 ) 4

口～底 橙 色 底径刀 5

(032) 口～体 0 浅責橙色 粗砂多い 6

(026) 口～体 0 橙色 7

国～体 0 浅責橙色 口径大きめ 8

口～体 0 明赤褐色 9

(62) 035 口～底 橙 色 10

(50) 034 口～底 15 浅責橙色 粗砂多t 11

(31〉 体 著Б 0 0 橙 色 刻 書 「木J 12

(80) 口～底 黒色 ロクロ成形

(171) (ll l〉 口～体 0 橙 色

(114〉 (lM) 口～体 0 明褐色 15

(102〉 (252) 口～体 0 にぶい橙色 輪積み痕

(101〉 口～体 0 灰褐色 17

回～体 0 明赤褐色

体～底 0 明赤褐色

く150) 085 (226) 体～底 0 明赤掲色

底部 0 橙色

(029) 口～体 0 橙 色 A B体 あり。実測A体 22

(258) (213) 口～体 0 橙 色

(712) 体 部 0 0 橙色

(56) 055 (578) 口～底 灰 白色 25

055 (029) 口～体 0 灰 白色

口～体 0 灰白色

完形 凝灰岩 (奥羽山脈産) 28

略完形 29

035 口縁都 0 浅責橙色

口縁部 0 橙 色 遠元不足 か

(52〉 046 口～体 5 橙 色

底 部 0 橙 色 摩成著し�

底 部 0 にぶい橙色 遠元不足 か

027 口～底 浅責橙色 還元不足 か

口～底 橙色

(027) 口～体 にぶい橙色 37

口～体 橙色 還元不足か

口～底 橙色 還元不足か、外面に線刻、内面にスス

57 口～底 Ю 浅黄橙色 灯明皿、内外面スス付着 40

085 (085) 体～底 0 明赤褐色

口～体 0 明赤褐色

く77〉 065 口～体 0 明赤褐色 内面 コゲ付着

口～体 灰白色 4

(109〉 体部 0 0 褐灰色 45

一部欠損

一部欠損 凝灰岩 (奥羽山脈産) 47

口～底 橙 色 底部は静止糸切りかスノコの痕跡 48

032 口～底 灰白色

065 体部 0 0 黄橙色 輪積み痕、粗砂含む

055 口～体 20 0 橙 色

(71) 口～体 5 橙色 52

045 口～体 0 浅責橙色

口～底 橙 色

64 底部 0 橙 色 55

(021) 口～体 0 橙 色 56

口～体 5 明黄褐色

(124) (177) 口～体 0 浅責橙色

(208) (147〉 (305) 口～体 0 橙 色 59

075 底部 0 明赤褐色

(038) 体～底 0 橙色 内面にスス ?付着

025 口～底 5 灰 白色 62

(27〉 底部 0 灰白色 63

(37) 045 口～体 0 褐灰色

く35) 口～体 0 灰 白色 65

日～体 0 灰白色 66

Ⅳ 検出された遺構と遺物

※〈 )は残存値、( )は 推定値
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第 5表 遺物観察表 (2)

図版 写 図 掲載
遺構名 種 類 種 類 器  種

整形 調整 (○ /○は国縁/体部)

底  部
No No No 面 内 面

RA031 南壁隅床面 須恵器 一璽
′
ロクロナデ 回転ヘラケズリ /ロ クロナデ 再調整

RA031 Q4堆積土 須恵器 一更
′ロクロナデ /ロ クロナデ

RA031 北 隅 鉄製 品 刀 子 長 さ16 8cm、 幅07～ 1 7cm、 厚 さ04～ 0 9cm、 重 さ1978宮

70 RA032 Q2堆積土 土師器 杯 ロクロナデ ロクロナテ

RA032 床 面 鉄製 品 鉄 鐸 長さ4 5cm、 幅1 4cm、 厚さ1 6cm、 重さ2024g

RA033 カマ ド手前No4 土師器 不 横 ナデ/ミ ガキ ガキ 黒色処理 丸底

RA033 カマ ド手前Nol 土師器 杯 ミガキ ガキ 黒色処理 九底

74 RA033 カマ ド手前No2 土師器 不 ミガキ ミガキ 黒色処理 平底風九底

RA033 カマ ド手前No3 土師器 lfN ガキ ヘラナデP ガキ 黒色処理 平底風九底

RA033 床 面 土師器 長胴甕 横 ナデ′
´
ヘ ラナデ 横 ナデ /ヘ ラナデ

77 RA033 床 面 土師器 長胴斐 横ナデ/ヘラナデ 横 ナ デ //ヘ ラナ デ

RA033 床面 土師器 球胴盗 横 ナデ/ヘ ラナデ 横 ナデ′イヘ ラナデ

RA033 床 面 土師器 球胴甕 横ナデイヘ ラナデ 横 ナデ//ヘ ラナデ

51

RA033 床直 土師器 片 口 横ナデァ́イヘラナデ 横 ナ デ /ナ デ P 再調整

RA033 床直 土師器 甑 ? 横ナディ/ミ ガキ 横 ナデ/ミ ガキ 子Lあ り

RA034 床直 土師器 長胴甕 横ナデ  ミガキ/ミ ガキ 横 ナデ /ヘ ラナデ

RA034 床面、Pil、 堆積土下位 土師器 長胴箋 横ナデ ミガキ/ミ ガキ 横 ナデ/ヘ ラナデ  ミガキ 上げ底

RA035 床 直 土師器 郭 ロクロナデ ガキ 黒色処理 回転糸切

RA035 3層上面 土師器 杯 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切

RA035 2層 土師器 不 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切

RA035 3層上面 土師器 不 ロクロナデ ロクロナデ

RA035 床 凹み 土師器 杯 /ロ クロナデ /ロ クロナデ 回転糸切

RA035 カマ ド 土師器 妻 ロクロナデ ケスリ ヘラナデ

RA035 カマ ト 土師器 甕 ケズリ ナ デ 砂底か

RA035 カマ ド 土師器 菱 ケスリ ハケメ ケズリ

RA035 カマ ド 土師器 甕 ロクロナデ ナデ ロクロロ ナデ

RA035 カマ ト 土師器 斐 横 ナデ ヘ ラナデ ヘラナデか

RA035 3層 須恵器 啄 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切

RA035 床 直 須恵器 J4N ロクロナデ ロクロナデ

RA035 Q4 堆積上下位 須恵器 瓶 類 横 ナデ//ロ クロナデ 横 ナデ/´ ロクロナデ

RA035 Q2 堆積上下位 石製 品 砥 石 現存長3 4cm、 幅4 3cm、 厚さ1 45cm、 重さ178g

RA036 床 直 土師器 杯 ロクロナデ ガキ 黒色処理 回転糸切

RA036 Pit 3 土師器 邦 ロクロナデ ガキ 黒色処理 回転糸切

RA036 床 直 土師器 邦 ロクロナデ ミガキ 黒色処理 回転糸切

RA036 床 直 土師器 イ ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切

RA036 床 直 土師器 郭 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切

RA036 Pit 3 土師器 杯 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切

104 RA036 床 直 土師器 郭 /ロ クロナデ /ロ クロナデ 回転糸切

105 RA036 Pit 3 土師器 郭 ロクロナデ ロクロナデ

RA036 床 直 土師器 髪 横 ナデ//ケ ズ リ 横ナデ

107 RA036 床 直 土師器 箋 横 ナデ/ケ ズ リ ヘ ラナデ 横 ナデ/ヘ ラナデ ハ ケメ

RA036 カマド 土師器 甕 横 ナデ/ケ ズ リ ヘ ラナデ 横ナデ/ヘラナデ

RA036 床 直 土師器 巽 ケズリ ハケメ (ナ デか) ケズリ

RA036 カマト 土師器 箋 ケズリ ヘラナデ 木葉痕

R△036 Q3 南ベルト 3層 土師器 甕 ケズリ ヘ ラナデ 指ナデ 砂底か

RA036 3層 土師器 嬰 ロクロナデ ロクロロ

RA036 煙 出 し下層 須恵器 瓶類 /ロ クロナデ ロクロロ 回転糸切

RA036 床 直 石製 品 すり石 長さ13 7cm、  幅8 9cm、 厚さ6 6cm、 重さ930g

RA037 床 直 土師器 郭 ロクロナデ ガキ 黒色処理 回転糸切

RA037 4層 土師器 杯 ロクロナデ ミガキ ? 黒色処理

117 RA037 2層 土師器 高台杯 /ロ クロナデ /ミ ガキ 黒色処理 ケズリ(ヘ ラナデか)

RA037 Q3 3層 土師器 杯
/ロ

クロナデ ロクロナデ 回転糸切

RA037 Pit 2 土師器 甕 ロクロナデ ロクロロ

RA037 ほりかた 須恵器 不 ロクロナデ ロクロナデ

RA038 2層 土師器 郭 /ロ クロナデ /ミ ガキ 黒色処理 回転糸切

122 RA038 Q3 堆積上上位 土師器 琢 ロクロナデ ロクロナデ

123 RA038 床 直 土師器 杯 /ロ クロナデ /ロ クロナデ 回転糸切

RA038 1～ 2層 土師器 郭 /ロ クロナデ /ロ クロナデ 回転糸切

RA038 Q3 4 堆積上下位 土師器 奏 横ナデ/ヘラナデ (ケ ズリか) 構 ナ デ /ハ ケ メ

RA038 カマ ド周辺 堆積土上位 土師器 甕 /ナ テ /ナデ ケズリか

RA038 カマ ド 焼土直上 土師器 菱 /ケズリ /ハ ケメ 木葉痕

71

RA038 1～ 2層 須恵器 不 ロクロナデ ロクロナデ

RA038 Q1 2 堆積土上位 須恵器 大 甕

RA038 南ベル ト9日 土製品 土 錘 長 さ5 7cm、 最大径 2 4cm、 穿孔部径 0 7cm、 重 さ285g

RA039 床直 土師器 郭 ロクロナデ ミガキ 黒色処理 回転糸切

RA039 床 直 土師器 杯 ロクロナデ ロクロナテ 回転糸切
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計測値 (cm) 容量

(1)
残存部位

残存率 (%)
外面色調 考備

掲 載

口径 底径 器高 器壁 口縁 底部 No

体～底 0 にぶい橙色 焼成後穿孔 1箇所ともう一つ痕跡あり

体 部 0 0 赤黒色

一部欠損 刃部先端欠損

(35〉 回縁部 5 0 橙 色

略完形 舌あり 71

030 口～底 橙 色 外面 に段

085 口～底 にぶい橙色 外面に段

口～底 橙 色 外面に段

165 029 口～底 橙 色 外面に段

278 274 回～底 橙 色 輪積み痕

065 235 口～底 浅責橙色 輪積み痕 77

228 266 608 国～底 橙 色 輪積み痕

223 085 695 回～底 栓 色 輸積み痕

068 口～底 橙 色 底部外面張 り出 し

076 国～底 にぶい橙色 底部 に焼成前 の孔

口～底 浅責橙色 頸部 に段が明瞭

口～底 にぶい橙色 輪積み痕

(19〉 底部 0 にぶい責橙色 墨書か

047 口～底 5 橙 色

口～底 3 橙 色

(128) 口～林 0 橙 色

底 部 0 橙色

(139〉 体 部 0 0 橙色

底部 0 橙 色

(74) 底 部 0 橙色

(065) 口縁 都 0 橙色 92

045 (053) 口縁 部 0 橙 色

体～底 0 100 灰 自色 94

口縁部 拗 0 灰 白色 95

く33〉 口縁部 40 0 灰 色

大部分欠 凝灰岩 (奥羽山脈) 97

035 口～底 にぶい責橙色 98

(138) 029 口～底 橙 色

055 体～底 0 100 橙 色

033 口～底 橙 色

032 口～底 橙 色

(138) 035 口～底 橙 色 内面にスス付着

体～底 橙 色 04

口縁部 0 橙 色 内面にスス付着 05

口縁部 0 橙 色

(196) (144〉 (276) 口～胴 0 橙 色

(195〉 口～胴 0 橙色 08

(94) 〈94〉 胴～底 0 橙 色

(27〉 底部 にぶい橙色

(139〉 (260) 体部 0 5 にぶい責橙色 出羽甕 平底 1

(204〉 (119〉 065 口縁部 15 0 橙 色 12

底部 灰 色 13

完形 4

口～底 15 橙 色 籾 痕 15

く24〉 口縁部 0 橙色 墨書

底 部 0 にぶい責橙色 7

底部 0 15 橙 色

口縁部 0 橙 色 スス付着 9

(138) 曰縁部 0 灰 色

(18〉 底部 黄橙色

(031) 口～体 0 橙色

底 部 0 浅黄橙色

(25〉 底部 橙 色

口縁部 0 にぶい赤褐色

底 部 0 橙 色

底 部 0 暗赤褐色

(146) 口縁部 5 0 灰 白色

(186) 11 体部 0 灰 色 掲載縮尺 1/6

完形

035 口～底 橙 色 M」 字状の墨書

口～底 70 橙 色

Ⅳ 検出された遺構 と遺物
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第 6表 遺物観察表 (3)

図版 写 図 掲 載
遺構名 種 類 種 類 器 種

整形 調整 (O/○は口縁/体部)

底   部
No No No 面 内 面

RA039 Q4 1層 土師器 高台郭 /ロ クロナデ /ロ クロナデ 不 明

RA039 カマ ド Q2 床直 土師器 小 甕 横ナデ/ケ ズリ 横ナデ/ハ ケメ ケズリ

RA039 床 直 須恵器 不 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切

136 RA039 床 直 須恵器 杯 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切

137 RA039 床直 須恵器 ITN ロクロナデ ロクロナデ

RA039 床直 RA038 2層 須恵器 杯 ロクロナデ ロクロナデ

139 RA039 床直 須恵器 大菱

RA039 Ql 堆積土上位 石製 品 剥 片 長 さ3 1cm、 幅 2 8cm、 厚 さl15cm、 重 さ101質

RA040 床直 土師器 椀 ミガキ ハケ 黒色処理 ミガキ 黒色処理

RA040 カマド 石製 品 すり石 現存長16 8cm、 幅6 9cm、 7 6cm、 重さ1180g

RA041 カマド 土師器 甕 横 ナデ/ヘ ラナデ 横 ナデ/ヘ ラナデ ケズリ

144 RA04ユ カマ ド 土師器 甕 横 ナデ ハケメ 横 ナデ ハ ケメ ケズリ

RZ017 検出面 土師器 啄 ロクロナデ ロクロナデ

RZ017 Q4 堆積土上位 鉄製 品 刀 子 現存長 5 2cm、 幅13～ 1 7cm、 厚 さ04～ 0 6cm、 斜関

RZ017 付属土坑  底面 石製 品 台 石 全長31 1cm、  幅6 6cm、 厚さ8 2cm、 重さ3530g

RZ018 RC056 須恵器 大 盗

RG056 須恵器 大 盗

RZ018 Q3 堆積土 石製 品 すり石 現存長10 2cm、 幅6 6cm、 現存厚さ6 4cm、 重さ595g

RZ020 堆積土中位 土師器 杯 ケズリ ミガキ 黒色処理 丸底

R2022 堆積土中位 土師器 lTN 横 ナデ ケズ リ ミガキ 黒色処理 丸底

RZ022 lt宿土中位 土師器 杯 ハケ ミガキ 横ナデ ミガキ 黒色処理 丸底

RZ023 堆積土中位 土師器 杯 ケズ リ 横 ナデ ミガキ 黒色処理 丸底

RZ023 堆積土上位 須恵器 長頸瓶 横 ナデ/ロ クロナデ ロクロロ

RZ023 堆宿土 中位 須恵器 長頸瓶 回転 ナД ケズ リ ?) ロクロロ

57

RZ023 堆積土 中位 須恵器 大奏 尖底気味

RZ024 Ql 検出面 磁 器 端反碗 内外面 :透 明釉、外面 に海浜風景文

RZ030 堆積土中位 土師器 邦 横ナデンア
′
ケズリ 横 ナデ /ミ ガキ 黒色処理 丸底

RZ030 付属土坑  l層 須恵器 一臣 横ナデ/ロ クロナデ 横 ナデ/ロ クロロ 回転ヘラケズリ

RE030 堆積土 中位 須恵器 大 甕 横 ナデ/叩 き 横ナデ/叩 き 尖底気味

Q4 堆積土中位 鉄製 品 釘 現存長2 5cm、 幅 厚さ0 25cn

RZ030 Q4 堆積土中位 鉄製 品 釘 呪存長3 7cm、 幅 厚さ0 3cm

164 RZ032 土師器 郭 ロクロナデ ケズリか ミガキ 黒色処理

RZ032 堆積土上位 土師器 小 巽 横ナデ/ハ ケメ 横ナデ/ハケメ 不明

RZ032 Q3 堆積上下位 鉄製品 鉄鐸 長さ5 1cm、 直径 1 9cm、 厚 さ0 1cm、 円筒形

167 RZ032 Q3 堆積土下位 鉄製品 鉄鐸 現存長4 2cm、 直径2 1cm、 厚さ0 1cm、 円筒形

168 RZ032 Q3 堆積上下位 鉄製品 鉄鐸 長さ3 5cm、 直径2 1cm、 厚さ0 1cm、 円筒形

RZ032 Q3 堆積上下位 鉄製品 鉄鐸 現存長 2 4cm、 厚 さ0 1cm、 円筒形

RZ032 Q3 堆積上下位 鉄製品 鉄鐸 現存長5 5cm、 幅0発 m、 厚さ0 4cm

RZ032 Q3 堆積上下位 鉄製品 刀子 現存長8 1cm、 幅08～ 1 0cm、 厚さ0 4cm、 刃部 棟都ともに斜関

RZ032 Q3 堆積上下位 石製品 砥石 長さ9 6cm、 幅3 75cm、 す享さ2 75cm、 重さ1294g

Ql 堆積土中位 石製 品 すり石 ? 長さ8 5cm、 幅5 45cm、 厚さ1 6cm、 重さ■66g
174 RD124 1層 土師器 郭 ロクロナデ ケズリ ミガキ 黒色処理 ケズリ

175 RD124 1層 土師器 J4N ロクロナデ ミガキ 黒色処理

RD125 堆積土 須恵器 郭 /ロ クロナデ /ロ クロナデ 回転糸切

RD128 検出面 土師器 不 ミガキ ケズリ ナデ ミガキ・黒色処理 九底 ケズリ

178 RD135 推積土中位 RD140堆 積土上位 土師器 小発 横ナデ/ハ ケメ 横 ナデ/ハケメ 再調整

179 RD141 l層 土 師器 不 ロクロナデ ミガキ 黒色処理 ケズリ

RC056 堆積土 土師器 郭 ロクロナデ ガキ 黒色処理

RG056 堆積土 土師器 杯 ロクロナデ ミガキ 黒色処理 ロクロナデ ミガキ 黒色処理 回転糸切

182 RG056 堆積土 RZ018堆積土 土師器 郭 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切

183 RG056 堆積土 土 師器 杯 ロクロナデ ロクロナデ

RG056 西側堆積土 土師器 郭 ロクロナデ ロクロナデ

RG056 堆積土 土 師器 一霊 /ロ クロナデ /ロ クロナデ 低い高台風

186 RG056 西側堆積土中位 土 師器 把手 ? 長 さ7 6cm、 幅50cm、 日径 5 4cm、 外面 にケズ リ ナデ調整

RG056 堆積土上位 須恵器 霙 /タ タキメ /当 て具痕

R2033 土師器 奏 ロクロナデ ケズリ ハケ (ケ ズリか)横 ナデ ケズリか

土師器 箋 ケズ リ 横 ナデ ヘ ラナデ 横 ナデ 木葉痕

P22 堆積土 陶 器 香炉か 外面 :灰釉、内面 :透明釉

5 Ctt s 土師器 杯 ロクロナデ ミガキ 黒色処理 回転 糸切

4C4q 境乱 土師器 郭 ミガキ 黒色処理 ミガキ 黒色処理

-4C区 検出面 磁 器 九碗 内外面 :透明釉、外面に木葉文、底部内面に隷字体銘

調査区南端 I層 瓦器か 火鉢力 内外面黒色処理

RA035 No 19 鉄製品 鉄 津 重さ479g

RZ017 付属土坑 底面 石製品 台石 重さ6300g、 平面形「C」 字状、ホルンフェルス製で風化著しく実測不能
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計測値 (cm) 容量

(1)
残存部位

残存率 (%)
外面色調 備 考

掲 載

口径 底 径 器 高 器 壁 口縁 底 部 No

く33〉 底 部 0 橙色

052 口～底 橙 色

495 口～底 灰 自色

035 口～底 灰 白色

(129) 口縁部 0 灰白色

口縁部 15 0 暗灰色

く131〉 体部 0 0 灰 色 掲載縮尺 1/4

完形 メノウ (奥羽山脈)

(56〉 口～体 5 0 黒色 両 黒

一部 欠損 支脚 として再利用か

209 270 口～底 にぶい責橙色 ススコゲ 喫水線

261 口～底 橙色

口縁部 5 0 橙 色 刻書 か

関部付近

完形 196と 対

07 体部 0 0 灰 色

〈72) 体 部 0 0 灰色 赤褐色

大部分欠

体～底 0 橙色

055 口～底 橙 色

口～底 5 にぶい責橙色

口～底 5 0 にぶい責橙色

(72) 口縁部 0 暗灰色

く146) 体部 0 0 暗灰色 73と 同一個体 か

232 口～底 灰 色 焼成後底部穿孔

03～ 08 口～体 2 0 白色 瀬戸窯産、連房10小期以降

045 口～底 90 0 橙 色

017 国～底 75 灰 白色 底部焼成後穿孔

225 〈坐 l〉 2399 口～底 0 灰 白色 底部焼成後穿孔

先端久損

先端欠損

(31) (017) 口縁部 0 橙色

(61) (126〉 口～底 3 にぶい黄橙色 底部焼成後穿孔

完 形

略完形 刀子の関部が錆着

完形 別個体が鵠着

舌 部 168の内部 に錆着 して出土

関部付近

完 形 凝灰岩 (奥羽山脈)、 狽」面のみ磨痕

完形 砂岩

(66) 口～底 2 橙 色

口縁 部 0 にぶい責橙色 墨書

(50) (20〉 底部 0 灰 色

口～底 にぶい責橙色

129 口～底 橙 色

口～底 橙色

(022) 口～体 0 橙色 体部上半に焼成前穿孔

国～底 黒色

口～底 橙色 スス付着

(33〉 口～体 0 橙 色

(025) 口～体 5 0 橙 色

(95) 底 部 0 橙 色 還元不足 か

把 手 橙 色 把手部分と思われる

く127) 体部 0 0 黒色

口～底 橙色

234 065 口～底 にぶい責橙色 北奥型

体 部 0 0 暗緑色

(22) 底 部 0 橙 色

国縁部 0 黒色

底 部 0 灰白色 肥前と、大橋 Ⅳ器以降

園縁 部 2 0 黒色 箱型の火鉢か

写真掲載

略完形 写真掲載、147と 対

Ⅳ 検出された遺構と出土遺物
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V 調 査 の ま とめ

今回の調査では、陥し穴状遺構・竪穴住居・古墳 。墓坑・土器埋設遺構などの遺構、土師器・須恵

器・鉄製品など主に古代に属する遺物が確認されている (第 79図 )。 最後に主要な遺構・遺物につい

て若干の検討を加えることで調査のまとめとしたい。

陥 し穴状遺構

溝状プランのものが11基確認されている。ほとんどが北東 一南西方向に長軸をとる。年代の根拠 と

なる遺物が出上 していないため推定になるが、形態から縄文時代に属すると考えられる。削平の影響

をあまり受けない底面の規模をみると、長軸2.30～ 3.90m、 幅0.05～ 067mで、壁面崩落によって変

形 しているものもあるが横断面形はV字形である。

配置状況は必ず しも整然 としていないが、北東―南西方向に長軸をとるものは10～ 20m間隔で並

んでお り、とくに調査区の南西側ではR D 106～ 114が遺跡範囲の西側の境界となる旧河道に平行す

るように配置されている。過去の調査でも遺跡範囲の南側 (第 5・ 6次調査区)で旧河道と考えられ

る黒色土層付近で同様の状況が確認されてお り、水場に集まる動物を対象 とした罠猟が行われていた

と考えられることから、今回検出されたものについても同様の意図を持って設置された可能性が高い。

2土 器 の 分 類

今回の調査で出上 した土器はいずれも土師器・須恵器で、形態・成形技法 (ロ クロ使用・黒色処理

の有無)か ら奈良時代のものと平安時代のものとに分類することができる。ここでは出土点数の多い

土師器杯・甕を中心として分類と年代について検討を行う。

奈良時代

ロクロ不使用の上師器郭・甕・訊 ?、 須恵器大甕・瓶類がある。

土師器イはR A033、 R Z020・ 022・ 023・ 030・ 032、 R D 128か ら出土 している。全て九底で内面

に黒色処理を施すものであり、体部外面に段を有するA類 (152・ 153・ 154)、 沈線・稜線をもつB類

(73～ 75。 159。 177)、 段・沈線をもたないC類 (72・ 164)に分類できる。東北地方で出土する古墳

～奈良時代の上師器杯は体部の「段」と底部形状の二点を指標 として変化の方向性が考えられてきた。

具体的には段の省略化、九底から平底への変化ということであり、これらはロクロ技術の導入と製作

工程の簡略化に起因するものと考えられる(1)。 本遺跡出土事例をこの変化に対応させると、体部内外

面に段を有するA類→内面の段が消失し外面が沈線化するB類→内外面ともに段・沈線をもたないC

類という変遷を考えることができる。

周辺遺跡をみると、A類は盛岡市野古A遺跡 R A047・ 滝沢村高柳遺跡 E a60住 居跡・岩手町仙波堤遺

跡 l号住居跡などに類例がある。高柳遺跡は7世紀末～ 8世紀初頭、その他は8世紀前半代に位置付

けられていることから、A類は 8世紀前半に属すると考えられる。B類は、盛岡市台太郎遺跡 R A 130。

野古A遺跡 R A048・ 矢中町館畑遺跡 S104な どで出土 してお り、いずれも8世紀後半代に位置づけら

れている。ただし、日径が17cm近 くと大きいこと (73～ 75)、 8世紀前半に属する野古A遺跡 R A047

からも159と 同形態のものが出上 していることから、B類は 8世紀後半を主体 とするも一部中葉に遡
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第79図 飯岡才川遺跡主要遺構配置図
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2 土器の分類

ると考えられる。なお、 C類については沈線の有無を除けばB類 と形状は同じであり、B類 より後出

するものの 8世紀後半代に属するものと考えておきたい。

土師器甕はR A033・ 034,041、 R Z032、 R D 135か ら出上 している。体部形状から球胴形のA類

(78・ 79)と 長胴形で器高が25cm前後のB類 (76・ 77・ 82・ 83・ 143・ 144)、 器高10cm程度のC類 (165・

178)に分類できる。A類は体都中央に最大径をもち、顕部に明瞭な段を形成する。 B類 は、底部脇

は屈曲するが体部がほぼ直立 しながら頸部へと至るもので、最大径は口縁部にある。頸部の段は明瞭

で、日縁部は「 く」の字状に外方へ開く。 C頚は頸部の段は明瞭であるが、類と異なり底部脇は屈曲

しない。口縁部形状は、単純口縁のものと受口状のものとがある。なお、B類は体部形状が類似する

もの (D類)が平安時代にもあるが、頸部の段が明瞭であることと底径が小さく底部脇が屈曲する点

が大 きく異なるため判別は比較的容易である。ただし、型式変化に乏 しいため奈良時代のなかでの詳

細な時期決定は難 しく、供伴関係から8世紀後半代に属するものを主体として178(C類・受口状口縁 )

のみ 8世紀前半に遡る可能性があるとしておきたい。

須恵器小壼 (160)についても若千触れておきたい。本例のような形状の小重は周辺遺跡での出土

はないが、長頸瓶など大型器種を含めると猿投・陶邑窯で平城 I期 (8世紀前葉)に属する製品のな

かに類例がある。器種が異なり産地も不明なため単純に同一視はできないが、本例は8世紀前葉を上

限として奈良時代に属する可能性があることは指摘 しておきたい。

供伴関係をみると、R A033で土師器14XB・ C類 と土師器甕A・ Bl類、 R Z023で土師器邦A類 と

須恵器長頚瓶 ,大甕、R Z030で土師器杯 B類 と須恵器小壼 。大甕、R Z032土師器郭 C類 と土師器甕

C類が供伴 している。その他ではR A034・ 041で は土師器甕B類、 R Z 022は 土師器杯A類が 2点以

上出土 している。以上から、竪穴住居では土師器杯と甕、古墳では土師器杯と須恵器が基本的なセッ

トであったと考えられる。なお、土師器杯を指標 とするとR Z022・ 023、 R D 128。 135は 8世紀前半、

R A038、 R Z032は 8世紀後半、土師器甕 B類のみ出土 したR A034・ 041も 8世紀後半に属する。こ

のことから、奈良時代に属する遺構のうち古墳は8世紀前半から一部後半、竪穴住居は8世紀後半に

構築されたものと考えられる。ただし、古墳出上の上器はいずれも周溝内出土であり、古墳について

は周溝埋没の年代 (下限年代)を示 しているにすぎない。

平安時代

土師器郭・高台郭・甕・鉢、須恵器杯・壼・瓶類がある。このうち土師器甕にはロクロ使用・不使

用が混在するが、その他は全てロクロ成形の製品である。

土師器郭は全て平底で、黒色処理を施すものと施さないものがある。体部形状から、体部が内彎 し

ながら立ち上がるD類、口縁部がナデ調整によって外反するE類、底部脇が屈曲して体部下半は内彎

しながら立ち上がるF類に分類できる(2)。 土師器甕はロクロ不使用のD類とロクロ使用のE類に分類

できる。いずれも長胴で、DoE類 ともに口縁部形態によってさらに細分できる可能性はあるが、点

数が少ないため今回は分類を行っていない。また、後述するように土師器高台イも年代決定の有効な

指標となるが、点数が少ないため分類を行っていない。

平安時代の上器については供伴関係をもとに年代を考えていきたい。上記の分類をもとに遺構ごと

の器種構成をまとめると、幾つかのポイントがあることがわかる。とくに土師器14x F類 と高台杯の有

無の 2点が有効な指標であり、両者を含まないものを I群 (R A028・ 030・ 035・ 036・ 038)、 含むも

のをⅡ群 (R A029・ 031・ 037・ 039)と して検討を加える。

まず、両者の前後関係について土師器杯の器形に注 目してみてい く。これまでの研究成果によると、

ロクロ使用の上師器杯は断面形が「椀形」を嗜好するものから口縁部が外反するもの、さらに底部脇
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V 調査のまとめ

が屈曲するものへ変化すると考えられている (白鳥1980。 村田1995・ 西澤2005)。 これを参照すると、

本遺跡では相対的にD類が古く次いでEからF類へと移行するものと考えられ、DoE類のみで構成

される I群のほうがF類 を含む工群よりも古いと判断できる。その他の器種についてみると、土師器

甕はC・ D類が混在しており両群における比率はほとんど変わらない。

このようにみていくと、 I群 は土師器郭がD・ E類のみで構成されること、断面形が逆台形を志向

した7世紀以来の伝統を引くタイプがみられないことから白鳥良―のいう「C群土器」 (以下、白鳥

○群とする)以降の上器群であり、さらに白鳥E群以降に出現する土師器高台杯が含まれていないこ

とから白鳥D群 に併行する土器群と考えられる。白鳥D群は村田晃―のいう「 1群土器」 (村 田1995)

に相当し、多賀城周辺では黒笹90号窯式期の施釉陶器と供伴することから9世紀後半代と考えられて

いる。Ⅱ群については、土師器邦にDoE類 より後出の要素をもった土師器郭 F類 と高台芥がみられ

ることから、白鳥E群以降に併行する土器群と考えられる。ただし、底部脇が屈曲するF類 は依然と

して客体的な存在であることから、F類が主体的となる時期 (10世紀前半)よ りは古いと考えられる。

これらを総合すると、工群は9世紀後半～ 10世紀初頭に属するものと考えておきたい。この他、R

Z034の上師器甕D類は9世紀後半代に位置付けられる「北奥型甕」(伊藤2006)で あることからI群、

R Z033の土師器甕E類 も同時期と考えておきたい。

3竪 貞 住 居

14棟検出した。調査区中央～南側を巡るR G056内 に4棟 (R A036～ 039)、 調査区南東側に6棟 (R

A028～ 032・ 035)、 調査区北側に4棟 (R A033・ 034・ 040・ 041)と 3カ 所に集中して造られている。

出土土器の年代観から調査区北側の 3棟 (R A033・ 034・ 041)イま奈良時代、それ以外のものは平安

時代 (9世紀後半～ 10世紀初頭)に属すると考えられる。構築年代の根拠については前節の通りで

あるため、ここでは構造に関する点についてみていくことにしたい。

平面形はいずれも方形で、床面積は3.42～ 21.46だである。建て替え拡張を行ったと考えられるR

A031が最も大きいが、その他はほとんどが10だ以下と小型である。本遺跡における過去の調査で検

出された竪穴住居と規模的にはほぼ同じであり、構築年代による差異も見出せない。また、近隣の

遺跡で竪穴住居の床面積が掲載されている事例 (細谷地第 4・ 5次、。本宮熊堂B第25久・野古A第

23・ 24・ 29次 など)と比較しても突出したものはないことから、本遺跡の竪穴住居は遺跡周辺では平

均的な規模のものといえる。検出面からの深さは10～ 54cmで 、削平の影響もあって構築当時より浅

くなっている。ただし、煙道の天丼部が残存しているものについては比較的本来の深さに近いと考え

られる。なお、柱穴については大型のR A031で 規則的な配置が見られるものの、小型のものは配置

が不規則なものや検出されないものがほとんどであった。

床面の構築には、①掘 り方を掘り、貼床を敷設するもの (R A035～ 041)と②貼床を敷設せずⅢ

層を平坦に整えるもの (R A028～ 034)がある。①には凹凸が著しいもの (R A035。 039)と 細か

い凹みを埋める程度のもの (R A036～ 038)があるが、いずれも壁面付近が深く、中央が浅いといっ

たような掘削時の法則性は見出せなかった。②に属するものは、上面が黒く変色・硬 く締まった部分

があるため一見すると貼床が敷設されているようにも見えるが、断ち割りによる断面観察ではこの変

色部分は2cm以下と非常に薄いことから、これらは住居使用の痕跡として生じたものと考えられる。

カマ ドは、奈良時代に属するものは西壁 (北西壁)中央に設置されているのに対し、平安時代に属

するものは東壁のいずれかのコーナー付近に設置されるものが多い。ソデの構築方法は、地山削り出
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しをベースにするもの (R A028・ 029な ど)、 礫を芯材 として使用するもの (R A039)、 芯材を用い

ないものがある (R A036な ど)。 いずれも主体となるのは粘性の高い上である。煙道は、平安時代の

ものは全て李Jり 貫 き式である。燃焼部の端から煙出しに向かって下つてお り (平均15度 )、 煙道と煙

出し底面の境界が不明瞭なものが多い。奈良時代のものはいずれも天丼部が削平されているが、周辺

に礫の散布が見られないことから到 り貫き式であったと想定される。残存部分の観察からは、平安時

代のものに比べて煙道の傾斜は緩やかで、煙出しはピット状で煙道底面より深 く掘 り込まれている。

なお、煙道の状況に比べてどの住居 もカマ ド燃焼部付近はソデが崩落 しているなど残存状況は悪 く、

なかにはカマ ドの袖部分を壊 したり (R A036)、 人為的な埋め戻 しの後に煙出しに礫を詰めたりする

例 (R A035)が見られた。このことから、住居廃絶時には意図的にカマ ド周辺を壊す (機能を失わせる)

といった行為が行われていたと考えられる。

付属施設としては、貯蔵用と考えられる土坑が設置される住居が多いが、この他にR A035で は壁

面を決 り込むように掘 り込んだ「横穴状土坑」 (高木2002)が検出されている。横穴状土坑は細谷地

遺跡など本遺跡周辺の同時期の竪穴住居で確認例があるが、人為的に掘削されたという点を除いて用

途に関しては不明である。

4 墓制 関連 の遺構

古 墳

17基検出した (R Z014・ 017～ 032)。 隣接する第 7次調査を含めると、遺跡範囲の北側では24基

の古墳が発見されたことになる(3)。 遺跡範囲北側の境界となる旧河道に沿って分布 しており、RZ
030'031を 除いて古墳同士が重複関係にあるものはなく、それぞれが 5～ 20mの間隔で分布している。

なお、出土土器の年代観と8世紀後半の竪穴住居に切られるもの (R Z029)があることから、本遺

跡の古墳は8世紀前半に属するものが多いと考えられる。

墳丘はいずれの古墳でも残存していなかったため構築方法は不明であるが、周溝の形態から円墳と

考えられる。埋葬施設はR Z026で 1基検出されており、棺の痕跡は確認できなかったが石材の出土

がないことから「土娠型」の古墳 (人木1996)と 考えられる。なお、構築当時の地表面ごと墳丘が削

平されているため、埋葬施設と墳丘の構築順序を判断することはできなかった(4)。 また、周溝に比

べて埋葬施設の残存する古墳が極端に少ないことから、相対的に周溝より高い位置に構築されていた

と考えられる。すなわち埋葬施設よりも掘削深度が深かつたため、墳丘・埋葬施設が消滅するほどの

削平を被っても周溝は残存したものと考えられる。

本遺跡の古墳には周溝が全周するものはなく、全て開口部を有する。開田部は墳丘上へ登る通路の

残存部分と考えられ、ほとんどのもので南東側に存在する。なお、周溝の開口部が 1カ 所のものと2カ

所以上のものがあるが、周溝底面の深さに注目すると、① l力 所のみ開口する古墳では開口部に直行

する側面部分が深く、開口部の反対側が浅いものが多い。② 2ヵ 所以上のものでは向かい合う開口部

の一方の幅が狭 く、周溝端部も緩やかに消滅する、という傾向がみられる。このことから、本遺跡の

古墳にみられる開口部には古墳構築時に意図的に作 り出されたものと周溝底面まで削平されることで

開口部状になった部分があると考えられる。残存状況からの推定であるため例外もあると思われるが、

本遺跡の古墳は 1カ 所のみ開口部を有する形態が基本形であったと考えておきたい。

雫石川右岸域では、本遺跡のほかに太田蝦夷森古墳群・高館古墳群・飯岡沢田遺跡で古墳が確認さ

れている。とくに旧河道を挟んで北側に位置する飯岡沢田遺跡では7世紀後半～ 9世紀前半頃に属す
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る40基以上の「古墳 (円形周溝)」 が検出されており、年代。構築方法の点で本遺跡との共通点は多い。

このことは、雫石川右岸地域では奈良時代の前後に古墳を築くという風習があつたこと、そして旧河

道を挟んだ一帯が古代の墓域として利用されていたことを証明するものといえる。

墓 坑

副葬品の出土が皆無であったため、今回は①方形基調の平・断面形をしており底面が平坦に整えら

れている、②堆積土中 (と くに中～下位)に人為堆積と考えられる層がある、という2点 を根拠とし

て7基を墓坑とした (RD■5～ 121)。

古墳の分布域内に単独で存在 しており、配置に規則性は認められないが、古墳の開口方向と同じく

北東一南西方向に長軸をとるものが多い。棺の痕跡が残るものが少なく、鉄釘など木棺の存在を窺わ

せる遺物も出上していないため棺の有無・構造については不明な点が多い。しかし、底面の状況から

R D l16は 小口板埋め込み式、R D l19は 四辺埋め込み式の木棺であったと考えられる。その他も木棺

を使用したと考えたいが、底面幅が0.5m以 下と狭いことから成人の伸展葬であれば直葬の可能性も

ある。被葬者の性格についても不明であるが、成人用とは考え難い規模のものが多いことから幼児埋

葬用の墓坑の可能性もある。なお、年代については重複関係からR Dl16が 8世紀代、R D l17が10世

紀以前と推定されるが、その他は出土遺物・重複関係ともに無いため不明である。

本遺跡の周辺では墓域と推定される飯岡沢田遺跡で84基、集落遺跡である細谷地遺跡・野古A遺跡

などでも数基が確認されている。いずれも方形基調のプランで人為堆積層があるという点で共通して

おり、本遺跡周辺では奈良～平安時代には墳丘を築かない土坑墓 (木棺墓)が墓制の一形態として存

在しており、かつ古墳と異なり集落遺跡内でも使用された埋葬方法であったといえる。

土器埋設遺構

2基検出した。成形技法に相違はあるがいずれも9世紀後半代に位置付けられる特徴をもった土師

器長胴甕が古墳の周溝脇の上坑内に 1個体設置されているという状況で検出された。理由については

後述するが、本遺跡の上器埋設遺構はいわゆる土器棺墓としての機能を有するものと考えられ、9世

紀後半に土器を使用した埋葬が行われていたことを示す資料といえる。

古代の土器埋設遺構(5)については東北地方では古くから検討が行われており、とくに岩手県 。青

森県で出土例が多い (斉藤・沼山1974、 沼山1980。 1981)。 ただし、発見された事例はいずれも土師

器長胴甕を2個体以上使用した「合口甕構墓」であり、単体で埋設される事例は本遺跡が初めてであ

る。沼山によると、東北地方で出土する土師器合口甕棺墓は、①単独で設置され群集しない、②顕著

な墳丘はなく地表下に埋納、③平面楕円形の上坑に横位に設置、④使用される奏は日常用のものを転

用、⑤副葬品が出土するものは少ない、⑥多くは幼児埋葬用の可能性が高い、⑦構築時期は平安時代

前半期、といった特徴があるとされている (沼 山1981)。 一方で、宮城県多賀城跡周辺では道路交差

点付近に設置された事例があること、資料数の僅少さや丘陵部に立地する生産遺跡から検出される事

例があることなどを根拠として「道」や生産に関係する祭祀施設として捉えられる可能性があるとし、

甕棺墓という性格付けに対する疑念も提示されている (佐藤1996、 山口1996)。 確かに岩手県本宿羽

場遺跡や青森県野尻 (1)遺跡における自然科学分析の結果からヒト遺体が埋葬された可能性が高い

と考えられるが、東北地方では墓域内に存在するものやこれらで墓域を形成するものがないことから、

祭祀に関連する施設であった可能性も十分考えられる。

本遺跡出土例に関してもヒト遺体の埋葬を示すものが検出されていないこと、古墳の脇に設置され

ているものの古墳の構築年代とは 1世紀近い開きがあることなど、土器棺墓とするには根拠として弱

い部分はある。しかし、沼山の提示した甕棺墓としての特徴をほぼ備えていること、近畿地方の事例
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では古墳周辺に古墳構築後一定期間を置いて設置されることが大半であることから (山田1979、 角南

2007)、 設置状況 。年代に共通点がある本遺跡出土例については近畿地方の事例 と同様の意図をもっ

て設置された土器棺墓であったと考えておきたい(6)

なお、土器棺墓 とした場合、被葬者の性格が問題となってくる。本遺跡出土事例は出土遺物がない

ことと脂肪酸分析を行っていないことから推定になるが、火葬骨が検出されなかったことと成人埋葬

用 としては小型であることなどを根拠 として、子供 (幼児)用 の埋葬施設 と考えておきたい (沼 山

1981、 角南2007)。 この推定が正 しいとすれば、本遺跡には幼児埋葬用の施設として土器棺墓 と土坑

墓 (木棺墓)と いう二種類が存在 していた可能性がある。

5 鉄鐸に関する検討

R A032竪穴住居から1点 (71)と R Z032古墳の周溝から4点(166～ 169)出上している。鉄鐸と

は薄い鉄板を巻いて円筒形にしたもので、内部に棒状の舌を取り付けて音を鳴らす道具と考えられて

おり、単独で使用されるものと錫杖状鉄製品の付属品とがある(7)。 古墳時代中期 (5世紀後半～ 6世

紀)の事例を初現として平安時代 (11世紀代)ま で全国各地で出土する遺物であり、とくに単独で使

用される鉄鐸は長野県、錫杖状鉄製品の付属品は東北地方 (と くに岩手県と青森県)での出上が多い

(原 1996、 井上2002・ 2006、 小保内2005)。 以下では、先学の研究成果を参考に本遺跡出上の鉄鐸につ

いて若千の検討を行ってみたい。

形態的特徴

本遺跡出土例は、大きく上端と下端の直径がほぼ同じ円筒形 (71)と 上端より下端が広がる円錐形

(166～ 169)に 分類することができる(8)。 このうち71と 168は内部に舌と考えられる棒状鉄製品が認

められる。いずれも全長は4.5cm以下で、穿孔が施されているものは皆無であった。

単独で使用される鉄鐸は日光男体山頂遺跡のものを祖形として全国に広まったものと考えられてお

り (井上2006)、 宮城県東山遺跡や石川県寺家遺跡出土例のように内部に舌を伴う円錐形が多い。一

方で錫杖状鉄製品に付属するものは円筒形で舌を伴わないものが主流であり、全長が5cmを超える

ものは少ない。ただし、両者の形態は混在しており、単独使用の鉄鐸でも舌を伴わない円筒形 (青森

県熊野堂遺跡例 )、 錫杖状鉄製品の付属品でも円錐形 (青森県野木遺跡)は確認されている。また、

出現から消滅まで大きな型式変化が認められない遺物であり、鉄鐸のみの出土では単独使用のものか

否か、そして製作年代を判断するのは困難である。したがって本遺跡出土例についても推定となるが、

今回は舌の有無を根拠として円筒形だが舌を伴う71は 単独で使用された鉄鐸、円錐形だが舌を伴わな

い166'167・ 169、 及び舌を伴うが168は錫杖状鉄製品の付属品になるものとしておきたい。

出土遺跡の分布 。年代

東北地方における鉄鐸出土遺跡の分布をみると、青森県の津軽平野南東部と太平洋沿岸 (八戸市周

辺)、 岩手県の北上川中・下流域と太平洋沿岸 (宮古市周辺)に集中している。出土する遺跡は集落

が 9割近くを占め、次いで工房 (製鉄関連)・ 古墳群・墓地・官衡関連遺跡となっている(9)。 出土遺

構をみると、集落遺跡では竪穴住居からの出上が多く、その他には土坑・竪穴状遺構がある。古墳か

らの出土は岩手県長根 I遺跡の22号古墳と本遺跡のR Z032古墳の2例である。しかも長根 I遺跡22

号墳では主体部の堆積土最上位から錫杖状鉄製品に伴って出上しており、R Z032の ように周溝底面

付近から出土した事例は初めてである。この他には秋田県湯ノ沢F遺跡 7号土坑墓に副葬された例や

青森県貝ノロ遺跡のように錫杖状鉄製品の一部として土坑内に埋納された例などがあるが、当時の
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使用状況を推定できるような出土状況の資料はほとんどない。

供伴遺物の年代観を参照 して年代についてみてい くと、東北地方では8世紀後半の岩手県山田町沢

田工遺跡出土例を最古 として10世紀後半～ 11世紀前半の青森県林ノ前遺跡出土例まで確認されてい

る。ただし、出土点数は各時期一様ではなく8世紀に遡る事例はごくわずかであるが、 9世紀後半～

10世紀には出土遺跡。点数が飛躍的に増加する。本遺跡出土例のうち竪穴住居出土の71は 9世紀後半、

古墳出上の166～ 169は 8世紀後半のものと考えられる。とくに後者は東北地方における鉄鐸 (錫杖

状鉄製品)導入期に属する新たな資料を追加したという点で意義があると考えられる。

用 途

鉄鐸・錫杖状鉄製品を含めた東北地方の古代鉄製祭祀具は栃木県日光男体山頂遺跡出土仏具との共

通性から雑密による影響下で儀礼に用いられた祭祀具と考えられており (井上2006)、 本遺跡でも竪

穴住居出上の71に ついては祭祀具として使用されたと考えられる。しかし、周囲からの混入とは考え

難い状況で出土した166～ 169に ついてはR Z032古墳に関連する祭祀に使用された可能性は高いと考

えられる。このことは、東北地方における導入期 (8世紀後半)の鉄鐸は雑密系の祭祀のみではなく

葬送儀礼にも使用されていた可能性を窺わせるものといえるが、本遺跡と同様の状況で出土した事例

が皆無であるためあくまで推定の域を出ない。これについては出土事例の増加を待って検討すべき課

題であろう。

註

1 今回は出土点数が少ないため参考にしていないが、この他に法量の小型化という変化も認められている (宇部2002)。

2 須恵器郭も同様の器形が確認できるが、全形がわかる資料が少ないため今回は細分を行っていない。

3 遺跡範囲の東側に位置する第 3次調査でも時期不明の円形周溝が 2基検出されており、これらを含めると26基 となる。

4 末期古墳ではまず埋葬施設を掘削して構を設置し、その後に埋葬施設の埋め戻 しと墳丘盛土確保のために周溝を掘削する

方法が一般的と考えられている (藤澤1997、 小谷地2007)。

5 この種の遺構については「合口埋甕遺構」・「土師器合口甕棺墓」・「合口奏棺」と様々な名称が使用されてきた (沼 山

1981、 山口1996な ど)。 しかし、本遺跡出土例は「合口」ではないこと (状態)、 埋葬以外にも用いられる事例があること(用途)、

甕以外の器種も使用されること (器種)な どの点を考慮して、本書では状態・用途・器種に影響を受けない名称として「土

器埋設遺構」を用いている。

6 合口のものより少数ではあるが上師器甕を単体で使用するものも確認されている (角 南2007)。

7 錫杖状鉄製品に付属する鉄鐸については筒形金具・無舌鉄鐸など別の名称を用いるべきとの指摘もあるが (小保内2005)、

形態的に分類できないものも存在するため今回は両者を一括 して「鉄鐸」と呼称する。

8 今回は、実測図上で「下端幅―上端幅>3 mm」 のものを円錐形とした。

9 東北地方と同じく出土例の多い長野県でもほとんどが集落遺跡または墓跡からの出上である。
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調査区北側古墳検出状況 (東 から)

調査区南東側竪穴住居群 (北から)

写真図版 1 調査区の状況
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完掘 (西 から)
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カマ ド断面 (西 から)

堆積土断面 (西から)

カマ ド (西 から)
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写真図版 2 RA028
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堆積土断面 (南 から)
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カマ ド (西 から)

写真図JIn3 RA029

床面除去 (RA029,030 西から)
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完掘 (南 から)
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ｉ堆積土断面 (東から)

煙道断面 (東から) カマド断面 (南から)
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写真図版 4 RA030



完掘 (西から)

堆積土断面 (西から)

カマ ド (南西から)

写真図版 5 RA031
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完掘 (西から)

堆積土断面 (南から)

カマ ド断面 (西 から)煙道断面 (南 から)
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写真図版 6 RA032



完掘 (南東から)

堆積土断面 (南西から)

カマ ド断面 (西 から) 遺物出土状況 (東から)

写真図版 7 RA033
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完掘 (東 から)

堆積土断面 (南 から)

堆積土断面 (西から)

焼土たちわり (南から) Pll断面 (南から)
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写真図版 8 RA034



完掘 (西 から)

堆積土断面 (南から)

煙道断面 (北 から) 焼土たちわり (北 から)

写真図版 9 RA035
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完掘 (北 から)

■機 |

堆積土断面 (南 から)

焼土 (北 から) 遺物出土状況 (東 から)
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完掘 (西から)

堆積土断面 (西から)

煙道断面 (南 から)

写真図版 1l RA037
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完掘 (南西から)

堆積土断面 (東 から)

カマ ド (南西から) カマ ド断面 (南西から)
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完掘 (南 から)

雄積土断面 (南 から)

煙道断面 (西 から) カマ ドたちわり (南 から)

写真図版 司3 RA039
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完掘 (南 から)

煙道断面 (西 から) カマ ド断面 (西 から)
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写真図版 14 RA040



完掘 (東 から)
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堆積土断面 (西 から)

カマ ド断面 (東 から)

写真図版 15 RA041
-155-



完掘 (東から)

RZ014・ RDl16四FF罰  (F菊 力】ら) RZ01 4断面拡大 (南 から)

検出状況 (東から) 第 7次調査区 (北から)
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写真図版 16 RZ01 4



完掘 (東から)

断面 A(東 から) 断面 B(東から)

付属土坑完掘 (西から) 付属土坑断面 (北から)

写真図版 17 RZ01 7
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完掘 (東 から)

断面 B(東から)

断面 C(西から) 検出状況 (東から)
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写真図版 18 RZ01 8
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完掘 (南 から)

断面 D(東 から) 断面 B(東から)

遺物出土状況 (東 から) 平成 18年度調査開始状況

写真図版 19 RZ020
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完掘 (東 から)

断面 A(東 から) 断面 B(東から)

断面 C(南から) 作業風景

- 160-
写真図版 20 RZ022



完掘 (東から)

断面 A(東 から) 断面 B(東から)

須恵器大甕 (157)出 土状況 (1)

写真図版 21 RZ023
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完掘 (北西から)

断面 D(西から) 断面 A(南 から)

断面 B(南から) 断面 C(西から)
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写真図版 22 RZ024・ 025



完掘 (東から)

断面 A(南 から) 断面 B(南西から)

埋葬施設 (西から) 埋葬施設断面 (南から)

写真図版 23 RZ026
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完掘 (東から)

断面 A(東 から) 断面 B(東から)

焼土検出状況 (南から)
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断面 C(司しから)

写真図版 24 RZ028



完掘 (東から)

断面 D(東 から) 断面 B(東から)

付属土坑断面 (西から) 須恵器大甕 (161)出 土状況

写真図版 25 RZ030
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完掘 (東 から)

断面 E(東から) 断面 A(東 から)

断面 G(西から) 現地説明会
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完掘 (東 から)

断面 A(東 から) 断面 B(東から)

鉄鐸・刀子出土状況 (南 から)
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素
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ⅢⅢ孝1讐i

土師器小甕 (165)出 土状況 (北 から)

写真図版 27 RZ032
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RZ019:記 IFH(F菊 から)

RZ02耳 :藉 J鼠  (F噺から)

-168-
写真図版 28 RZ01 9・ 021(1)



RZ027;起〕己 (F萄 から)
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写真図版 29 RZ027・ 029(1)
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RZ01 9凶iFtt A (F菊 から) RZ019凶†Ftt D (F萄 から)

RZ021凶FFtt B (F笥 から) RZ021凶千Ftt A (F菊 力ゝら)

RZ027四千Ftt A (手箱力ゝら)

RZ029四千Ftt A (手煮力ゝら)                             RZ029四 莉

写真図版 30 RZ01 9・ 021。 027・ 029(2)

RZ027凶「臣百B (F菊 から)

RZ029四 iFtt C (手煮力ゝら)
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RD104完掘 (東 力ゝ 剪 RD104断面 (東 力】ら)

RD105完掘 (東 から) RD105断面 (東 から)

RD106完掘 (Jと東から)
RD106断面 (】し東力】ら)

RD107完掘 (東 から) RD107断面 (東から)

写真図版 31 RZ1 04～ 107
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RD103,記 tFB(封 ヒカゝら) RD108,鮪 羅百 (司 ピカ】ら)

RD109断面 (東 から)RD109完掘 (東 力】ら)
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RDl10完掘 (東 から) RDl10断面 (東から)

RDlll完掘 (西から) RDlll断面 (西から)
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写真図版 32 RD1 08～ 111



RDl12完掘 (西 から) RDl12断面 (西 から)

RDl13完掘 (南東から) RDl13断面 (南東から)

RDl14完 tFB(Jヒ西から) RDl14完掘 (南東から)

RDl15完掘 (東 から) RDl15断面 (東 から)

写真図版 33 RDl1 2～ 115
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RDl16完掘 (】しから) RDl16断面 (南 から)

RDl17完掘 (西から) RDl17断面 (西 から)

RDl18完掘 (南 から)
RDl18断面 (南 から)

RDl19完掘 (東 から) RDl19断面 (東 から)
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写真図版 34 RDl1 6～ 119



RD120完掘 (東 から) RD120四千F罰  (,煮 から)

RD121完掘 (東 から) RD121断面 (東から)

RD122;譜 tFH(封 ヒカ】ら) RD122,斬 臣百 (引 ヒカ`ら)

RD123完掘 (西 力】ら) RD123断面 (東 から)

写真図版 35 RD1 20～ 123
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RD124:藉 〕冒 (F巧 から) RD124四千F面  (ラ笈から)

RD125炭化物出土状況 (東 から) RD125四千F面  (手薇から)

RD126;繕 〕司 に町力ゝら) RD126凶千F面  (,表 力ヽら)

RD127完掘 (東か ら) RD127断面 (東 から)
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写真図版 36 RD1 24～ 127



RD128完掘 (南 から) RD128断面 (南 から)

RD129断面 (南東から)

RD130断面 (南東力ゝら)
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RD130完掘 (南 東から)
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境
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RD131完掘 (南 から) RD131断面

写真図版 37 RD128～ 131
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RD132完掘 (南西力ゝら) RD132断面 (南西から)
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RD133凶 F[面  (F蜀 力ゝら)

RD134四千[師 傷煮から) RD135遺物出土状況 (南東から)

RD135完掘 (南 から) RD135凶iF面  (F萄 力ゝら)
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写真図版 38 RD1 32～ 135



RD136;恙 J冒 (F葡 から)
RD136四千[団  (F菊 から)

RD137完掘 (南東から) RD137断面 (南東か ら)

RD138断面 (東 から) RD138凶iF面  (手煮から)

RD139:藉 J己 (F笥 力)ら
) RD139四〒F面  (F菊 から)

写真図版 39 RD1 36～ 139
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RD140完掘 (西から) RD140断面 (西から)

RD1 41完 掘 (北から) RD141断面 (北から)

RD142断面 (南から)

RF002検 出 (東から) RF002断面 (南力心ら)

40～ 142、 RFO02
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写真図版 40 RDl



RD143完掘 (北東から) RD143断面 (南西から)

RD143焼土裁ち割り (東 から) RD144;藉 J己 (F菊 力ゝら)

RZ033検 出 (東 から) RZ033断面 (東 力ゝら)

RZ034:蓬 J冒 (ラ薇力ゝら) RZ034断面 (西から)

RZ033・ 034写真図版 41 RD1 43・ 144、
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打撃

'■

ァ1転ⅢI工 ～∵ギ

性 !想謹ず
lfi111と ,

魂

完掘 (南東から)

断面 E(北東から) 断面 B(東から)

土師器把手 (186)出 土状況 土師器不 (181)出 土状況
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写真図版 42 RG056



RG055(,表 力`ら)

RG057(F菊 から) RG058(司 ヒから)

写真図版 43 RG032・ 055。 057・ 058
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RG032断面 (南西から) RG055断面 (東 力ゝら)

RG057凶FFtt B (F葡 から) RG058断面 (南から)

柱穴群 (西から)
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写真図版 44 RG断 面・柱穴群



写真図版 45 RA028出 土遺物 (1)
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写真図版 46 RA028出 土遺物 (2)



34 ヒ け
33

24´Ψ29 RA028

30'-44 RA029

写真図版 47 RA028・ 029出土遺物
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46

に
53

60

45-47 RA029

48´-52 RA030

53-61 RA031
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写真図版 48 RA029～ 031出土娼物



3

62-69 RA031

70′ψ71 RA032

72'-75 RA033

写真図版 49 RA031～ 033出土遺物
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- 190-
写真図版 50 RA033出 上遺物



78・ 80。 81 RA033

82・ 83    RA034

写真図版 51 RA033・ 034出土遺物
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94-97。 195 RA035

98´ヤ106    RA036
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写真図版 52 RA035・ 036出土遺物



爾 %駆

107´-114 RA036

115-120 RA037

116

写真図版 53 RA036・ 037出土遺物
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121′ヤ130 RA038

131～ 135 RA039

-194-
写真図版 54 RA038。 039出土遺物



竜36タヤ140 RA039

141 ・ 142  RA040

143・ 144  RA041

‐４２　　　麟

写真図版 55 RA039～ 041出土遺物
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1弱145´-147・ 196 RZ017

148-150 RZ018

152・ 153  RZ022
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151  RZ020

154´ヤ150 RZ023

写真図版 56 RZ古墳出土遺物 (1)



157 RZ023   158 RZ024   159-163 RZ030

写真図版 57 RZ古墳出土遺物 (2)
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Ⅷ 74

172

写真図版 58 RZ古 墳、
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75

164′-173 RZ032

174・ 175  RD124     176 RD125

RD土坑出土遺物



77 RD128   178 RD135。 140

78 RD141   180´ヤ187 RG056

88  RZ033

写真図版 59 RD土坑、RG溝、RZ033出土遺物
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193

189 RZ034

190～ 194 遺稿外

写真図版 60 RZ034、 遺構タト出土遺物
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ふ りが な

所収遺跡名

な

地
町
在

ふ

所

コー ド 北 緯 東 経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

飯岡才川遺跡

第12次調査

岩手県盛岡市飯岡

新田 2地害J43-1

1よ か

03201 LE16-2291

39度

40す)

45ん少

141度

08ケ)

04秒

20051003´一

20051110
1平成17年度調査)

3,200m2
盛岡南新都市開発

整備事業関連遺跡

発掘調査20060919～
20061124

(平成18年度調査)

4,000m2

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

飯岡才川遺跡

第12次調査

狩猟場 縄文時代 陥し穴状遺構 ■基 古代墓制の一形態である古

墳を検出。墳丘・埋葬施設と

もに削平されていたが、周溝

内から埋葬や祭πEに使用した

と考えられる遺物が出上して

いる。

難
　
・
動

古 代

竪穴住居 14棟

古墳 17基

溝跡 3条

墓坑 7基

土坑 4基

土師器・須恵器

鉄製品 (刀 子・鐸・釘)

石製品 (砥石・磨 り石 )

土製品 (土錘 )

時期不明

基

条

個

２０

２

６６

坑

　

穴

土

溝

柱

要 約

調査区は遺跡範囲の北側に位置し、縄文～近世までの遺構・遺物が検出されている。とくに調査区北側で検

出された古墳は、隣接する飯岡沢田遺跡を除いて雫石川右岸地域では検出例の少ない遺構として注目される。

今回の調査により、本遺跡は縄文時代の狩猟場、古墳時代末～奈良時代の墓域、奈良 (8世紀中頃)・ 平安時代

(9世紀後半～ 10世紀初)の集落として機能していた遺跡であることが明らかとなった。
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